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　酷い雨だ。まさに滝のようなという言葉がふさわしい豪雨を鬱うつ陶とうしげに見上げた杉すぎ崎さき晃こうは、そのままちらりと後ろを振り返った。

　やや後方を歩いている男はそろそろ肩で息をし始めている。手に持っている小銃さえ重く感じるのか、時折立ち止まっては歩き始めるその男を眺めた晃は、思わず心の中で舌打ちをした。

「いいか、西にし島じま。ここでリタイヤしたらおめぇに妹は絶対やらねぇからそのつもりでいろ」

　独り言のようにそう呟つぶやくと、男の──西島知とも宏ひろの瞳がぎらりと光る。

「自分は大丈夫です」

　そう言ってまた歩きだした西島にふんと皮肉っぽい笑みをくれ、晃は足を進めた。

　この行軍訓練が終われば、西島は晃の義弟になる。西島は妹の夫になるのだ。

　五年前に両親を事故で亡くした晃にとって、妹の栞かん奈なはたった一人きりの身内であり、大切な存在だった。その妹がまさか自分の部下と結婚するなど、夢にも思っていなかった。栞奈から西島と結婚すると聞かされた時は、はらわたが煮えるどころか、今すぐ西島を絞め殺してやりたい気分になったくらいだ。

　目の中に入れても痛くないくらい可愛い妹をかっさらおうとしている西島には腹が立つ。だが、栞奈を安心して託せるのはこの男しかいないだろうと思う自分にも同じくらい腹が立った。

　西島は優秀な自衛官だ。このまま隊にとどまり、出世もしていくだろう。

　悔しいが、西島は晃から見ても充分すぎるくらいいい男だ。妹の男の趣味は案外よかったのだなと思うものの、やはり腹が立つのは仕方がない。

　西島から目を逸そらし、晃は肩にずっしりと食い込む８９式小銃を抱え直した。

　晃が自衛官になって六年が経ち、この小銃の重さにもすっかり慣れた。演習で実弾を使うこともあるが、今回は弾頭がついていない空包を装塡している。だが、弾頭がある実じつ包ぽうと重さはさほど変わらなかった。銃本体の重量に弾薬のそれが加わるとかなりの重さになる。その上、数十キロの背はい囊のうを背負っているため、一歩足を進めるたびに雨でぬかるんだ道なき道が沈んだ。

　昔に比べれば体は行軍に慣れてきているが、この後何十キロもの距離を不眠不休で歩かなければならないと思うと、さすがに気が滅入る。おまけにいったい何の嫌がらせなのか、日が沈んだ頃からいきなり天候が急変した。

　雨が降ろうが、雪が降ろうが、実際の戦闘は待ったなしだ。むろん、戦闘を想定しての訓練に雨天順延などという言葉はない。草木が覆い茂る山の斜面を装備一式背負って歩き、数十キロ先にある目的地に到着すればそこで奪還作戦の訓練を行う。

　訓練はすれども、実際にこういう事態にならなければいい。そう思いながら、晃はまた一歩足を進めた。

　雨と風、それに雷までが加わってほとんど前が見えない状態になりつつある。既に泥の川と化した山道に足を取られそうになり、慌あわてて近くにある木の枝を摑つかんだ。

「班長、大丈夫ですか」

　西島に声を掛けられ、晃は「ああ」とぶっきらぼうに返事をした。おまえに心配なんかされたくないと憎まれ口を叩きたくなったが、その言葉を吞のみ込み後方に向かって叫ぶ。

「足下注意！」

　後ろを歩いている者たちにそう伝え、晃は口に入り込んでくる雨水を吐き出した。

「ったく、最悪だな……」

　ついても仕方のない悪態をつき、また一歩足を前に進める。

　長ちよう靴かはもう泥まみれだった。ぬかるむ道のすぐ横は崖で、足を滑らせれば軽い怪我では済まないだろう。雨はどんどん激しくなり、時折耳をつんざくような雷鳴が轟とどろく。光と音との間隔が徐々に狭まっているということは、すぐ近くに雷雲があるのだろう。

「やばいな。どこかに落ちるかも──」

　呟いた途端に、目の前に閃せん光こうが走った。視界が一瞬で真っ白になり、晃の世界から色が消える。次に襲いかかってきたのは、強烈な爆風と轟ごう音おんだった。体が吹き飛ばされるような感覚と同時に、今度は音が消えた。

　体がぐらりと傾かしぎ、とっさに近くにある木の枝に手を伸ばす。しかし、それを摑む余裕さえなく体がふわりと宙に浮いた。

「班長っ！」

　西島が叫んでいるような気がしたが、その声すらもよく聞こえない。感じたのは、自分の体が落下していく感覚だった。
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「噓……だろ……」

　宙に浮いた体が三十キロ近い背囊の重さに引っ張られて落下していく感覚にコウは愕がく然ぜんとした。

　やばい。オレ、死ぬかも──。

　思わず心中で呟き、必死で手足をばたつかせる。蔦つたでも岩でも何でもいい。何か摑めるものはないかと思ったが、むなしく宙を摑むのみだ。

　崖の下には確か細い川が流れていた。ただし、水の量は少なく、ゴツゴツした岩肌が剝むき出しになっていたはずだった。崖の上の山道から沢までおそらく数十メートル。あの岩に叩きつけられて無傷で済むわけがない。

　死の寸前に今までの記憶が走そう馬ま灯とうのように流れると聞いたことがあるが、コウの脳裏には何も浮かんでこなかった。崖の下まで落下するのに十秒とかからないだろうに、体が岩に叩きつけられる感覚はいつまで経ってもやってこない。むしろ、もうあちらの世界に行ってしまっているのかもしれないとさえ思った。

　これが自分が死んだことに気づかない幽霊というやつか。

　そう思い、心の中でため息をつく。こんな山の中で地縛霊になったところで、いったい誰がその存在に気づいてくれるというのだ。

「これって超無駄な幽霊ってやつだよな……」

　げんなりと呟くと、口の中にごぼりと何かが入ってきた。

　驚いて目を開けた先にキラキラと輝く光が見える。それはまるで水中から見上げるような眩まぶしい光だった。

　死後の世界というのは水の中のように輝いているのだろうか。昔から川遊びが好きだったから、それも悪くない。そう思ったのもつかの間で、いきなり鼻の中につんとした痛みが走った。

　これは知っている痛みだった。顔を洗っていて勢い余って鼻から水を吸い込んでしまった時に感じるあの痛みだ。

　死んでも痛覚は残るのか聞いてみたいが、周りに死んで生き返った者など誰もいないから確認のしようがない。痛覚が残ろうが消えようが、実際に鼻の奥が痛いのだ。

　ということは、目の前に広がる水のようなものは、『ようなもの』ではなく間違いなく水だ。では、頭上でキラキラと輝く光は何かに照らされた水面ということか。

　崖から滑かつ落らくし、幸いにして岩場ではなく真下の川に落ちた。おそらく夕方から降りだした雨で川が増水していたのだろう。助かったと思ったものの、これはこれで楽観視できない事態だった。

　数十キロの背囊を背負い、小銃を抱えて水中にいる。このままでは確実に溺でき死しだ。

　自衛官、訓練中に崖から滑落して死亡──。

　そんな新聞の見出しが脳裏をよぎり、コウは慌てて手足をばたつかせた。

「し……死んでたまるかっ」

　新聞の見出しを飾りたくなどないし、何より二ヶ月後には栞奈の結婚式が控えているのだ。

　栞奈の隣でにやけているだろう西島を見るのは嫌だが、必ず出席すると約束した。それを破るわけにはいかない。

「ちくしょうっ……」

　コウは必死で水面に向かって水を搔かいた。背囊や小銃が重しとなって体を沈めようとするが、装備品を捨てるわけにもいかない。水底へと沈んでいく体をコウは必死で浮上させた。

　やがてきらめく水面が近づいてくる。

「ぶはっ……！」

　派手な音を立てて水面から顔を出したコウは、激しく咳せき込んだ。気管に水が入ったらしく、喉のどがイガイガするものの体に特別痛みはない。擦り傷のひとつやふたつはあるだろうが、大きな怪我もなさそうだった。

　とにかく岸に上がらなければまた水の中に沈んでしまう。岩場でもないかと周囲を見回したコウは、そのまま首を傾げた。

「えーっと……？」

　確か崖から滑り落ちたのは真夜中だったはずだ。なのに、頭上には日の光がさんさんと照りつけている。それだけならまだしも、川だとばかり思っていたこの場所はどう見ても池だった。しかも、ただの池ではない。白い大理石に囲まれた庭園風の池だ。

　周囲を深い緑にぐるりと囲まれたそこを、コウは范ぼう然ぜんとした面持ちで見やった。

「どこだ、ここ……」

　演習場の近くにこんな観光施設などあっただろうか。どこかの遺跡に似ている気もするが、何かが微妙に違う。噴水も何もない、ただ石と緑に囲まれた池をもう一度見回していたコウは、池の畔ほとりに立っていた男と目が合った。

「え……？」

　この男を男と言っていいのか一瞬迷った。それほど男の容姿が整っていたのだ。

　生きている人間とは思えないほどの美び貌ぼうを持つ男を、コウはまじまじと見やった。長身の部類に入るコウよりもまだ上背があり、体つきも顔に似合わずがっしりしている。だが、バランスが悪いというわけでもない。むしろ計算され尽くして作られた精巧な人形のようだった。

　テレビや雑誌などで見る美男美女と言われる芸能人でも、この男の横に立てば霞かすんで見えるだろう。日の光に照らされる髪はまるで銀の糸のようだし、鮮やかな青い目は高価な宝石そのものだ。

　男が身につけている衣装もまた同様だった。細かな刺し繡しゆうが施された布地に、宝石や貴金属らしきものが細かく縫い込まれている。

　歩く宝石箱のような男。それがコウの率直な感想だった。

　映画かコマーシャルの撮影中なのだろうか。それにしては周りにカメラや器材もなければスタッフらしき者もいない。訝いぶかりつつ派手な衣装をまとった男を眺めていたコウだったが、ふいに這はい上がってきた妙な感覚にぞくっと背を震わせた。

　水に浸かっているせいで寒気がしているのかと思ったが、どうも違う。男から漂ってくる甘い香りのせいなのか、ぞくぞくしたそれは性的な興奮に似ている気がした。

　自分の性的指向は完全に異性に向いている。なのに、たった今目にしたばかりのこの男に性的な興奮を覚えてしまっていることに自分でも驚かずにいられない。

　まるで男の青い瞳に呪縛されたかのように体が動かなかった。目を逸らすことすらできない。

　何かを言わなければと思ったが、上手く言葉も出てこなかった。何より、この男に何語で話しかけていいのかわからない。外見からすると北欧系の外国人なのかもしれない。おそらく日本語など一言も通じないだろう。

「ソ……ソーリー……えっと。ア、アイ……」

　とりあえず英語ならば通じるかもしれないとコウは自分の貧困な語学力を総動員させた。こんなことならもう少し真面目に英語の勉強をしておけばよかったと後悔したが、今さら嘆いても仕方がない。

　だが、慌てるコウをまじまじと眺めていた男がふっと小さく息をついた。水で濡れた銀色の髪を搔き上げ、池に腰まで浸かったままのコウに向かって困惑気味な笑みを浮かべる。

「随分と派手な現れ方をしてくれる稀まれ人びとだ。私に水を浴びせておいて謝罪もなしか」

「は？」

　どうやら池に落ちた際に、畔に立っていた男に水しぶきを浴びせてしまったらしい。謝罪をと思ったが、それよりもいきなり流暢な日本語で話しかけられたことに驚いた。

「え？　日本人？」

　言った途端、男が苦笑する。

「私がおまえの国の人間に見えるのか？」

　問われて首を横に振った。それを見ていた男が困ったような顔で肩をすくめる。

「ところで、おまえには今の状況が見えていないのか？」

　呆あきれ気味に問われ、コウはもう一度池の周囲を見回した。

　池の周りにいたのはこの男だけではなかった。銀色の髪をしたこの男を数人の男たちが取り囲んでいる。しかも、全員が大ぶりの剣を抜いているのだ。

「何これ。撮影か？」

　呟いた直後、一人の男が銀髪の男に向かって大剣を振り上げた。

　長い銀色の髪が一房切り取られ、それが池に舞う。

　銀の糸みたいだ──。

　きらきらと光る髪を茫ぼう然ぜんとした面持ちで眺めていたが、次の瞬間、銀髪の男が手に持っていた剣を横になぎ払った。

　断末魔の絶叫とともに、赤い血しぶきが池の周囲に敷き詰められた白い石に飛び散る。どっと倒れ込んだのは、先ほど剣を振りかざしていた男だった。びくびくと体を痙けい攣れんさせた男の下に、みるみるうちに血溜まりが広がっていく。

「な……何だ、これ……」

　あり得ない光景にコウの思考は一瞬で停止した。これは撮影だ。映画かコマーシャルの撮影だと自分に言い聞かせてみたものの、鼻び腔くうに漂ってきた独特の生臭さは紛れもない血の匂いだ。

「フェイクだよな……違うよな……」

「呆ほうけるな、稀人。ぼんやりしていると死ぬぞ」

　死ぬ──。

　銀髪の男の言葉で我に返ったコウは、慌てて池から飛び出した。背負っていた背囊を放り出し、男に駆け寄る。

「ちょ……、何やってんだよ！」

　小銃を抱え、コウは銀髪の男を背後に庇かばうように前に出た。

「あんたら何やってんだよっ。これ、撮影か何かじゃないのかよっ？」

　振り返りつつ尋ねると、銀髪の男が軽く肩をすくめた。

「見てわからないか？　襲撃を受けているのだ」

「しゅ……襲撃っ？」

　言うと同時に襲撃者の一人がにやりと笑った。嗜し虐ぎやくの愉ゆ悦えつに歪ゆがんだ笑みを向けられ、背中に冷たいものが流れていく。

「奇妙な格好をしているな。稀人か？」

「マレビト？」

　尋ねられ眉根を寄せた。

　先ほど銀髪の男にも同じことを言われた。口に出して繰り返すと、『マレビト』という聞き慣れない言葉が脳内で『稀人』という漢字に変換される。確か客人を意味する言葉だったような気がするが、今はそんなことを考えている場合ではなかった。

　稀人だろうが何だろうがどうでもいい。まさに命の危機に直面しているこの状況が今の最重要課題だ。

「ちょっと待ってくれよ。稀人だか何だか知らないけどさ、オレは──」

「こんな時に流れ着くとは運の悪い稀人だ。ついでだ。おまえもリアムとともに屠ほふってくれる」

　コウの言葉を遮った男が唇を歪めて言い放つ。

　屠るという言葉を反はん芻すうした直後、男が大剣を振りかざして突っ込んできた。池の畔ほとりに立つコウに向かってそのまま大剣を振り下ろす。

「ちょ……噓だろっ！」

　慌てて身を翻ひるがえすと、男の大剣が池の縁石に当たり火花が散った。

　撮影用の剣だとばかり思っていたそれは、間違いなく殺傷能力のある本物の剣だった。そして、この男は何の躊ちゆう躇ちよもなくコウを斬り殺そうとしている。

「マ……マジかよっ……」

「切り刻まれたいか、稀人」

　笑いながら男が再び剣を振り上げた。目の前を切っ先が掠かすめ、頰ほほにぴりっとした痛みが走る。

「いっ……て……」

　頰に細い線が刻まれそこから血が滲にじみ出す。指先についた赤いものを目にしたコウは、ごくりと生唾を吞み込んだ。
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　いきなり向けられた剝き出しの殺意に体が震える。有事の際はこういうことがあると想定して訓練をしていたつもりだった。だが、心の準備もないままで実際の戦闘に遭遇してみると、頭の中が真っ白になった。

「大丈夫か？」

　コウの動揺を感じ取ったのだろう。背後に庇った銀髪の男が尋ねてくる。大丈夫だと言いたいところだが、とてもそんな余裕はなかった。小銃を持っているものの、装塡されているのは演習用の空包で、音はすれども弾頭がついていないのだ。

　だからといって殺傷能力が全くないわけでもなく、銃口から発射される燃焼ガスやワッズの破片は、かなりの威力がある。至近距離で引き金を引けば、打だ撲ぼくごときでは済まないだろう。

　たとえ空包でも襲撃者を制圧するくらいならできるかもしれない。だが、できることなら人に向けて発砲したくないという気持ちが強かった。

　どうしたものかと小銃を握り締めていると、銀髪の男は自分が持っていた大剣を差し出した。

「使うか？」

「使うかって、それってあんたの武器だろう？」

「持っていてもこれ以上使うわけにはいかない」

「は？　使うわけにはいかないって、何で？」

「私は神官だ。神官が血の穢けがれを浴びるわけにはいかない。血の穢れはクレイアスへの冒ぼう瀆とくだ」

「はぁっ？」

　こんな時にこの男は何を言っているのだろうか。命の危機に晒さらされているというのに、何が神官だ。何が血の穢れだ。冒瀆も何も、ほんの数分前にその剣で一人斬り殺したではないか。

「あんた、何言ってんだ？　寝ぼけてんのか？」

「ここのところ多忙ではあるが、こんな時に眠れるほど疲れているわけではない」

「違うよっ！　そういう意味じゃなくてだなっ」

　銀髪の男をまじまじと見上げたコウは、思わず差し出された大剣を男に押しつけた。

「あんた、馬鹿じゃないのかっ？　ていうか、馬鹿だろっ！」

「ああ？」

「神官だの穢れだの冒瀆だの、いい年した大人が中ちゆう二に病びようかよ！　殺されかけてんだぞっ？　わかってんのかっ？　そういうことは命が助かってからほざけっての！」

　いいから持っていろと男に剣を押しつけ、コウは抱えていた小銃を襲撃者たちに向けた。

「武器を捨てろ！　でなければ撃つ！」

　目いっぱい虚勢を張って叫んだつもりだった。銃口を向けられて臆おくさない者などいないだろう。これできっと相手は逃げ出すはずだ。だが、そう信じて疑わなかったコウに向けられたのは、襲撃者たちの小馬鹿にしたような冷笑だった。

「ああ？　何だその奇妙な剣は」

「はあっ？　奇妙な剣って……これが何かわかんないのかよっ」

　確かに小銃など民間では見慣れないかもしれないが、テレビや映画で見たことくらいあるだろう。

「言っとくけど本物だからなっ！　訓練用のエアガンじゃねぇぞ！　本物の８９式小銃ハチキユウだからなっ！」

「ハチキュウ？　何を言っている。そんな剣で我らと戦うつもりとは笑わせる」

　ひるむどころか嘲ちよう笑しようを浴びせられ本気で戸惑った。

　見慣れないからという理由などではない。この男たちは本当にこれが何なのかわからないのだ。

「噓だろ……」

　思わず呟き、ごくりと喉を鳴らした。

　訓練中に落雷に遭あい、足を滑らせて崖から転落した。沢に落ちて流されたとばかり思っていたがどうやらそうではないらしい。

　落ちた先は沢ではなく、異世界だ。何かの拍子で次元が違うどこかの世界に飛ばされてしまった。この状況はそうとしか思えなかった。

　自分は神官だという銀髪の男。小銃が何かわからない襲撃者。この世界はコウがいた世界と似ているようで少しずつ違う。何かがおかしいと思ったが、おかしいのは彼らではない。ここではコウの存在が異質なのだ。

「マジかよ……」

　自分の理解の範はん疇ちゆうを超える事態に、頭の中がますます混乱していく。何かを考えようにも、何から考えていいのかわからなかった。ただわかっているのは、この襲撃者たちは確実に自分を殺そうとしているということだけだ。

「大人しくしていれば生かしておいてやってもいいぞ。嬲なぶった上で奴隷商人に叩き売ってやる。生きた稀人なら高く売れるだろうからな」

　殺さつ戮りくを楽しもうとしているとしか思えない笑みを浮かべ、男が剣を突きつけてくる。

　こいつは本気だ──。

　死への恐怖が這い上がったが、怯おびえている場合ではなかった。ここがいったいどこなのか知らないが、この男にむざむざと殺されてやる気などコウには欠片かけらもない。

　恐怖が理不尽への怒りに変換され、コウは小銃を握り締めた。体が一気に戦闘体勢へと切り替わっていく。

「このクソ野郎……ふざけんなよ、コラァッ！」

　思わず叫んだコウは、抱えていた小銃を振り上げた。

　突きつけられていた大剣を銃身で跳ね飛ばし、男の体を力任せに銃口で突き上げる。蹈鞴たたらを踏ふんだ男の前で銃じゆう床しようを跳ね上げると、ゴキッと鈍い音がした。

「何が生かしておいてやってもいいだッ！　国防男子舐なめてんじゃねぇぞッ！」

　銃床が顎に命中したらしく、男がうめき声を上げて地面に転がる。その男を蹴り飛ばして池に突き落としたコウは、再び銀髪の男を振り返った。

　神官だの、血の穢れがどうだのと言っていた男が、長い髪をなびかせながら大剣を振るっている。まるで軍神がそこに舞い降りたかのような様子に、コウは感心すると同時に呆れもした。

「あいつ、何が神官だよ。めっちゃくちゃ強いじゃねぇか……」

　男が剣を振り上げなぎ払うたびに誰かの絶叫がこだまする。男の周囲には、みるみるうちに襲撃者たちの骸むくろが積み上がっていった。

「すげぇ……」

　歴戦の猛も者さのような戦いぶりを見せつけられ、コウは思わず感嘆の声を漏らした。このまま放っておいてもこの男一人で襲撃者を全員斬り殺してしまうのではないだろうか。そう思った瞬間、背後に回った襲撃者の一人が銀髪の男に向かって剣を振り上げた。

「危ねぇッ！」

　叫んだコウは、とっさに小銃を構えた。

　セレクターを回して安全装置を外す。引き金を引くと激しい破裂音が響き渡った。発射された燃焼ガスやワッズの破片に引きちぎられた木々の枝葉が、池やその周囲に飛び散る。同時に、それを至近距離でもろに腹に喰らった男がうめき声を上げながらその場に突っ伏した。

「な……何だ、それはっ……」

　その場に倒れ伏した仲間を茫然と見やった襲撃者たちが一斉に後ずさりをする。それをきっと睨にらみ付け、コウは男たちに向かって叫んだ

「だから本物のハチキュウだって言っただろうが！」

　今度は銃口を男たちの足下に向けて引き金を引く。発射音が再び鳴り響き、男たちがその場から飛び退いた。

「今のは威い嚇かくだ！　これ以上近づいたら本当に撃つ！」

　言いながらコウは銀髪の男に駆け寄った。互いを背に庇いつつ、コウは銃口を、男は大剣を襲撃者たちに向ける。

「あんた、大丈夫か？」

　尋ねると、男が長い銀色の髪を搔き上げながらにやりと笑った。

「ああ。おまえは随分と強いのだな」

「そういうあんたもな」

　肩越しに掛けられた言葉へ笑みとともにそう返事をし、コウは襲撃者たちに代わる代わる銃口を向けた。

「武器を捨ててそのまま後ろに下がれ。一歩でも近づいたら撃つ」

　先ほどの威嚇が相当功を奏したのか、男たちが言われるままに剣を足元に置く。

「そのまま下がれ。妙なまねをしたら撃つからな」

　言いながら男たちを追い立てていたコウは、銀髪の男をちらりと振り返った。

　華麗な衣装をまとい大剣を手にした銀髪の美び丈じよう夫ぶ。その様子はまさに映画のワンシーンのようだった。これが本当に映画の撮影ならばどれほどよかったことだろう。

「これ、現実なんだよな……」

　ぽつりと呟き、コウは空に銃口を向けた。

「死にたくないなら失せろッ！」

　叫びながら引き金を引くと、強烈な発射音とともに引きちぎられた木の葉が周囲に舞い散った。

　蜘く蛛もの子を散らすとはまさにこのことを言うのだろう。襲撃者たちは武器を拾おうともせずにその場から逃げ出していく。やがて男たちの姿が森の中に消えると、池の周囲に静寂が戻った。

　透き通った水をたたえた鏡のような池に青い花が浮かんでいる。それを茫然と眺めたコウはほっと息をついた。

　気が抜けた途端に、膝ひざから崩れ落ちそうになる。慌てて近くの木に背をもたれさせたコウは、そこでもう一度大きく息を吐き出した。

　心臓が激しく脈打っていた。極度の緊張から解放され、全身から汗が噴き出してくる。

「やっべぇ……本気で殺されるかと思った……」

　何度も深呼吸をし、思わず小銃を抱きしめた。装塡されているのが空包とはいえ、この銃の存在がこれほど頼もしくありがたいと思ったことが今まであっただろうか。

　小銃を抱いたまま木にもたれて立っていると、銀髪の男が近づいてきた。

「大丈夫か」と問われ、顔を上げる。

　青い瞳に見据えられ、鼓動が高鳴った。火を放たれたかのように全身の血が滾り始め、ごくりと喉が鳴る。体から湧き出す熱は、先ほども感じたこの男が欲しいと思う感情だった。

　自分は同性愛者ではない。なのに、なぜかこの男に対して欲情してしまう。いくらこの男が人間離れした美丈夫とはいえ、見ず知らずの同性にここまで欲情する自分が理解できなかった。

「何でだ……？」

　戸惑いを隠せずにいると、男の目が驚きよう愕がくに見開かれた。次の瞬間、男の澄んだ青い瞳が深い藍あい色いろに変化し始める。

「え？」

　男の瞳がみるみる透明感のある青から金粉をまぶした深い藍色に染まっていく。一瞬で色が変わった不思議な瞳をコウは茫然と見つめた。

「黒い瞳だと──」

　呟いた男がいきなりずいと顔を近づけてきた。ぞくぞくするような美貌の主に瞳をのぞき込まれ、慌てて身を引く。

「な……何っ？」

　だが、逃げようとするコウの顔を男の両手が挟み込んだ。強い力で強引にヘルメットをむしり取られ上を向かされる。金をまぶした藍色の瞳が近づき、またもや背が震えた。

　この男を見ているだけでも妙な気分になってくるのに、こんなにも接近されると余計に気持ちがざわついてくる。殺されそうになっていた時とはまた違う意味で鼓動が早くなり、コウは慌てて男の手を振り払った。

「ちょっとっ、放せよっ。あ……あんた、何なんだよっ」

「その黒い瞳と黒い髪……おまえは『黒の稀人』なのか？」

　真剣な眼差しで問いかけられたものの、男の言う意味がさっぱりわからない。

「『黒の稀人』？　何だ、それ？」

「何ということだ……『黒の稀人』が私の元に現れたというのか……」

「だから何がっ？」

　コウの質問を完全に無視した男は、勝手に驚愕し、感心して自分の世界に入り込んでいる。

　だいたい自分の目と髪の色が黒いと何だというのだ。コウからすれば、人間離れした美貌を持つ上に瞳の色がころころと変わるこの男の存在の方がよほど驚愕に値するというものだ。

「よく来られた、『黒の稀人』よ──」

　芝居がかった声で呟いた男の胸に抱き込まれ、コウは体を硬直させた。

「ちょ……ちょっとっ！　何っ？　何だよっ？」

　男の髪からふわりと漂う香りに鼻腔をくすぐられ、鼓動が跳ね上がる。激しく脈打つ心臓が口から飛び出してしまうのではないかという錯覚に陥り、コウは必死で男の体を押し返した。

「放せってっ！　何だよ、あんたっ」

　暴れれば暴れるほど抱ほう擁ようが強くなり、甘い香りが全身にまとわりつく。まるで神経の敏感な部分を撫なで回されているようだった。

　下腹を疼うずかせるものの正体は、紛れもなくこの男に対する性的な欲情だ。その証拠に、性器がゆっくりと形を変え始めている。

「は……放せっ」

　まずいと思った。こんなにも体を密着させていれば体の変化に気づかれてしまう。いくらこの男が震えが来るほどの美貌の主とはいえ、見ず知らずの同性に欲情して勃ぼつ起きしていることを知られるのはさすがに恥ずかしいものがある。

「放せって言ってるだろっ」

　男に抱きしめられたまま、コウはじたばたともがいた。

　こんな単純な身体拘束など簡単に解けるはずだった。男はかなり大柄だったが、それでも抵抗できる自信があったし、日々厳しい訓練もしている。なのに、なぜだかわからないが、腕にも足にも全く力が入らなかった。男に強く抱きしめられるほどあの香りがまとわりつき、体から力が抜けていく。

「ちょ……やめろ……放──」

　そのまま膝が崩れ落ちそうになり、思わず男にすがりついた。それをどう受け取ったのか、男が笑みを浮かべながら腰をぐいと抱き寄せてきた。

「うわっ……」

　不覚にも勃起してしまった性器が男の太ふと腿ももに当たり、コウは慌てて男から逃れようとした。

　これ以上この男に抱きしめられていたら、本気で射精してしまうかもしれない。けれど、そんなコウの事情など知ったことかとばかりに、男はより強く腰を引き寄せて太腿を性器に押し当ててきた。膝でそこをゆるゆると擦こすられ、性器がぐんと跳ね上がる。

「ちょ……馬鹿っ……何する──」

「私を欲しているのか、『黒の稀人』」

「んなわけあるかっ！」

　否定したものの、体は情けないほど男の愛あい撫ぶに反応していた。濡れた迷彩服の中で、性器が完全に硬くなってしまっている。

「違う？　だが、おまえの体がこんなにも私を望んでいるぞ。もしやおまえはオメガなのか？」

「オ……オメガ？　オメガって何だよっ……！」

「まさかな……」

　コウの質問を無視し、男がするりと前を撫なで上げた。

「う……わっ……わっ！　ば……馬鹿野郎！　どこ触ってんだよッ！」

「ここがこんなにも硬くなっている。発情期なのか？」

「ああっ？　発情期だぁ？　あってたまるか、そんなもんっ！　勃ってんのはあんたが触るからだろうがっ！」

　男が何を言っているのかコウにはさっぱり理解できない。発情も何も、性器をこんな風に弄り回されて勃起しない男がいたらそいつは確実にインポテンツだ。

「やめろっ！　触んなっ！」

「なぜ？　私をこんなにも欲しているのにか？」

　布越しにきゅっと先端を搾しぼられ息を吞んだ。痺れるような快感が背に向かって駆け上ってくる。

「や……、や……め……」

「オメガの稀人など聞いたことがないが、おまえに触れているだけで血が滾たぎる。こんなことは初めてだ。まさかおまえが私の番つがいとなるオメガだというのか──？」

　コウには理解不能なことを口にしつつ男が性器を執拗に愛撫する。鼻腔をくすぐる甘く刺激的な香りに加え、性器への刺激でコウの体はどんどん熱くなった。

「う……、く……、やめ……ろ……」

　肉の愉悦が熱となって神経を蝕むしばみ始め、コウは唇を震わせた。

　逃げようにもこの大柄な男にがっちりと抱きしめられては身動きひとつできない。しかも肉茎を撫で回す微妙な手の動きに煽あおられ、足ががくがくと震えた。

「や……やめろ……馬鹿……やろ……」

　こみ上げてくる射精感を必死でこらえていると、ふいに唇に柔らかなものが当たった。口づけられたのだと理解した瞬間、男の舌が歯列を割る。

「んっ……んっ……」

　柔らかな舌で口腔をなぞられ、頭の中が真っ白になった。舌に舌が絡まり、全身に広がっていた熱が一気に腰の辺りに集中していく。

　戦闘服の中で性器は完全に雄の形に変わっていた。水に濡れ冷たくなった服の感触が敏感になったそこに伝わり、より強い快感へとコウを導こうとする。

「馬鹿……やめ……ろっ……」

「ここもすばらしい雄々しさだ。こんなに硬いものには初めて触れるぞ」

　口づけながらぐっと性器を摑まれコウは目を見開いた。我慢ももう限界だった。

「やめ……ろ……やめろォッ！」

　叫んだコウは、渾身の力を込めて男の腹に拳を叩き込んだ。

「う……ぐ……」

　うめき声を上げてその場に膝を突いた男から飛び退き、唾液で濡れた唇を乱暴に手で拭う。

「何しやがんだッ、この変態痴漢野郎ッ！」

　この男が少しばかり変わっているのは理解できたが、抱きしめられるだけならまだしも、まさか性器を弄り回された挙げ句に口づけまでされるとは思いもしなかった。おまけにただ口づけをされただけだというのに、立っていられないほど足が震えている。

　そのまま視線を下げると、石畳に膝をついている男の視線とぶつかった。

　藍色に染まった男の瞳にまたもや呪縛されそうになる。

　夜明け色に金をまぶしたような瞳と、日の光を浴びて輝く銀色の髪。それらを不覚にもきれいだと思ってしまい、慌てて男から目を背けた。

「あ、あんたなっ、いきなり何するんだよっ！」

　男を非難してみたものの、鼓動がまだ激しく高鳴っている。さんざん弄られて硬いままの性器を手で押さえ、コウは何度も大きく息を吐き出した。

「くそっ……勃つなよっ。治まれよっ……」

　なかなか元に戻ってくれない性器に毒づいていると、男が茫然とした面持ちでぽつりと言った。

「おまえは私に手を上げたのか……？」

「ああっ？　何がっ？」

「誰かに殴られたのは初めてだ。父にもこんなことをされた覚えはないのだぞ……」

　どこかで聞いたような台詞せりふを耳にし、げんなりと肩を落とす。まさかこの言葉をリアルで聞くことになるとは思いもしなかった。

「あんたはどっかのアニメの主人公かよっ！　ていうか、殴られるようなことをしたのはあんたの方だろうがっ！」

「そうか。それもそうだな。確かにおまえの言い分には一理ある」

　一理どころかこちらの言い分が百パーセント道理にかなっている。思わず眉根を寄せると、男がのっそりと立ち上がった。

「すまなかった。おまえを見ていると気持ちが抑えられなくなってしまったのだ。大丈夫か？」

「あんなことされて大丈夫なわけないだろっ」

　言った途端、鼻腔にふわりと甘い香りが漂い慌てて男から遠ざかる。なのに、またもや男が側に近づいてきた。

「近づくなってっ！」

「なぜ逃げるのだ？」

「逃げるに決まってんだろっ！　また何かしたら今度こそ本気でぶち殴るからなっ」

「案ずるな。何もしない。だが、おまえは発情しているのだろう？　アルファの私を欲して発情していると思ったのだが、違うのか？」

「だから、してないっ！　そんなもんしてるかっ、馬鹿野郎！」

「そうなのか？　前をそんなに勃たせて喘あえいでいたし、てっきりおまえはオメガで発情しているのだとばかり思っていたのだが」

「ちーがーうーっ！　勃ったのも喘いだのもあんたが弄ったからだろうが！　オメガだかアルファだか知らないし、発情もしてない！　とにかく、あんたが側にいると治まるものも治まらないんだよっ。どうでもいいからもうちょっと離れてくれっ」

　行軍訓練中に崖から滑落して気がつけば異世界らしき場所に飛ばされていた。ここがどこなのか確認する間もなくいきなり殺されそうになり、それを何とか追い払えたと思ったら今度はこの男の愛撫と口づけで射精させられそうになった。おまけにこの男はオメガだのアルファだの、発情しているのしていないのとわけのわからないことを言う。理解不能な出来事の連続でコウの頭の中は半ばパニック状態だった。

「何なんだよ……もう……わけわかんねぇ……」

　心身ともに疲労困こん憊ばいで立っている気力も失せ、その場にへたり込んだ。男が少し離れてくれたおかげでようやく淫らな欲情も治まりつつあるが、気を許せばまた体が昂たかぶってきそうになる。

「ここってどこなんだよ……」

「ここはクレイアスの神殿の中だ」

　思わず呟くと、男が自分に質問されたと思ったのかそう答えた。

「クレイアスの神殿？」

　案の定、聞いたこともない場所だった。もしかすると沢と繫がっているどこかのテーマパークにでも迷い込んだかと淡い期待を抱いたが、無意味だったと肩を落とす。

「おまえはどこから来た？」

「日本……」

　尋ねられ、おそらくわからないだろうと思いつつ答えた。

「演習場まで夜間行軍の訓練中だったんだ。雨と雷が酷くて、足下が相当ぬかるんでたから気をつけないとって思ってたら雷が落ちて──」

　そのまま吹き飛ばされ、崖から滑落して沢に落ちたと思ったらこの池の中だった。そう言ったコウに、男がつと手を伸ばしてきた。何かをされるのかととっさに身構えると、男がくすっと笑う。

「そう怯えるな。何もしない」

「って言われてもな……」

　いきなり抱きしめて口づけた上に性器を撫で回してきたこの痴漢男の言葉の何を信じろというのだ。じろりと睨み上げると、男がまた小さく笑った。

「この泉には時々別の世界からの稀人が流れ着く。たぶんおまえもその一人なのだろう」

「別の世界──？」

「ああ。ここはクレイアスという国だ。神聖なる泉を守る神官がこの国を治めている」

　クレイアス、神官、と繰り返し、コウは銀髪の男を見やった。

「あんたは？　さっき確か神官だって──」

「私はリアムという。この神殿を任されている者だ。おまえは？」

「杉崎晃……陸上自衛隊の──」

　名と所属を説明しかけ、口を噤つぐんだ。言ったところで理解できないだろう。一般人に説明しても首を傾げられるのだから、異世界の住人にわかるわけがない。案の定、リアムと名乗った男もどう反応していいのかわからない顔をしている。

「ス……ギサ……コウ？」

　フルネームが発音しづらいのか、舌っ足らずに名を呼ぼうとするリアムにコウは苦笑しつつ言った。

「言いにくいんだったらコウでいいよ」

「コウ？」

　繰り返したリアムに頷うなずきかけると、笑みを返された。

　艶やかなその笑みを見ていると、またもや体が熱くなり始める。じくじくと疼く体を持て余し、コウはげんなりとため息をついた。

　望もうが望むまいが、どうやら本能の部分がリアムを求めようとするらしい。節操なく硬くなる性器に心の中で毒づき、コウはもそもそと立ち上がった。

「クレイアスって言われてもな……ここからどうやって元の場所に戻りゃいいんだ……？」

　神殿だというその場所をぐるりと見回し、ため息をつく。

　深い緑に囲まれた泉、そしてその向こう側に見える白はく亜あの建物。複雑な形をしたそれは何かのオブジェのようにも見える。まるでゲームの世界だと思いつつ、コウはリアムを振り返った。

「あのさ、あんた、元の世界に帰る方法って知ってるか？」

　尋ねるとリアムが首を横に振った。

「だよな……」

　がっくりと肩を落としてしゃがみ込んだコウは池の畔に置いた背囊を引き寄せ、中を探った。

　訓練前にパッキングした食料や着替えなどはそのままだった。予備の銃弾も弾マガ倉ジンケースに入っている。

「装備一式持ったまま飛ばされたってことか」

　装備を紛失しなかっただけでもましかと思いつつも、これはこれで問題でもあった。このまま元に戻れないとなると、確実に脱柵者、つまり所在不明隊員扱いとなる。しかも、演習用のエアガンではなく本物の小銃を持ったままの脱柵など絶対にあってはならないことだ。今頃は部隊の上官や仲間たちが血眼になってコウの行方を捜しているだろう。

　早急に元の世界に戻らなければ大変な騒ぎになる。いや、既に騒ぎになっているだろう。このまま戻れなければ、妹の栞奈のところにも警務の捜索隊が向かうことになる。

「ええっと、あんた、リアムだっけ？　ここの神官だって言ってたよな？　神官って偉いのか？」

「そうだな。それなりの立場ではあるが──」

「じゃあさ、帰り方を調べることってできないかな？　オレ、早いとこ元の世界に戻らないとすっげぇやばいんだよ」

「さて……戻ると言われても、私が物心ついて以降は稀人が生きたままこちらに流れ着いたことなどないし、ましてや元の世界に戻った文献などあるかどうか──」

「そこを何とか！」

　手を合わせると、リアムが「ふむ」と腕を組む。

「わかった。助けてくれた礼だ。調べられるだけ調べてみよう。だが、あまり期待しないでくれ」

「マジで？　助かるよ！」

　思わず手を取ると、リアムの目が驚愕に見開かれた。澄んだ青い瞳が再び金をまぶした深い藍色に変わっていく。

「コウ、何ということを……」

「え？」

「このようなところで手を握るなど、そんな淫らなことを……」

「淫ら？　何が淫らなんだ？」

「やはりおまえは──」

　リアムが何かを言いかけたが、その言葉に被るように大きな声が響き渡った。

「リアム様から離れろ！」

　怒号に驚いて振り返ると、白い建屋の前に炎のように真っ赤な髪をした男が剣を抜いて立っていた。

　性懲りもなく襲撃者が戻ってきたのかと慌ててリアムを背後に庇ったが、どうも様子が違う。この男から殺気は感じるものの、襲撃者たちが醸かもし出していた雰囲気とは明らかに違っていた。

「貴様、何者だ！　どうやって神殿に入り込んだ！」

　またもや切っ先を突きつけられ、ため息をついた。

　入り込んだも何も、好きでここにいるわけではないし、できることなら今すぐにでも元の世界に戻りたい。戻れないからリアムにその方法を尋ねていただけなのに、一難去ってまた一難とはまさにこのことだ。

「あのさ、オレは別に──」

「黙れ！　その妙な武器を捨ててリアム様から──」

　言いかけた男が、コウを凝視して眉根を寄せた。

「黒い髪に黒い瞳だと……？　まさか『黒の稀人』なのか……？」

　また『黒の稀人』だ。先ほどから何度同じことを言われただろうか。いいかげんうんざりしていると、背後にいたリアムがふと間に割って入った。

「アレイル、剣を引け」

「リアム様、ご無事で──」

「大事ない。剣を収めろ。この者は襲撃者ではない。私を助けてくれたのだ」

「そう……なのですか？」

　リアムからそう聞かされたアレイルと呼ばれた赤い髪をした男が、訝りつつも剣を収めてその場に膝をついた。周囲にいた男たちもまたしかりだ。

　大勢の男たちが一斉に恭しく頭を垂れる様子を、コウは茫然とした面持ちで見やった。

　ただの隠居老人だと思っていたら、実は偉い人だった。テレビの時代劇で見たことがあるこの風景をまじまじと眺め、そのままリアムを見上げる。

「あんた、もしかして本当に偉い人だったとか？」

「だから言っただろう。私は神官だと」

　ふわりと笑ったリアムが、ふいにコウの手を取った。周囲の者たちが驚きの声を上げたが、リアムはかまわずそのまま片膝をつく。

「えっ？　何？　何する──」

「『黒の稀人』」

　歌うように呼びかけられ、全身がぞわりと総毛立った。不快なのではない。むしろ、体が歓喜に打ち震えた。

　コウの手を恭しく包み込んだリアムが、そのまま甲に唇を押しつける。手に唇の感触が生々しく伝わった瞬間、体が硬直した。振り払おうにも手も足も金縛りに遭ったように動いてくれない。

「や……やめ……」

「まず礼を言う」

「れ……礼？」

「ああ。おまえは襲撃者たちから私を守ってくれた」

　言いながらリアムがまた手に唇を押しつけた。そこから伝わる熱がじわりと体に広がっていく。

　それは不思議な感覚だった。まるで体を内側から柔らかな何かで包み込まれたように感じ、コウは唇を震わせながらリアムを見下ろした。

　リアムの瞳は、深い藍色に変貌したままだった。金をまぶした藍色の双そう眸ぼうに見つめられ、体の芯がきゅうっと絞られるような錯覚に陥る。腹の奥からこみ上げてくるのは射精の瞬間に起こるあの絶頂感だった。
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　こんな人前でと思いつつも、どうしようもなく湧き上がる生理現象を抑えることができない。

「は……放──」

　放せと言いたいが、声が言葉にならない。

「『黒の稀人』よ、よく神国クレイアスに参られた。私はあなたを歓迎する──」

　再び手にリアムの唇が触れた瞬間、コウは射精することなく絶頂していた。
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　何が何やらわからないまま男たちに囲まれ、コウは神殿と呼ばれる建屋に連れていかれた。

　リアムが言う『黒の稀人』とは、どうやら髪や瞳が黒い異世界から流されてきた人間を指しているらしい。道中、誰かとすれ違うたびに驚嘆され、好奇の眼差しを向けられた。

　そんな他人の好奇の眼差しに辟へき易えきしつつ神殿に入ったコウは、その大きさと豪華さに圧倒された。

　白い石造りのそこは、まさに白亜の神殿だった。絢けん爛らん豪華というわけではないが、白い石でできた床や壁には細やかな浮き彫りが施されており、ところどころに宝石までが埋め込まれている。さりげなく置かれている調度品も、全てが白い石と宝石類でできており、この建物自体がひとつの大きな宝石箱のようだった。

　建物の中心には先ほどの泉でも見た青い花が咲く大きな池があり、その周囲に回廊がぐるりと巡らされている。回廊を無言で歩いていくアレイルを追いかけつつ、コウは初めて見る不思議な空間を興味深げに眺めた。

　やがて回廊の一段高い場所の手前でアレイルが立ち止まった。

　扉の代わりなのか、そこには薄い布が幾重にも重ねられている。その布を左右に開いたアレイルは、中に入るようコウを促した。

　部屋の中はやはり白い石造りだった。

　広いそこは回廊と同じく床も壁も天井も全てが白く、ところどころに青い布でできた敷物や長椅子が置かれている。白の中に浮かぶ青の調度品と、大きな窓から見える木々の緑。それらがこの部屋の色の全てで、華美なものは一切置かれていない。

　きれいすぎるほど統一され整頓されたそれらをまじまじと眺め、コウはアレイルを振り返った。

「えっーっと……ここって？」

「リアム様の私室だ。あなたをここに案内するように言われた。リアム様が戻られるまでこの部屋から出ないように」

「そのリアムはどこに行ったんだよ？　さっきからいないみたいなんだけど？」

「拝殿で夕刻の祭礼をなさっている」

「ハイデン？　サイレイ？」

　聞き慣れない言葉を繰り返すと、アレイルが呆れたようにため息をついた。

「神殿の奥に聖なる泉がある。リアム様はそこで朝と夕刻に祈りを捧げられる。それから、呼び捨てではなくリアム様とお呼びするように」

「リアム──様？」

「そうだ。リアム様はこの神殿の最高神官でクレイアスの王位継承者だ」

「は？」

「だから、次期国王の座を約束された方だと言っている」

「次期国王って……ええっ？　リアムって王子様だったのかっ？」

「リアム様だ」

　間かん髪ぱつを容いれずに訂正し、アレイルは太い柱に背をもたれさせた。

「全くものを知らない稀人だな。クレイアスの最高神官ならば王族に決まっているだろう」

「いや、決まってるって言われてもだな──」

　この世界の住人でないコウにそれがわかるはずもない。

「とにかく。リアム様はいずれクレイアスの王になられる尊いお方だ。リアム様への無礼は侍従である私が許さない」

　髪と同じ赤い瞳で睨み付けられ、思わず口を閉ざした。アレイルにとってリアムは唯一絶対の主君なのだろう。言動の端々からそれがひしひしと伝わってくる。

「ところで、襲撃者からリアム様を守ってくださったそうだが、あなたは武官なのか？」

「いや、武官っていうか、軍人っていうか」

　どちらかというと末端の兵士の部類だと伝えると、アレイルが「そうか」と頷いた。

「あなたの世界ではその武器を末端の兵士が持っているのか？」

「え？」

「その武器だ」と、コウが肩に提げている小銃を指さす。

「それは遠くの木々をなぎ払う力を持っていると聞いた。本当なのか？」

「なぎ払うってのは大げさだけど、実弾を装塡すればそこそこは。まあ、空包でも細い枝くらいなら吹き飛ぶかな」

「木の枝が吹き飛ぶ……これが『黒の稀人』がもたらす神の力というものなのか……」

　神の力などという大げさなものではなく科学と技術の融合の賜たまものなのだが、重火器がなさそうなこの世界では確かに神の力を持つ武器かもしれない。

「まあいい。あなたが兵士ならば折り入って頼みがある」

「頼み？　頼みって？」

「これも何かの縁だと思ってリアム様のお側に仕えて貰えないだろうか」

「はあ？」

　突然の申し入れに思わず問い返すと、アレイルがふっと小さくため息をついた。

「事情があってリアム様は信用する者しかお側に置かれない。今日も本当ならば私が泉にご一緒するべきだったのだが、リアム様はかまわないとお一人で行ってしまわれた。その結果があれだ」

　あれとは先ほどの襲撃者たちを指しているのだろう。

「リアムって、さっきの連中に命を狙われてんのか？」

「正確にはあの連中を雇っている者になのだが、なかなか手を出しづらい相手でな」

　雇い主が誰なのか言葉を濁し、アレイルはふっとため息をついた。

「リアム様もお側に武官の従者を付けてくださればいいのだが、そういったものは一切不要だと言われてしまって、我々も困り果てているのだ」

「それって、王子様が警護も付けずに一人でほっつき歩いてるってことか？」

「まあ、そういうことだ。リアム様は側仕えを置こうとなさらない。この私室もそうだ。警護の武官どころか身の回りのお世話をする者すら奥の部屋に入れようとなさらないのだ。私もここまでは入室を許されているが、奥への立ち入りは許されていない」

「じゃあ、身の回りの世話は誰がしてるんだ？　掃除とか、食事とか、そういうの」

「お食事は我々が用意をしているが、それ以外はほとんどご自分でなさっている。まあ、他にもいろいろとご不自由があるはずなのだが、側仕えは不要だとおっしゃるのだ」

「王子様なのに？」

「王子様なのに、だ──」

　苦笑交じりに繰り返し、アレイルがぐっと身を乗り出した。

「だがあなたは特別らしい」

「オレ？」

「ああ。さっきも驚いたのだ。まさかリアム様が人前であんな淫らなまねをなさるとは──」

　淫らなまねと言われて首を傾げたものの、アレイルはかまわず話を続けた。

「どうやらリアム様はあなたを随分と気に入られたらしい。あなたを奥の私室へ通しておくようにとおっしゃったのだ。あなたが『黒の稀人』だからかもしれないが、今までこんなことは一度もなかった。何があったのか知らないが、よほどあなたを気に入られたのだとしか思えない」

「気に入ったっていうか、何ていうか……」

　いきなり抱きしめられて口づけられ、性器を撫で回された。射精こそしなかったものの、あの絶頂感は確実にドライオーガズムというやつだろう。それはあえて口にせずに言葉を濁す。

「とにかく、リアム様が誰かをお側にとおっしゃることなど一度もなかったのだ。あなたが兵士だというのなら是非もない。どうかリアム様のお側に仕えていただきたい」

「いやいや。いきなり仕えてくれって言われてもだな」

　今はここに迷い込んだ形だが、元の世界に戻るつもりだし戻らなければならない。装備一式を抱えているということもあるが、何より妹の結婚式が二ヶ月後に迫っているのだ。

「オレさ、ここにずっといるわけにはいかないんだよ。再来月、妹の結婚式があってそれに出席しないといけないし。装備だって持ったままで、戻らないとまずいっていうか──」

「ならばそれまででかまわない。あなたが元の世界に戻る日までリアム様のお側にいて貰えないだろうか」

「って言われても……」

　国こく賓ひんをもてなす儀ぎ仗じようを行う第三〇二保安警務中隊ならまだしも、王族になど一度も接したことがないし、どう接していいかもわからない。王族だと知らなかったとはいえ、先ほどもあの池の前でリアムに何度も「馬鹿」と言い放ち、挙げ句に腹に一発食らわせてしまったくらいだ。そのうち無ぶ礼れい千せん万ばんの限りを尽くして手打ちにされるのがオチのような気がする。

　迷っていると、アレイルがふんと鼻を鳴らした。

「だいたい先ほどから戻る戻ると言われるが、どうやって戻るおつもりか？　戻り方はおわかりか？　戻るまでどこに住まわれる？」

「それは……」

「我らとて素性の知れない者をいつまでも神殿に置くわけにもいかない。いずれここから出ていって貰うことになるが、出ていかれた後はどうなさる？　神殿の外には民が暮らしているが、生きている稀人などここから一歩でも出れば珍獣扱いだ。ましてやあなたは予言の書にある『黒の稀人』だ。黒い髪や瞳のまま神殿の外に出れば何が起きるか私にも予測できない。そうでなくてもあなたのその格好は目立ちすぎる」

　目立つと言われ、確かにとコウは自分の姿を見下ろした。

　白亜の神殿の中でこの迷彩模様の戦闘服は、カムフラージュどころかかえって目立ってしまっている。このまま街に出ても同じだろう。ファンタジーゲームのような世界の中で、これほど悪目立ちする服はない。

　黒い髪と瞳を持つ『黒の稀人』がこの国で何を意味するのかわからないが、このまま街に出ればろくな目に遭わないような気がした。

「もしもリアム様の側仕えを引き受けてくださるなら、あなたがこちらにいる限り生活を一切保証しよう」

「保証？」

「ああ。リアム様の側仕えならば神殿から出る必要もない。衣食住、何ひとつ不自由はさせないと約束する。それから、あなたが元の世界に戻れる方法があるか、私の方でも文献を当たってみよう。幸い私は書庫を管理している立場だ。そういった文献を探すのはお手のものなのだが──」

「それってマジで？」

「ああ。条件として悪くないと思うのだが」

　確かに悪くない。アレイルの言うとおり、日本に戻るまでどうやってこの世界で生きていけばいいのかわからないし、戻るにもその方法すらわからない。神殿から追い出されれば、右も左もわからないこの世界で野垂れ死にするのが関の山だろう。

　リアムが戻る方法を調べてくれると言っていたが、書庫の管理をしているというのであればアレイルを頼るのが一番手っ取り早いかもしれないとも思った。

「戻る方法を調べてくれるって本当か？」

「ああ。文献を当たるよう部下たちにも命じておこう。ただし、リアム様の側仕えを引き受けてくださるならばの話だが」

　側仕えとはおそらく警視庁警護課と似たようなものだろう。要人警護などしたことはないが、体力だけは自信がある。格闘訓練もしているし、やってやれないこともないだろう。

「……戻るまででいいんだな？」

　念を押すと、アレイルが「むろんだ」と神妙な面持ちで頷いた。何となく何か重要なことを隠されているような気がするが、それをどうこう言っている場合ではない。今は一刻も早く元の世界に戻ることが先決だ。

「戻る方法がわかったら、オレ、すぐに戻るからな」

「承知した」

「わかった。じゃあ、戻るまでって約束でその側仕えってやつ、引き受けるよ」
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　どうやらこの選択肢には最初からイエスという答えしかなかったのだろう。側仕えを承知するやいなや、部屋に恭しく籠かごを捧げ持った男たちが入ってきた。それをコウの足元に置き、また部屋から出ていく。

「まずは服を着替えていただきたい。その目立つ格好で神殿内をうろつかれては困る。奥の部屋に湯殿があるので、体はそこで念入りに清めてくれ」

　念入りにと言われ首を傾げたが、よくよく自分の姿を見てみれば、ぬかるみの中を歩き回っていたせいで体中が泥まみれだった。おまけに流れついた先も池だったおかげで全身ずぶ濡れ状態だ。それに加えて行軍訓練で昨日から風呂に入っていない。汚れを念入りに落とせと言われても仕方がないような気がして、コウは「わかった」と頷いた。

「さっきも言ったと思うが、私たちはここまでしか入室を許されていない。これより奥へはあなたお一人で行って貰わなければならない。それから──」

　ずいと差し出されたのは、リアムが持っていた大剣だった。

「これを持っていてくれないか」

「これって、リアム──じゃなくて、リアム様の剣なんじゃ──」

「リアム様に持たせておくと、ご自身が神官だということを忘れて振り回しかねない」

　言われてみれば確かにそうかもしれないと思った。

　コウがこの世界に流されてきた直後に、リアムは襲撃者の一人を斬り殺した。その後も、少なくとも四、五人は斬り殺しているような気がする。アレイルはそれを言っているのだろう。

「リアム様は見た目と違って案外血の気の多い方なのだ。これまでも今日のようなことが何度もあって我々も注意しているのだが、剣を持たせておくとご自分の手で曲者を屠っておしまいになる」

「神官って血の穢れを浴びちゃだめなんだよな？」

　それに神妙な顔で頷き、アレイルは小さくため息をついた。

「そうでなくても神殿の老害──もとい、上級神官がうるさくてかなわないのに、肝心のリアム様があれだからな。神事に集中してくださればいいものを、神官というご身分を忘れて剣を振り回される。見た目にそぐわず根っからの武人なのだ、あの方は」

「そうだなぁ。ちょっと見ただけでも相当強いと思った」

「リアム様の剣の腕前は武官の長よりも上だ。本来ならば神官などにしておくのがもったいないくらいなのだが──」

「だったら側仕えなんていらないんじゃないのか？　別に警護なんかしなくても──」

「それとこれとは話が別だ」

　畳みかけるように言い、アレイルが小さく咳払いをする。

「とにかく、今のリアム様には側仕えが必要なのだ。あの方にこれ以上不自由をおかけするわけにはいかない。しばらくの間でかまわないからリアム様のお側に仕えて警護と身の回りのお世話をお願いしたい」

　いったい何がどう不自由なのかわからないまま、アレイルに籠ごと着替えを押しつけられ、コウは布で仕切られた向こう側にある部屋へと向かった。

　そこもやはり白い石造りの広い部屋だった。違っているのは、手前の部屋よりも少しばかり雑然としていることくらいだろうか。

　布が敷かれた床のあちこちに紙の束が積まれ、そこに大ぶりのクッションが重ねて置かれている。おそらくリアムはここでくつろいでいるのだろう。

　整然とした手前の部屋とは違い、ここは若干の生活の匂いがした。それに居心地のよさを感じつつ、部屋の奥に入っていく。やはり布で仕切られたそこにプールのような場所があった。

「たぶんここが風呂だよな」

　風呂と言うには広すぎるが、他にそれらしきものは見当たらない。試しに手を入れてみると、じんわりと温かさが伝わってきた。

「ここってやたらと水が多いけど、温泉まで湧いてるんだな」

　さっそく服を脱ぎ捨てたコウは、勢いよく湯の中に飛び込んだ。

　雨の中の行軍訓練で疲弊した体にぬるめの湯の心地よさが染み渡る。ご丁寧にも石鹼のようなものまでが置いてあり、アレイルに言われたとおりコウは滾こん々こんと湧き出す湯で体を洗った。ついでに泥まみれの戦闘服も洗っておく。

　汚れを落とし、汗を流してさっぱりしたコウは、浴室から出ると籠の中の服を広げてみた。

「着替えろって言われてもなぁ。どうやって着るんだよ、これ」

　白い柔らかな布は肌着にあたるものだろうか。少し厚めの生地の黒い服がアウターといったところだろう。それに銀色の刺繡が施された帯がついている。

　若干着物に似ている感じがしたが、着方がさっぱりわからない。何より下着がないのが困った。もしかすると下着を穿はく習慣がないのかもしれないが、水に濡れた下着をもう一度穿く気はさすがに起きない。とりあえずあまり似合っているとも思えないそれをガウンのように羽織ったコウは、適当に帯を締めて部屋に戻った。

「どこなんだろうな、ここ──」

　出窓に近づいて見えたのは、白い石造りの複雑な回廊と、それに沿って流れる人工の川、そして深い緑の木々だった。森の向こう側に街らしきものが見えるが、その街も全体的に白っぽい。白と緑と青。この世界にある色はそれだけだと言わんばかりだ。

　色は少ないが、そこに施されている装飾は繊細で美しいものだった。まるでどこかの国の遺跡に迷い込んでしまったような錯覚を抱くが、コウが知る限り地球上のどの国の建造物とも違っている。それは、ここが紛れもなく異世界だという証拠でもあった。

　白い石と水に囲まれた神殿と、生きている人とは思えないほどの美貌を持った銀色の長い髪の男。アレイル曰く、リアムという名の美丈夫はこの国の王子で最高神官なのだという。

　王族だと言われてみれば、確かにそんな雰囲気だった。着ていた服も、身につけていた宝飾類も、そういったものに全く興味のないコウですら目を奪われるほどの豪華さがある。何より、リアム自身が歩く宝石箱のようだと思った。

　銀糸のような髪と、色が変わる青い瞳が今も目に焼き付いて離れない。

　異世界に飛ばされ、図らずも暗殺されかけていた王子を助けてその従者にと乞こわれた。これで洞窟にいる魔王を倒しに行けと言われれば、ファンタジーゲームの世界そのものだ。

「助けたのが姫だったら、勇者は姫と結婚してめでたしめでたしなんだけどな」

　学生の時に夢中になったゲームＲＰＧを思い出して苦笑する。

　残念ながら助けたのは美女でもなければ姫でもない、国王の座を約束された銀髪の王子だ。しかも自ら大剣を振り回す偉い丈じよう夫ぶときている。

　私を望んでいるのか、『黒の稀人』──。

　ふいに耳がリアムの声を思い出し、体の奥が疼いた。

　囁かれた直後に口づけられ、体の芯が熱くなった。欲情してしまったのは、あんな風に口づけられ、性器を撫で回されたからだ。

　そういえばあの時リアムがオメガだのアルファだのと口にしていたようだが、いったいあれは何を意味する言葉だったのだろうか。

「何ていうか、よくわからない世界だな」

　うんと伸びをして出窓に腰を下ろしたコウは、首にぶら下げたままの認識票を手に取った。

　透明のカバーに覆われたステンレススチール製のそれは俗に『ドッグタグ』などと呼ばれ、名前や認識番号、血液型が英字で彫り込まれている。二枚になっているのは、戦場で戦死した際に一枚を回収して戦死報告用とし、もう一枚を遺体の口に挟んで判別用にするためだ。たとえ遺体が判別不能なまで損壊してしまっていても、この認識票が本人確認の役割をしてくれる。

「判別も何も、二枚とも持ってこっちに来てしまったしな……」

　今頃部隊の仲間たちはどうしているだろうか。結成された捜索隊とともに忽然と姿を消した自分の行方を必死で捜しているに違いない。駐屯地から逃げ出す者は少なからずいるが、コウの場合は訓練中に装備を持ったまま行方不明になっている。一番の問題は本物の小銃を持ったままということだった。万が一持ち出した装備で事件などを起こせば大きな社会問題になる。

「帰らないとやばいけど、帰ったら帰ったで別の意味でやばいんだよな……」

　無事に帰れたとしても、コウを待っているのは上官たちによる詰きつ問もんだ。いったいどこで何をしていたのか、それは厳しく問われることになる。

　異世界に飛ばされて王子様を助けていましたなどと、絶対通用しないだろう。正直に言えば言うほど頭を打ったと病院に放り込まれるのがオチのような気がし、コウは肩を落とした。

「まあ、ぐだぐだ考えても仕方ないか」

　自分でも案外能天気だと思うが、今は文献が出てくることを祈るしかない。それまで何とかこの世界で生きていくしかないのだ。

「よし」

　勢いよく立ち上がったコウは、ごろりと床に寝そべった。俯うつぶせの体勢から、体重を両手と両方のつま先の四箇所で支える。そのまま肘を曲げて体を床につくかつかない程度まで下げ、ゆっくりと腕を伸ばして体を持ち上げる。

　腕立て伏せなど毎日やっているからどうということはないが、やたらと裾すその長い服が邪魔になって仕方がない。前でだらりと垂れ下がった帯もまたしかりだ。

「ったく邪魔だな、これ」

　帯を解けば服の前がはだけ、そのまま着ていればトレーニングの邪魔になる。いつもの服に着替えたいが、戦闘服は風呂に入ったついでに洗って干してある。乾くまでもう少し時間がかかるだろう。

　アレイルは目立つ格好で神殿内をうろつくなと言っていたが、この部屋にいるだけなら戦闘服姿でも問題はないだろう。乾いたら着慣れた服に着替えよう。そう思いながらプッシュアップの動作を繰り返していると、出入り口の布がふわりと揺れた。

　顔を上げて見えたのは、銀色の糸の束だった。金属の飾りで束ねられたそれがゆらゆらと揺れながら近づいてくる。

「何をしている？」

　問いかけられ、鼓動が高鳴った。同時に体が一気に熱くなる。

「リアム──」

　名を口にすると、ますます体の芯が滾った。

　湧き上がってきた性的な欲望を必死で振り払いつつ体を起こしてリアムを見上げる。目が合った途端、背がぞくりと震えた。慌てて目を逸らしたものの、今度はどこを見ていいのかわからない。仕方なく目を泳がせていると、リアムがくすっと笑い声を漏らした。

「何をそんなに焦っている？　私が怖いのか？」

「いや、まあ、怖いっていうか、王族にどう接していいのかわからないっていうか」

「特別なことなど何もしなくていい。王族もただの人だ」

　人並み外れた美貌の主にただの人だと言われても、何の説得力もない。その言葉を吞み込み、コウは改めてリアムに目を向けた。

「えっと、アレイルってやつにここにいろって言われたんだけど、よかったのか？」

「ああ。私がそう伝えた。体も清めてきたようだが──随分と乱れた格好だな」

「え？　わっ、うわっ……」

　言われて自分の姿を見下ろしたコウは、慌てて服の前を合わせた。

　腕立て伏せの動作で服の前が完全にはだけてしまっている。帯はかろうじて巻き付いているものの、肌着にあたる白い布までもが左右に開き、腰から下が丸見えの状態だった。

「ちょ、今の見なかったことにしてくれっ」

「そう言われてもな」

　くすくす笑ったリアムがこちらへと手招きをする。警戒しつつ近づくと、乱れた服をいきなり大きく開かれた。

「うわあっ！」

「いいから、じっとしていろ」

　そのまま脱がされるのかと思いきや、左右に開いた服を今度は丁寧に閉じていく。細い紐で肌着を留め、黒い服の上から刺繡が施された帯を巻いたリアムは、それを片方が輪になるような形で結んだ。

「この帯はこうして結ぶのだ」

「何だ。引き解け結びと基本は一緒か」

　これならロープワークと同じだと頷くと、リアムが苦笑しながら長椅子に腰を下ろした。片側だけ少し高くなっている背もたれに体を預け、髪を搔き上げる。何ともいえずけだるげなその仕草にみだりがましさを感じ、コウはリアムから目を背けた。

　リアムを見ているとどうしても気が騒ぐ。あの泉の前で会った時からずっとだ。

　どこを見ていいのかわからないままそわそわしていると、リアムが「ところで」と話を切り出した。

「先ほどのあの動作は何なのだ？　何か意味があるのか？」

「は？　意味って、ただの腕立て伏せだけど」

「腕立て伏せ？　よくわからないが、そんな風に自分を追い詰めておまえは被ひ虐ぎやく趣味でもあるのか？」

「いや、別に被虐趣味とかじゃなくてだな。さぼってると体がなまるから鍛えてんだよ。オレ、一応自衛官で──えーっと、こっちじゃ兵士？　武官？　何かそういうのだし、いざって時に体力が持たないと洒落にならないだろ」

「なるほど。そういう被虐的なことをしておかないとおまえたちは体が作れないのか。何とも稀人とは面倒なものだな」

　そう言って立ち上がったリアムは、髪を束ねていた飾りを外した。長い髪が背に垂れ下がり、ふわりと甘い香りが漂ってくる。またもや体が疼き始めコウは小さくため息をついた。

　リアムを見ているだけでも気が昂ぶってくるのに、この香りは反則だと思った。いったい何の香水なのか知らないが、リアムが髪を揺らすたびに甘い香りに鼻腔をくすぐられて性的な衝動が湧き出してくる。

「あのさ……あんたのその香水、何か媚び薬やく的なものが入ってるのか？」

　思わず尋ねると、リアムが怪け訝げんな顔をした。

「香水？　何もつけていないが？」

「でもすごくいい香りがするっていうか……誘われるっていうか……」

「香りというならおまえの方もだ、コウ。おまえからとてもかぐわしい香りがする。遠くにいても居場所がわかるくらいだ」

「そうなのか？」

「ああ」と頷いたリアムが、長椅子から立ち上がって部屋の奥へと向かう。後をついていくと、そこには薄い布が天井から垂れ下がっている部屋があった。その布の向こう側に大きな寝台らしきものが置かれている。どうやらここがリアムの寝室らしい。

　もう寝るつもりなのか、布をめくり上げたリアムが帯を解いて上着を脱ぐ。薄い布地から肌が透けて見え、思わずその体を凝視してしまった。

　リアムは常時体を鍛えているコウから見ても惚ほれ惚ぼれするような体軀だった。筋肉が盛り上がった胸や腕、そして引き締まった腹に嫌でも目が行く。

「すげぇ……」

　感嘆の声を漏らしていると、リアムが訝るように首を傾げた。

「何をしているのだ」

　青いクッションがいくつも置かれているそこに体を横たえたリアムがこちらへと手招きをする。

　寝ている時も側近くで警護をしろということなのだろう。布をめくり上げたコウは、小銃を抱えて寝台の側に腰を下ろそうとした。だが、そこに近づいた途端に腕を引っ張られた。

「え？」

　リアムが大柄なのはわかっていた。見た目の美しさでごまかされるが、あの大剣を軽々と振り回すくらいだから相当腕力もあるはずだ。案の定、強い力で引き寄せられ、コウは銃を抱えたままリアムの胸の上に倒れ込んだ。

「ちょ、ちょっとっ。何っ？　何だよっ？」

　抵抗する隙もなくくるりと体を反転させたリアムに抱き込まれる。青い瞳に正面から見つめられ、体が硬直した。

「アレイルから聞いた。側仕えを快く引き受けてくれたそうだな」

　快くかどうかは微妙なところだが、引き受けたことは確かだ。こくっと頷くと、リアムが柔らかな笑みを浮かべる。

「嬉しいぞ、コウ。おまえが私を受け入れてくれるとは思いもしなかった」

　その笑みを崩さぬままリアムの唇がコウの唇を覆った。

「え……？」

　柔らかな唇の感触が伝わると同時に、服の裾がはだけられた。細い指で太腿を撫でられ、腹の奥がかっと熱くなる。

「んっ……んっ……ぅ……」

　昼間と同じだった。抵抗を試みたものの、手足に全く力が入らない。

　両手首を押さえ込まれたまま舌で口蓋を撫でられ、得体の知れない感覚に包まれた。まるで口の中を愛撫されているような錯覚に陥り、性器がじわりと形を変えようとする。

「ちょっ……馬鹿っ……、やめ……」

「やはりおまえはオメガなのだな。まさか稀人にもオメガがいるとは──」

「オ……オメガ……？　オメガって──」

　さっきも同じようなことを言っていたが、オメガとは何だ。そう言いかけた唇をリアムの唇が深く覆った。口蓋をなぞっていく舌の感触に煽られ、ぞわぞわしたものが背に這い上がってくる。

「んっ……ぅ……、ば……馬鹿っ……、やめ……んんっ──」

　リアムはコウをオメガだと断定するように言った。オメガは稀人と並んでこの世界では重要な何かなのだろうが、何を意味するのかコウにはさっぱりわからない。唯一わかるのは、リアムがこのままセックスになだれ込もうとしているということだ。

　同性愛者ではない自分が男に抱かれる。考えただけで寒気がした。そんなことは今まで想像したことなどなかったし、できることならこれからもしたくない。

「冗談じゃねぇぞっ……」

　愛撫と口づけから逃れようともがいてみたが、リアムの大きな体に押さえ込まれて身動きひとつ取れない。それでも必死で抵抗していると、リアムがするりと帯を解き取った。肌着のような薄い布ごと前を大きくはだけられ、コウは驚愕に目を見開いた。

「ちょ……何やって……」

「美しい体だ、コウ──」

　耳元で囁いたリアムが、片手でコウの両手を束ねたままもう片方の手で胸の辺りを撫でていく。乳首を指先で捏ねられ、快感のあまり体が跳ね上がった。

「わ……うわぁっ！」

「随分と感じやすいのだな」

「ちょっと待てっ！　待てっ！　待てってば！」

「コウ、おまえからずっと甘い香りがする。発情間近のオメガはこんな香りがするのだな」

「だから聞け！　人の話を聞け！　さっきから待てって言ってるだろっ！　オメガって何っ？　それって何なんだよっ？」
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「何を言っているのだ。おまえはオメガなのだろう。私に反応してこんなにも甘い香りを漂わせているのだから間違いない」

　断言されてぽかんと口を開けた。どれだけ考えてもリアムの言葉の意味が全く理解できない。

「あ……あのなっ、さっきからあんたが何言ってんのかオレにはさっぱりわかんないんだよっ！　ていうか、側仕えって、こういうことも込みなのかよっ！」

「今さら何を。おまえは私の側に仕えることを了承したのではないのか？」

「確かにしたよっ。したけどさ、側仕えの意味が違うっていうか。そうじゃなくて、あんた、オレの話聞いてるか？　さっきからオメガって何って聞いてんだけどっ？　それっていったい──」

「大丈夫だ、コウ。おまえがオメガだからといって酷いことはしないから安心するといい」

「全然聞いてないしっ！　オレの質問にちゃんと答えろよっ！　だいたい安心って何を安心しろって──うわあっ！」

　言い終わる前に性器を直接手で包み込まれ、悲鳴を上げた。勃起し始めたそこをリアムの手がゆるゆると撫で上げていく。

「馬鹿馬鹿馬鹿っ！　やめろっ、馬鹿っ！　どこ触ってんだよっ、変態っ！」

「そんなに興奮しなくてもいいぞ。夜は長い。時間はたっぷりとあるのだから──」

　全く会話が嚙み合わない状態に目眩がしてきた。何のための時間がたっぷりあるのか、もう聞く気も失せてくる。

　異世界の住人だから話が通じないのか、それとも王族だから世間と感覚がずれているのか、はたまた人の話を聞かないこういう性格なのか、微笑みながら体を撫で回すリアムをコウは茫然と見上げた。

「だめだ……こいつ、本気で話が通じねぇ……」

　ぽつりと呟くと、リアムが小首を傾げた。自分のことを言われていると想像もしていないのだろう。柔らかな笑みを浮かべたまま、コウの首筋にそっと唇を寄せてくる。

「おまえのこの辺りからかぐわしい香りが漂ってくる。発情間近のオメガの匂いだろう」

　言いながら首筋に唇を押しつけられ、コウは目を見開いた。

　首の周囲を唇で愛撫されると、えも言われぬ恐怖に似た何かに苛まれる。なぜかそこにだけは触れられたくないという自己防衛本能が働き、必死でリアムの体を押し返した。

「さ……触るなっ！　放せっ！」

「静かに──そんな大きな声を出すと泉の精霊が騒ぐ」

「はあっ？　精霊だぁっ？」

「聖なる泉にはクレイアスの神の使いが住んでいるそうだ。夜に大きな声を出すとその精霊たちが驚いて騒ぎだすらしい。まあ、私も信じているわけではないが──」

　唇を頰に、そして耳朶に這わせつつ笑い交じりにそう囁く。リアムが口を開くたびに首筋に息がかかり、体からどんどん力が抜けていく気がした。

　抵抗したいのに、腕にも足にも力が入らない。リアムを押し返そうとしたものの、服にすがりつくのが関の山だった。それを好意的に受け取ったのか、リアムがふと唇をほころばせた。艶のある笑みを向けられ、ますます体から力が抜けていく。

「そう怯えなくてもいい。酷いことはしないと言っただろう」

　言いながらリアムが性器をきゅっと搾り上げた。

「わっ……、わっ……やめ……」

「さっきも言ったが、おまえは本当に美しい体をしている。こんなにも雄々しい体のオメガは見たことがない。この体が私を受け入れてくれると思うと心が喜びで満たされる」

　うっとりと囁きながらリアムが自身の前をはだけた。雄の形に変わったものをゆっくりと扱きながら、コウの性器にも手を伸ばす。

「あ……ぁ……」

　与えられる肉の愉悦で肌が粟あわ立だち、コウは小さく喉を鳴らした。

　不快なわけではなかった。むしろ気持ちがいい。だが、このまま快楽に身を任せるわけにはいかない理由があった。

　快感よりも感じたのは恐怖だった。

　腹にリアムの性器が当たっている。それだけならまだ許せる。許しがたいのは、そのあり得ない大きさのものをリアムがコウの中に挿入しようとしていることだ。

　軽々と膝を抱え上げられ、コウは顔を引ひき攣つらせた。

「無理っ！　それ、絶対無理！」

　思わず叫ぶとリアムが怪訝そうに首を傾げる。

「無理？　何がだ？」

「何がって、あんたのそれだよ！　そんなでかいやつ挿れられたら死ぬ！」

「死ぬなどと大げさなことを。案じなくてもオメガならば体が自然に受け入れる。心配は無用だ」

「いや、だからっ！　そのオメガって何だって……うわあっ！」

　完全に勃起した先端を搾るように愛撫され、悲鳴を上げた。快感のあまり先端からじわりと露が滲み出す。気持ちはリアムに恐怖を感じているのに、体は素直すぎるくらい愛撫に反応した。

「い……嫌だっ……」

「嫌と言うが、おまえも私を欲しているではないか」

「ち……違うっ！　欲してないっ！」

「さっきから何をそんなに怯えているのだ？　もしかするとこういうことは初めてなのか？」

「当たり前だろっ！　こんなの経験しててたまるかっ！」

　言った途端、リアムが瞳を輝かせた。青く澄んでいた瞳が、一気に深い藍色へと変わっていく。

「そうか、初めてなのか」

　満面の笑みを浮かべ、リアムがコウの腰を抱き寄せた。大きな性器が尻に当たり、慌てて腰を引く。だが、それにかまわずリアムはコウの腰を抱いたまま自身の性器を扱いた。

「嬉しいぞコウ。私がおまえの初めてを奪うのだと思うと、余計に気持ちが滾ってくる」

　太さも長さもあるものがリアムの下腹でそそり勃っている。先端が反り返った凶器のような肉茎を見せつけられ、コウはごくりと喉を鳴らした。

「ちょ……ちょっと待てよ。あんた、まさかその化け物みたいなブツを本気で挿れる気じゃないだろうな……」

「そう案ずるな。痛くないようにする」

「馬鹿野郎ッ！　絶対痛いし案じるに決まってんだろうがッ！」

　叫んだコウはありったけの力でリアムの手を振り払い、ついでに膝で腹を蹴り上げた。

「う……ぐっ……」

　いきなり腹に膝蹴りを喰らわされたリアムがうめき声を上げてその場に突っ伏す。それにかまわず寝台から飛び降りたコウは、はだけられた服の前を搔き合わせ、腹を蹴られてうずくまっているリアムをきっと見下ろした。

「あんたなっ、さっきから何なんだよっ！　オメガだの発情だの、わけわかんねぇこと言ってんじゃねぇぞっ！　だいたい側仕えって警護のことじゃなくてこういう相手って意味なのかよっ！」

　一気にまくし立てると、リアムが眉根を寄せながら顔を上げた。

「おまえは……私を蹴ったのか……？　王族の私を……？」

　いきなり蹴り上げられて驚いているのか、リアムが茫然とした顔で見上げてくる。そのきょとんとした表情が案外可愛らしく見えてしまった自分にげんなりしつつ、コウはリアムを睨み付けた。

「あんたが蹴られるようなことをするからだろうがっ！　ていうか、警護する以外にあんたと寝るのも側仕えの仕事なのかって聞いてんだよ！」

「アレイルから何も聞かなかったのか？」

「聞いてないよっ！　ただあんたがいろいろ不自由してるから側に仕えて──あ……」

　途中まで言いかけ、はたと気づいた。

　確かアレイルは、リアムは身の回りの世話をする者すら部屋に入れないと言っていた。そのため何かと不自由をしているとも。

　側仕えには警護はもちろん、不自由している身の回りの世話も含まれるようなことを匂わせていたが、その身の回りの世話にはどうやら普段の生活以外のものも含まれていたらしい。

　不自由している普段の生活以外のもの──。すなわち、夜の相手だ。

「あの野郎……不自由ってそっちかよ……そっちのことかよ……」

　今さらながら側仕えの意味を理解し、コウはがっくりと肩を落とした。念入りに体を清めておけと言ったのもそういうことかと、ため息をつく。

「ちくしょう……騙だまされた……」

　いや、正確には騙されたわけではない。アレイルは聞かれなかったからあえて言わなかっただけだ。言えばコウが首を縦に振らないだろうとわかった上で重要なことを口にしなかったのだ。側仕えの仕事に夜の相手が含まれていることを確認せずに引き受けてしまったのは、自分自身の怠たい慢まんかもしれない。だが──。

「クーリングオフってこの世界にあるのかな……」

　ぽつりと呟き、コウはリアムに目を向けた。

　いつの間にか日がすっかり暮れており、部屋の明かりはランプに似た炎の光のみになっている。白い石の壁のそこだけが淡い琥こ珀はく色いろに光っており、明かりに照らされるリアムの髪は、何ともいえず不思議な色に輝いていた。

　やはり美しい男だと思った。同性の目から見てもその美しさに圧倒される。

　案の定、目を向けた途端にリアムの姿に釘付けになった。

　白亜の神殿に住まう美しい神官。しかもその神官はこの国の国王になる男だ。それほどの男が自分を求めている。本来ならば喜ばしいことなのかもしれないが、稀人という異邦人で、しかも異性愛者であるコウにとってそれは困惑以外の何ものでもない。なのに、リアムを見ていると、自分の気持ちがぐらぐらと揺れようとするのだ。

「そ……その、蹴っ飛ばして悪かったよ。でも、オレはゲイじゃないし、あんたのその気持ちに応こたえられないっていうかさ──」

　言い訳がましく口を開くと、リアムがふっと小さく息をついた。コウから目を逸らし、そのままそろりと立ち上がる。

　長い服の裾が床に触れると衣擦れの音がした。

　その音が近づくと鼓動が高鳴った。リアムとの距離が縮まるごとに、鼻腔をくすぐる甘い香りが強くなる。何かの媚薬だとしか思えない香りに体を撫で回されているような錯覚に陥り、コウはじりっと後ずさりをした。数歩下がると背に薄布が当たる。

　ゆっくり近づくリアムに恐怖を感じた。あの大きな体に抱きすくめられると身動きが取れなくなる。次にあの口づけをされたら、きっと何も抵抗できなくなってしまうだろう。

　逃げよう。踵きびすを返そうと思った直後に、リアムがコウの横を通り過ぎた。すれ違いざま、耳に小さな声が届く。

　それは「わかった」という一言だった。

「え？」

　寝台の周りに巡らされた薄い布をめくり上げ、リアムが元いた部屋へと戻っていく。それをコウは茫然と見送った。

　衣擦れの音が聞こえなくなり、部屋がしんと静まりかえる。ほっとした反面、何やら拍子抜けした。そして、次にやってきたのは罪悪感にも似た感情だった。

　わかった──。

　たった一言だった。

　たった一言だけ発せられたリアムのその言葉に、なぜか心が張り裂けそうになった。

　リアムを拒絶したのはコウの方だ。なのに、リアムがそれを受け入れた途端にコウの気持ちは大きく揺れた。

「何だよ……これ……」

　リアムを拒絶したことでこの世界での加護はなくなる。それに対する不安から来るものかと思ったが、それとは少し違うように感じた。

　わかったと言ったリアムの声が、心を閉ざす音に聞こえた。

　せっかく自分に向けて大きく開かれていた扉がぴたりと閉ざされたような気がしたのだ。

「これってオレが悪いのか……？　違うよな……？」

　自問してみるが明確な答えが出てこない。

　布をめくって寝所を出たコウは、リアムが戻っていった部屋に足を向けた。

　薄水色の敷物が敷かれたそこにリアムはいた。長椅子に背をもたれさせ、窓の向こうを眺めている。部屋に入ってきたコウに一瞬だけ視線が向けられたが、それはまたすぐに窓の外へと戻っていった。

「あのさ──」

　近づこうとすると、リアムがそっと手を上げた。それは、これ以上近づくなという仕草だった。

「リアム──」

「案じなくてもいい。もう何もしない」

　素っ気ない口調にまたもや胸が痛くなる。

　リアムはそれ以上何も言わなかった。ただ無言で窓の外を眺めている。

　そこは何も見えない夜の森だった。昼間は青々としていた木々が、夜の闇に完全に溶け込んでいる。聞こえてくるのは木の葉が擦れ合う音と、流れていく水の音だけだ。それはまるで今のリアムの胸中の音のようだった。

　無言の時間に押しつぶされそうになっていると、リアムがふと口を開いた。

　耳に届いたのは、すまないという謝罪の言葉だった。

「嫌がるおまえに無理強じいをしそうになった。神官にあるまじき行為だ。許せ」

「リアム……」

「おまえが私の番となるオメガかと思って少し浮かれていたのだ。よくよく考えてみれば稀人のオメガなどいるはずがないのにな」

　オメガ──。

　出会った時からリアムはずっとコウをオメガだと言っていた。それが何を意味するのか、コウにはさっぱりわからない。

「あのさ、そのオメガっていうの、何なんだ？　何か意味があるのか？」

「おまえの世界にはオメガは存在しないのか？」

　だからそのオメガが何なのかわからないのだ。それを尋ねると、リアムが複雑な笑みを浮かべた。

「私たちの世界にはアルファとベータ、それにオメガという存在がある」

「アルファとベータとオメガ？　それって身分制度みたいなやつか？」

「そうだな。似ているが少し違う。私たち王族は主にアルファだ。見た目からして違う。髪は皆このような色だし、瞳も青か緑だ。体も見てのとおり大きい。神殿にいる神官もアルファが多い」

「じゃあアレイルは？」

　アレイルの髪は赤く、瞳も赤に近い茶褐色だ。体格もコウとあまり変わらない。

「アレイルたち家臣や庶民はほとんどがベータだ。髪の色も肌の色もさまざまで、体格も皆それぞれ違う。この世界の人間のほとんどがベータだ。だが、稀にオメガが生まれてくることがある」

　ようやく出てきたオメガという言葉に頷くと、リアムがふっと息を吐き出した。

「オメガは禁きん忌きの子どもだ。穢けがらわしい存在だと蔑さげすまれている」

「穢らわしいって、どうして？」

「オメガに生まれつく者は男子のみで、体つきも女性のように華きや奢しやだ。何より、オメガとして生まれた男子は性行為で子を宿すことができる」

「はあっ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたコウは、まじまじとリアムを眺めた。冗談を言っているのかと思ったが、リアムの真剣な様子からすると冗談ではないらしい。

「ちょっと待ってくれよ。男が子どもって、それって本気で言ってんのか？」

「ああ。ある程度の年齢になるとオメガの男子には発情期が訪れる。その時に男と交われば腹に子を宿す」

「噓……」

「発情は月に一度程度なのだが、それがあまりにも激しいのだ。我を忘れて浅ましく男を求める。仕事も手につかなくなるからまともな職に就くこともできない。中には発情に耐えきれずに自ら命を絶つ者もいる。それがオメガの蔑まれる理由だ」

「何だよ、それ……」

　思わず呟き、はたと気がついた。

　リアムはずっとコウをオメガだと言っていた。もしリアムが言うとおりオメガという存在なのだとしたら、コウも男との性行為で子を宿す可能性があるということだ。

「あんた、オレをオメガだって言ってたよな。じゃあオレも男とヤったら妊娠するってことか？」

「そうだな。もしも本当にオメガならば子を宿す可能性があるが──」

「冗談じゃないぞ！　妊娠なんてあり得ないだろ！　ていうか、あんた、わかっててオレをヤろうとしたのかよっ！　ふざけんなよっ！」

「心配するな。オメガは発情期でなければ子を宿すことはほとんどない。それにおまえは稀人だから、本当にオメガなのかもわからない。もしオメガだったとしても発情するかどうかもわからないし、発情したところで子を宿す体なのかどうかもわからない」

　全てが未知数だというリアムにげんなりと肩を落とし、コウはその場に座り込んだ。

「そういう問題じゃないだろ。子どもができるってわかってんならヤろうとすんなよ。男として最低だろ、それ。もし妊娠したらどうしてくれるんだよ」

「だから悪かったと言っている。てっきりおまえが私を受け入れてくれたのだとばかり思っていた。アレイルからおまえが側に仕えてくれることになったと聞かされて昼間からずっと気が逸はやっていたのだ。それに、部屋に戻ったらおまえがあんな淫らな格好でいたものだから、つい──」

　淫らと言われ、リアムの前で図らずも下半身を剝き出しにしていたことを思い出し、かっと顔が熱くなった。

「あ……あれは不慮の事故で……」

「わかっている。誘ったわけではないのだろう。だが、神官とはいえ私も人の子だ。あんな姿を見せられては気が騒ぐ」

　側仕えの話は忘れてくれ。そう言い、リアムはコウから目を逸らした。

　銀色の髪が壁に設しつらえられた明かりに照らされて輝いている。

　きらきらと光る銀の髪をコウはじっと見つめた。

　何度見てもきれいだと思った。この髪に魅み入いられ、そしてこの髪から漂う甘い香りに体が熱くなる。

　リアムはコウを望んでいるが、コウの体もまたリアムを望んでいた。理性ではどれだけ否定しても、体はどうしようもなくリアムを求めて疼き始める。

　やはりリアムが言うとおり、自分はオメガという存在なのだろうか。元の世界では何も感じなかったが、この世界に飛ばされた時点でそういった体に変貌したということなのだろうか。

　腹に子を宿すことはできない。けれど、なぜかリアムの側から離れがたいと思った。

　ここにいたい。できることならリアムのすぐ側にいたいと思うこの気持ちはいったい何なのだろう。

「あ……あのさ、相談っていうか、提案っていうか──」

「提案？」

「そういうの抜きだったら、別に側仕えってやつを引き受けてもいいって話なんだけど」

　どういうことだと首を傾げたリアムにコウは言った。

「オレさ、どうしても元の世界に帰らないといけないんだ。装備も全部持ったままだし、向こうじゃ大変なことになってると思う。だからこっちで野垂れ死にするわけにはいかないんだ。だから──」

「戻るまで神殿で匿えと？」

「勝手だとは思うんだけど、そうして貰うしかないっていうか。でも、あっちじゃ男は子ども産んだりしないから、絶対に妊娠するわけにいかないんだよ。だから、その、あんたとそういうことするのはちょっと困るっていうかさ。そういうのは抜きにして警護とちょっとした身の回りの世話だけって話なら別に──」

「随分と虫のいい話だな」

　言われて口を噤んだ。

　それは自分でもわかっている。夜の相手をするのはお断りだが、戻る方法は探してくれ。しかもその日が来るまで面倒を見ろと言っているのだ。虫が良すぎるにもほどがある。

「だよな……やっぱり虫がいいよな。ごめん」

　謝罪の言葉を口にすると、リアムが小さく声を立てて笑った。呆れているのかと思ったがどうやら違うらしい。

「おまえは優しいのだな。優しい人間は兵士には向かないぞ」

　そう言ったリアムが手を伸ばしてきた。いくつも指輪が嵌はまった手がコウの手を取る。

「美しい手だ。戦う者の手をしている」

　指の間をそっと撫でられ、ぞくぞくしたものが這い上がった。

「私たちの世界ではこんな風に手を取り合うのは、体を繫げる時だけだ」

　だからアレイルは淫らなまねと言っていたのかと、コウは今さらながら納得した。

「泉の前でおまえに手を取られた時は本当に驚いた。きっと習慣が違うのだろうと思いながらも気持ちが滾った。だから私も皆の前でおまえの手を取った。最初はおまえが──『黒の稀人』が私のものだと皆に知らしめたいという気持ちもあったからなのだが──」

　言いながらリアムが指を絡ませてくる。それがまるで性行為のように感じ、コウはごくりと喉を鳴らした。

「おまえを抱きしめた時、全身が雷に打たれたように震えた。もしかすると、おまえが私の番となるオメガかもしれないと、そう思ったのだ」

　番──。

　それが何を指すのかわからないまま心の中で反芻すると、リアムが手の甲に唇を押しつけてきた。

「先ほどの言葉、承知した。おまえの言う条件を吞もう」

「え？」

「子を宿すと困るというのなら無理強いはしない。そういった行為はしないと約束する」

「本当か？」

「ああ。だから私に仕えてくれないか。おまえが元の世界に戻るまででかまわない。それまで私の側にいてほしい」

　強く手を引かれ、リアムの上に倒れ込む。顔を上げると、リアムの瞳がまた青から藍色に染まりつつあった。

　金をまぶした藍色の瞳に、心も体も呪縛される。唇を指で辿られ、コウは慌ててそれを振り払った。

「だ……だめだからなっ。そういうのはなしだからなっ」

「ああ。わかっている。おまえの性器には絶対に触れないと約束する」

「違うっ、そうじゃなくて──」

　こういった行為全部だ──。

　だが、その言葉を口に出す前に近づいてきた唇がコウの唇を覆った。

　温かな舌で口蓋を撫でられた瞬間、コウの理性はきれいさっぱりはじけ飛んだ。
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　翌朝、リアムは部屋の奥にある浴室で体を清めて部屋を出た。

　早朝から拝殿で祭礼を行うらしく、コウも警護としてそれに付き従ったが、正直なところ立っているのも辛いと感じた。

　リアムは約束どおり子ができるような行為は一切しなかった。

　別に肌を探られたわけでもなければ、性器を撫で回されたわけでもない。リアムは性行為に近いことは何もしなかった。ただ、抱き枕のようにコウを抱いていただけだ。

　だが、枕代わりにされたコウはたまったものではなかった。

「まだ頭がふらふらする……」

　リアムに抱かれて眠ることになったコウは、結局一睡もできなかった。

　あの長い銀色の髪から漂う香りに一晩中翻ほん弄ろうされたのだ。

　リアムがほんの少し身じろぎをしただけで鼻腔に甘い香りが抜けた。まるで媚薬を肌に直接すり込まれたように全身が敏感になっているところに、リアムが思い出したように唇を合わせてくるのだ。

　今さら感もあり、世話になるのだからキスぐらいなら別にかまわないかと思っていたが、それがそもそもの間違いだった。

　リアムの柔らかな舌が口蓋を撫で、舌に絡みついてくるたびに性器が震えた。射精こそしなかったものの、その直前の快楽を一晩中味わう羽目に陥ったのだ。

　約束どおり、リアムはコウの性器には指一本触れなかった。硬くなった先端から露を溢あふれさせ、それで肉茎まで濡らしていようとも、そこには一切触れない。ただ濃厚な口づけだけを繰り返すリアムを恨めしく思いながら、コウは性器を勃たせたまま一睡もせずに朝を迎えた。

　早朝、我慢も限界に来たコウは浴室で爆発寸前の性器を自分で慰めた。一晩中寸止めを喰らわされたせいなのか、わずかな刺激だけで強烈な快感が駆け抜け、あり得ない量の白濁が噴き上がった。吐精後は、放心してしばらく立てなくなったほどだった。

　部屋に戻ると、リアムは平然とした顔で着替えを済ませて朝食を取っていた。コウと同じく一睡もしていないはずなのに、リアムの様子からはそんなことは微み塵じんも感じない。

　昨日聞かされたアルファという存在がどういったものかよくわからなかったが、体力と精力がかなり旺盛だということだけは嫌というほど理解した。

「あの野郎……神官なんか辞めて軍人になれっ……」

　神殿の奥にある拝殿にしずしずと入っていったリアムの背に向かって、思わずそう毒づく。

　体力もさることながら、寝台で目の当たりにしたリアムの体は鎧よろいのような筋肉に覆われていた。重い大剣を軽々と振り回していたのもあれならば納得できる。あのような体格のアルファがどうして武官ではなく神官という立場にあるのか、この世界は全くもってどうかしている。

　リアムが拝殿の中に入り、コウはその手前でリアムが戻るのを待った。

　拝殿に入れるのは王族と侍従のみで、たとえ警護の者でも中に入ることはできないらしい。ただ、祭礼を行うリアムの姿は、薄い布の向こうにぼんやりと見えた。

　聞こえてきたのは祈りを捧げるリアムの声だった。

　歌うでもなく、澄んだ声が朗々と拝殿に響き渡り、コウはそれにじっと聞き入った。

　何を言っているのか全く理解できない。だが、美しい声だと思った。

　心が洗われるという言葉があるが、まさにこのことを指すのだろう。不覚にも涙が出そうになり、慌てて鼻をすする。

　抱えていた小銃を持ち直すと、すぐ近くにいた神官がびくっと体をこわばらせた。最初は銃を怖がっているのかと思ったが、どうも様子が違った。神官たちが怯えているのは、銃ではなくコウ自身だ。それは、この神殿に連れてこられてからずっと感じていた違和感だった。

　朝からリアムに付き従って回廊を歩き拝殿へと向かったが、誰かとすれ違うたびに驚愕の眼差しを向けられた。

『黒の稀人』──。

　そうひそひそと囁かれる声が何度も耳に届く。昨晩、『黒の稀人』がいったい何を意味するのかリアムに尋ねてみたが、気にするなと言われてそれきりだ。

「気にするなって言われてもな……」

　ああも怯えられると、何かあるのではないかと勘ぐってしまう。リアムが教えてくれないのなら、そのうちアレイルにでも聞くかと思っていると、そのアレイルの姿が回廊の向こうに見えた。白い神殿でアレイルの赤い髪は嫌でも目立つ。コウとは別の意味で、アレイルは白亜の神殿で悪目立ちをしているような気がした。

　軽く手を上げると、向こうもコウがいることに気づいたらしい。近づいてきたアレイルは、何やら渋い表情をしていた。あからさまにため息をつき、コウをじろりと睨み付ける。

「さっきリアム様からお叱りを受けた。あなたにきちんと話をしなかったのかと、随分責められたぞ」

　言われて思い出した。朝っぱらから体がこんなにもだるいのは、アレイルのせいといっても過言ではないのだ。

「そうだ、文句言おうと思って忘れてた！　あのなっ！　あんたのせいでオレはなっ──」

「昨晩リアム様のお相手をしなかったそうだな。私から何も聞かされていなかったと言って、リアム様を拒否したそうではないか」

「実際何も言わなかっただろっ！　ていうか、相手したし！　しまくったし！　あんたんとこの話を聞かない変態王子にヤられる寸前だったし、その後も朝まで寸止め喰らわされたんだぞっ」

　挿入こそされなかったが、一晩中リアムの濃厚な口づけに翻弄された。イくにイけず、寸止め状態で体をこわばらせていたせいで、朝から全身筋肉痛になっている。それもこれも、アレイルが側仕えの意味をきちんと言わなかったせいだ。

「側仕えにそういうことも含まれてるなら最初から言っとけ！　万が一妊娠したらどうしてくれるんだよっ！」

　思わず叫ぶと、アレイルが「静かに」と眉をひそめた。

「子を宿すかもしれないということをここで口にするな」

「ああ？」

「リアム様から聞いた。あなたはオメガかもしれないそうだな」

「らしいな。よくわかんないけど──」

「ここでご自分がオメガであるような発言は慎んでくれ。オメガであるという噂が立てば神殿にいられなくなる」

「それって、オメガってやつが穢れた存在だからか？」

　そういうことだと頷き、アレイルは、改まったようにまじまじとコウを眺めた。

「とはいえ、あなたを見ているととてもオメガには見えないのだがな」

「見えないって、何でだよ」

「オメガはもっと女性めいていて美しく、嫋たおやかで華奢だ。あなたのようにがさつでそんな厳つい体つきはしていない」

「がさつな上に厳つい体つきで悪かったな」

　毎日訓練してるとこうなるんだよと毒づき、コウは肩をすくめた。

「あんたんとこの王子様はそのがさつで厳つい体の男がお好みなんだろ」

「だから困っているのだ……」

　ふうっとため息をつき、アレイルは神殿の奥に目を向けた。

「リアム様はもともと女性を好まれない。王族の血を残すためにはアルファとしてアルファの妻を娶めとって貰わなければ困るのだがそれを拒否なさる。ならばせめて子をなすオメガをと思っても、華奢で女性めいたオメガはいらぬとおっしゃるのだ」

「ゲイで筋肉フェチの王子様かよ。あんたら家臣も苦労するな」

　コウが何を言っているのかニュアンスでわかるのだろう、「全くだ」と呟きアレイルはコウに目を向けた。

「あなたが本当にオメガならば我々も助かるのだが……」

　アレイルたちは助かるのかもしれないが、コウの方はたまったものではなかった。

　リアムに仕えるのは元の世界に帰るまでの約束だ。リアムは子ができるようなまねはしないと約束したが、万が一魔が差してそういうことになり子ができてしまえば目も当てられない。

　そうでなくても昨晩はリアムの濃厚すぎる愛撫に煽られて、もう少しで射精してしまうところだった。挙げ句にあの寸止め地獄だ。これが毎晩続けば、リアムをずっと拒否し続けられる自信はない。情けないが、陥落するのは時間の問題だろう。

「先に言っとくけど、オレ、そういうの無理だからな。警護は別にいいけど、子どもがどうこうっての、絶対無理だから」

「わかっている。どちらにせよあなたは元いた世界に戻っていかれる方だ。我々とて無理強いはしない。とにかく、ここでオメガだと疑われるような言動は慎んでくれ。あそこにいる神殿のジジイどもに知られたら面倒なことになる」

「神殿のジジイって──」

　確か神殿にいる神官たちの多くはアルファだというようなことをリアムが言っていた。ジジイというほど年を取っているようには見えないが、身分が上だろうアルファたちをジジイと切り捨てるあたり、アレイルは案外辛しん辣らつな皮肉屋なのかもしれない。

「アレイルってさ、もしかして変わり者って言われてないか？」

「あのリアム様の侍従をしているんだ。これくらいの気持ちでいないとやっていられない」

　否定することなくふんと鼻を鳴らし、アレイルはコウに紙の束を押しつけた。

「何だよ、これ」

「稀人に関する文献の写しだ。この中にもしかすると元の世界に戻る方法が書いてあるかもしれないと思って書き写させた」

「文献って、もう見つけたのか？」

「書庫の管理をしていると言っただろう。これくらいできないでどうする」

「へえ。仕事が早いな」

　昨日の今日で文献を探し出したアレイルの優秀さに感心しつつ紙の束を広げる。だが、それを見たコウはそのままがっくりと肩を落とした。

「全然読めねぇし……」

　折りたたまれた紙に書かれていたのは、文字なのか絵なのか模様なのか全く理解不能なものだった。どれだけ頑張って眺めても、ただの複雑な幾何学模様にしか見えない。

「これ、何て書いてあるんだ？」

　思わず尋ねると、アレイルが「さあな」と肩をすくめた。

「さあなって、あんたも読めないのかよ」

「ここまでの古代文字だとさすがに私にも読めない。だが、王族ならば読めるかもしれないと思ってな」

「王族ならってことは、リアムは読めるかもしれないってことか？」

「ああ」

「そっか。ありがとう。後でリアムに聞いてみる」

「そのリアム様だが、朝の祈りが終わればそのまま街の神殿に赴かれる。あなたもそこに同行していただきたい」

　どうやらこの神殿の他に、庶民たちが暮らす街の中にも神の泉を祀る小規模な神殿があるらしい。リアムはそこにも祈りを捧げに行くという。

「知ってのとおり、リアム様はお命を狙われている。他にも警護の者はいるが、警護は多いに越したことはない。できればその奇妙な形をしたハチキュウとやらも持って行って貰いたいのだが」

　コウがずっと肩に提げている小銃にアレイルが目を向ける。

「別にいいけど、実弾入ってないぞ？」

「実弾とは何だ？」

「あー、えっと、この先っぽから弾が出て──」

　説明しかけてやめた。言ってもおそらくアレイルには理解できないだろう。

「これ、今は音しか出ないっていうか、武器としてあんまり意味ないんだよ」

「かまわない。『黒の稀人』であるあなたがリアム様のお側近くにいることに意味があるんだ」

　ただ横に立っているだけでいいというアレイルに首を傾げていると、拝殿の奥から聞こえていたリアムの声がやんだ。どうやら祈りの時間が終わったらしい。

　数名の神官たちを伴ってリアムが中から出てくる。その姿に、コウはぽかんと口を開けた。

　朝、部屋を出ていった時とは違い、リアムは白い神官の衣装を身にまとっていた。

　アルファだという神官たちもそれ相応に美しい。けれど、リアムはその中でも群を抜いていた。リアムは朝夕泉に棲まう神に祈りを捧げていると聞かされたが、コウにはリアムが神そのものに見えた。

　この男が自分を望んでいる。この神々しいほどの男に望まれているのだと思うと、同性愛者でもないのに心が傾きそうになってくる。だが──。

「いや、ない。それはない」

　リアムと絡み合う自分の姿を想像しかけ、一気に気が萎えた。リアムか自分が女のように華奢ならばまだしも、二人ともがどちらかというとがっしりタイプだ。そんな男くさい自分たちが絡み合う姿など想像したくもない。

　昨晩も必死でリアムの魔手から逃れようと奮闘した。なのに、リアムの声を聞き、姿を見ると体が滾る。本能の深い部分でリアムが欲しいと思ってしまう自分に嫌気がさしてくる。

「何考えてんだ、オレ」

　しずしずと回廊を歩いていくリアムのやや後ろを歩きつつ、コウは自分の心の中に渦巻く靄もやを必死で追い払った。
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　その日、コウはリアムに付き従って神殿の外にある街に出た。

　クレイアスは巨大都市とは言いがたく、こぢんまりとしたそこは神殿と同様に全体的に白っぽい街だった。建物も、道も、何もかもが白い石でできている。その白い石の街に水路が張り巡らされ、緑の木々が顔を出している様子は、神殿の中とほとんど差がなかった。

　美しい街並みと、そこに行き交う人々。庶民たちは神殿にいる神官たちとは違い、さまざまな人種で形成されていた。アレイルのような赤い髪の者もいれば、褐色の肌に金色の髪をした者もいる。市場らしきものもあり、そこそこ活気のあるそれらを眺めながら、コウはリアムとともに馬車に揺られて街の中心部にある神殿へと向かった。

　人々の王族に対する興味はどの世界も同じなのだろう。リアムが神官たちに囲まれて神殿への道を進むたびに人々が歓喜の声を上げる。リアムがクレイアスの次期国王ということもあるのだろうが、人々の信奉が厚いということは側にいてひしひしと伝わってきた。

　そして、それ以上に感じるのがコウ自身に向けられる人々の驚愕の眼差しだった。

「『黒の稀人』だ──」

「何と……リアム様が『黒の稀人』を従えておられる」

　そこでもやはり耳にしたのは『黒の稀人』という言葉だった。

　このクレイアスにはさまざまな人種がいるが、髪が黒い者、そして瞳が黒い者は一人も見かけなかった。ベータだという庶民たちの色鮮やかな髪や目の色にコウは驚かされたが、彼らはコウの黒い髪や瞳の色に驚愕の眼差しを向けた。それどころか、コウに向かって祈りを捧げる時のように頭を垂れる者までいる。

「何かオレ、拝まれてる気がするんだけど……」

「稀人が珍しいだけだ。気にするな」

　リアムはそう言うが、どこに行っても拝まれて気にならないわけがない。

　それは街の神殿の中に入っても同じだった。リアムが祈りを捧げている間コウは拝殿の前で立っていたのだが、そのコウに向かって人々が次々にやってきては跪ひざまずいて頭こうべを垂れる。ただ祈るだけならまだしも、足下に果物や菓子類を供えていく者までいる始末だ。

「オレはお地蔵さんかよ……」

　足下にどんどん置かれていく供物を複雑な思いで眺めつつ、コウはリアムが拝殿から出てくるのを待った。やがて祈りの声がやみ、リアムが拝殿から姿を現す。人々の歓喜の声に応えつつコウに目を向けたリアムは、コウの足下に山と積まれた供物にぷっと小さく吹き出した。

「随分と民に慕われたようだな」

「慕われてるっていうより完全に珍獣扱いだぞ」

「民にとって『黒の稀人』は神に等しい存在なのだ。気にするな」

「って言われてもな……で、これ、どうすりゃいいんだ？　こんなにたくさんオレ一人で食えないぞ」

「ならば下か賜しすればいい。そうすれば民も喜ぶ」

　リアムに言われて、コウは自分に供えられてしまった供物を神殿に託した。下賜された品は神殿を通じて主に貧しい民たちに配分されるらしい。

「クレイアスは平和だが全ての民が裕福なわけではない。中には貧しい民もいる。そういった民に少しでも救いの手を差し伸べられればいいのだが──」

　帰りの道すがら、馬車に揺られながらリアムはぽつりとそう言った。

「あそこに青い壁の建物が見えるだろう」

　言われて目を向けると、通りの外れに青い外観の建物があった。白い石で形成されている街の中でそこだけが異彩を放っている。

「あれは？」

「娼館だ」

「娼館って、こっちにもそういうものがあるのか」

「クレイアスにも娼館はある。あの青い壁の建物は、オメガしかいない男娼の娼館だ」

　青い壁のそこに目を向けると、確かに窓辺に数人の男たちが座っていた。

　女性と見紛う華奢な体つきをしているが、明らかに男だ。やや潤んだ目をした彼らが、けだるそうに窓の外を眺めている。
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「オメガは月に一度くらいの割合で発情する。裕福な者は薬で発情を乗り切るが、そうでない貧しい民は自らの発情を抑えきれなくなる。だからああして娼館で体を売ることで発情期をやり過ごす。あそこにいる彼らはもうすぐ発情期を迎えるのだろう。彼らにはあそこしか生きる場所がない」

　馬車はその青い館を避けるように走っていく。それを疑問に思っていると、リアムが困惑した笑みを浮かべた。

「発情期のオメガはアルファに反応する。アルファが近づくと激しい発情に苛まれてしまうのだ。アルファもまたオメガの発情に当てられてしまうことがある。だから私は彼らのいる場所に近づくわけにはいかない」

　それでもどうしても娼館の近くを走らざるを得ない道もある。リアムを乗せたこの馬車が通ると、娼館の窓辺に佇む男たちはこぞって身を乗り出した。

　彼らがリアムを見る目には神官であるリアムに対する信奉だけでなく、明らかに欲情の眼差しが籠もっていた。

　発情したオメガはあんな目でアルファを見る。もしもコウがオメガだとしたら、いずれはリアムを彼らと同じ目で見ることになるのだろうか。

「そんなの、あるわけないよな──」

　ぽつりとコウは正面に座るリアムに目を向けた。

「なあ、こういうのって何とかならないのか？」

「こういうのとは？」

「オメガの発情を抑える薬を量産して国民に配布するってできないのかと思って」

「そうだな。できるものならそうしたい。ただ、できない事情がある」

「事情？」

「ああ」と頷き、リアムは複雑な笑みを浮かべた。

「オメガの境遇を何とかしたいのだが、それを望まない王族たちがいる。王の代理を務めているとはいえ、私も今はまだ王族の一人にすぎない。今の私ではどうしようもできないことがあまりに多い」

「正式な王様じゃないからか？」

「ああ。苦しむ民を救うためにも私は王にならなければならないのだが──」

　リアムは改革を推し進めようとしている。けれど、王族や神官といったアルファたちの中にはそれを快く思っていない者が少なからずいるらしい。

「クレイアスには変化を望まない者たちがいる。彼らは私をどうしても王にしたくないのだ」

「そいつらがリアムの命を狙ってるってことか？」

「そういうことだ」

　どうやら泉の前で出会った時、リアムはその暗殺者たちに襲われていたらしい。アレイルが手を出しづらいと言っていたのは、相手が王族だからなのだろう。

「あの時おまえが現れてくれて助かったと思っている。あのままでは私は確実にあれらを全員斬り殺していた。アレイルたちがごまかしてくれたが、血を浴びたことを神殿の上級神官たちに知られたら、神官にあるまじき行為だと神殿から放ほう逐ちくされかねない」

　あの時リアムは大剣で襲撃者たちを斬り殺した。容赦ない斬撃に体が震えたが、そうしなければリアム自身があの場で死体になっていた。なのに、神官たちはそれを責めるという。

　命を狙われているのに自ら剣を取って戦うことを許されない。それは死ねと言っているのと同じことではないか。

「何だよ、それ」

　憤っても仕方のないことなのかもしれないが、湧き出す怒りを抑えられなかった。

　リアムは誰も信用していないとアレイルは言っていた。信じていないから、側に誰も近づけない。警護の者さえ信じず、自分の身を自ら守ろうとする。だが、血を穢れとする神官である以上、それすらも許されないのだ。

「わかった。じゃあ、あんたが剣を取らなくていいように、こっちにいる間はオレがあんたをきっちりと守ってやるよ」

「コウ──」

「そう心配そうな顔すんなって。それなりに訓練もしてるし、剣も少しくらいなら扱える。もし戻る方法がわかっても、何ならリアムが王様になるまでこっちにいてもいいしさ」

　そう言ったコウは「そうだ」とアレイルから受け取った紙を懐から取り出した。

「これ、アレイルが探してきてくれた文献なんだけど読めるか？　元の世界に戻る方法が書かれてるらしいんだ」

　あの不思議な幾何学模様が描かれた紙を広げ、リアムに差し出す。それを見たリアムがわずかに眉をひそめた。

「これをアレイルが？」

「書庫で見つけてきたらしいんだ。古代文字でアレイルの手には負えないらしくてさ。もしかするとリアムなら読めるかもって」

「すまない、コウ。この古代文字はさすがに私にも読めない。王ならば読めるかもしれないが──」

「王様って、確か病気だって言ってなかったか？」

「ああ。残念だが今は拝はい謁えつがかなわない。お加減がよい時ならば拝謁を願い出ることはできるが、その文献に本当に戻る方法が書かれているかどうか保証はできないぞ」

「そうか。そうだよな……」

　文献はあれど、それを読める者がいない。唯一読めるかもしれない王は病に伏せっており、万が一読めたとしても、そこに本当に元の世界に戻る方法が書かれているのかもわからないときている。

「八方塞がりってやつか……」

　肩を落としていると、リアムがつとコウの手を取った。

「えっと……？」

　確かこの世界では手を取るのは体を繫げる時だけだと言っていなかったか。

「コウ、さっきの言葉は本当か？」

「さっきの言葉って？」

「私が王になるまでこちらの世界にとどまってくれるというのは本当か？」

「気になるのはそっちの方かよ……」

　呆れ気味に頷くと、リアムがコウの手に唇を押しつけた。

　柔らかな唇の感触がダイレクトに伝わり、ごくりと喉が鳴った。ただ手の甲に口づけられただけだというのに、たまらないほどの性的な快感が押し寄せてくる。

「ちょ……リアム……」

「嬉しいぞ、コウ。おまえが元の世界に戻れるよう私もこの文字を読む方法を探してみよう。私は必ず王になる。それまでは──その日が来るまでは、私の側にいると約束してくれるか？」

　リアムの唇がそっと指を挟み込む。濡れた舌の感触がそこに伝わり、ぞくっと背が震えた。

「リ……リアム……」

「約束してくれるか、コウ──」

　耳にじわりと染み入るリアムの声が媚薬のように感じる。頷くとそのまま腕に抱き込まれた。

　リアムの銀色の髪が目の前で揺れている。そこから漂う甘い香りは、コウの思考を少しずつ鈍らせていった。
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　コウがクレイアスに流れ着いてから二十日近く経ち、ようやくこの世界にも頭が順応しつつあった。

　重火器類はないものの、ここはコウが知る世界と大差ないということがわかった。神殿にいる神官たちも街を行き交う人も、特別変わったところもない。違った点を強いて言うならば、リアムたちアルファと呼ばれる王族や上級神官たちは、ベータである庶民と比べると若干体が大きいということくらいだった。

　体が大きく美しい少数のアルファを王や神官として頂き、その下に大多数を占める家臣や庶民たちベータがいる。

　アルファは体が大きく頑丈で寿命も長いが、女性の数が少ない上に繁殖力が弱い。逆に、ベータはコウと変わらない体格の者が多く、アルファほど長命ではない代わりに子だくさんだということらしい。双方を足して二で割ればちょうどいいだろうに、なぜかアルファはアルファ同士、ベータはベータ同士でカップルになっている。最初はそれが解せなかったが、どうやらこれがこの世界の身分制度というものらしい。

　そして、アレイルから受け取った文献は今もって解読できていなかった。アレイルも他の文献を当たってくれているが、ただ待つだけなのもどうかと思い、コウもコウなりにいろいろと試しもした。

　崖から滑落したのだからもしかすると高い場所から飛び降りれば元の世界に戻れるかもしれない。そう思って神殿の一番高いバルコニーに立っていると、神官たちに自殺を試みていると勘違いされてよってたかってそこから引きずり下ろされた。リアムにもそれが伝わり、誤解が解けるまで三日ほど外出禁止を言い渡された。

　その後も、泉に流れ着いたのだから泉に入れば戻れるかもしれないとも思い、『禁忌の泉』に飛び込んでみたりもした。だが、結局元の世界に戻れることはなく、無駄にずぶ濡れになっただけだった。

　おまけに、そのまま部屋に戻ったところをリアムに見つかり、厳しく叱しつ責せきされた。

「『禁忌の泉』には絶対に近づいてはいけない。ましてや泉に入るなど、言語道断だ。神官たちに知られれば神殿にいられなくなってしまうぞ」

『禁忌の泉』は稀人の遺体が流れ着くこともあり、その名のごとく穢れた泉として忌避されている。その泉の中に入るなど、穢れを全身に浴びるようなものなのだろう。

　神官たちも決して泉には近づかない。泉がある森に足を踏み入れるのは、そのすぐ側にある薬草園を管理しているリアムだけということらしい。

「コウ、絶対に『禁忌の泉』に近づかないと誓ってくれ。次にこういうことがあれば、私もおまえを庇いきれなくなる」

　リアムのあまりの剣幕に驚きつつ、コウは二度と泉に近づかないと誓った。

　そうしてひと月余りが経っても、コウは相変わらず元の世界に戻れる目処もなくリアムの側にいた。

　夜になればリアムはほぼ毎晩コウを抱いて眠る。約束どおりセックスをされることはなかったが、それはそれでコウにとっては拷問でもあった。

　リアムに口づけられ、あの甘い香りに煽られて性器を硬くしたまま朝を迎える。疼く体を持て余して早朝から自慰をするものの、それが近頃一度抜いたくらいでは治まってくれなくなっていた。完全に欲求不満状態だ。

　街に女がいる娼館があることは知っているが、そこに行くのは躊躇するものがあった。何より、女を買うにも金がないし、リアムにそれを要求するのはさすがにはばかられる。

　いっそリアムとセックスをしてしまえばと思ったが、それだけはやめておけとコウの理性が引き留めた。

　悶々とした日々を過ごしつつ、クレイアスになじみ始めたコウは、今日も拝殿に入ったリアムの帰りを回廊で待った。

　夕刻の回廊は、沈み始めた日の光に照らされて白い石が何ともいえない琥珀色に染まっていた。

　回廊の中心にある池の周囲には、『禁忌の泉』でも見た青い花が咲いている。リアムの瞳のように鮮やかな青い花びらを眺めていたコウは、先日街で見かけた娼館を思い出し眉根を寄せた。

　青い壁の娼館で、けだるそうに窓の外を眺めていた若い男たち。何もかもを諦めたようなその表情を見た時、胸の奥が痛くなった。

「別に好きでオメガに生まれたわけじゃないのにな」

　彼らはオメガというだけで蔑まれ、月に一度やってくる激しい発情のせいでろくな仕事に就くことすらできないのだとリアムは言っていた。金があれば発情を抑えられる薬を買うこともできるが、薬は高価で貧しいオメガはそれもかなわない。激しい発情をやり過ごしながら生きていくには、あの青い壁の娼館で体を売るしか術がないのだ。

「何とかできないもんかな」

　ふっとため息をつき、コウは拝殿に目を向けた。

　リアムは日が昇る朝と日が沈む夕方の二度、神殿の奥にある拝殿といわれる場所で祈りを捧げる。この世界に飛ばされた翌日、コウは初めて拝殿の中で祈りを捧げるリアムの姿を見た。薄い布越しに見える神官の衣装を身にまとったリアムは、荘厳という言葉を具現したかのようだった。

　リアムが口にする祈りの言葉は全く理解できなかったが、歌うでもなく、ただ朗々と拝殿に響く澄んだ声は、聞くたびに心が洗われるような気になった。

　今も拝殿の奥から夕刻の祈りの声が聞こえている。だが、今日はその声が違ったものに聞こえた。

　リアムの声が耳に届くたびに全身が震えるような性的衝動に見舞われる。それだけではない。かなり遠くにいるというのに、リアムの髪から漂うあの甘い香りに誘われた。警護としてすぐ側にいる時ならまだしも、こんなに離れた場所にいてさえもその香りを感じて体が疼き始める始末だ。

　リアムにこの着方が面倒くさい服を着せて貰っているのだが、今朝は手がわずかに体に触れただけで性器が硬くなった。リアムは笑いながら「若い証拠だ」と言っていたが、若いだけでは済まされないものがあるとコウは思った。

　むろん早朝から浴室で自慰もしている。いつもよりも激しい欲情に晒されて三度も吐精したのだ。それにもかかわらず、リアムの手が触れただけで肉茎が硬くなった。昼も耐えきれずに部屋で二度抜いている。なのに、夕方近くになった今も性器が甘く勃起したままだった。

「何なんだよ……」

　拝殿からリアムの祈りの声が聞こえる。耳の中を直接愛撫されているような錯覚に陥り、コウは思わずその場にしゃがみ込んだ。耳を塞ぐと、今度は甘い香りが鼻腔をくすぐり始める。それはまるで声と匂いに全身を愛撫されているようだった。

「コウ様？」

　神殿に仕える若い神官が回廊に座り込んだコウに声を掛けてきた。

「大丈夫ですか？　どこかお体の具合でも──」

「いや、大丈夫。ちょっと目眩っていうか……」

　言いながら顔を上げると、そこにリアムと同じ銀色の髪と青い瞳があった。若い神官もアルファで、リアムと似た外見をしていた。同じアルファでも、この神官には何も感じない。なのに、遠くにいるリアムの声と香りに体が嫌というほど反応した。

「薬湯などお持ちいたしましょうか？」

　心配げな顔の神官に軽く首を横に振り、コウは小銃を杖代わりに立ち上がった。

「大丈夫。ちょっと疲れてるだけだと思──」

「コウ、どうしたのだ？」

　言い終わる直前に薄い布がめくられ、中からリアムが姿を現した。いつものごとく最高神官の衣装をまとったリアムは目が眩むほど美しい。いつまでも眺めていたいと思う荘厳な美しさだ。なのに、今はその姿を直視できない。

「コウ、体の具合でも悪いのか？」

　ふらつく体を支えるように柱にもたれさせていると、リアムが腕に触れた。

　その瞬間、体に電気が走ったような錯覚に陥った。性器が一気に硬くなり、前を合わせただけの服を押し上げる。慌てて身を捩ったが、今度は勃起したそれが服に擦れて強烈な射精感に見舞われた。

　これ以上リアムに触れられては、場所もわきまえずに射精してしまいかねない。慌ててリアムから飛び退いたコウは、少し体調がよくないと訴えた。

「ふらつくっていうか……たぶん疲れただけだと思うから、少し横になれば楽になると思う」

「そうか。今日は少し街の役人たちと話をしなければならない。具合が悪いのならおまえは先に部屋に戻って休んでいてかまわない」

「悪い……警護するって約束なのに──」

「気にするな。私もすぐに戻る」

　ふわりと向けられた笑顔にすら欲情する自分に呆れる。リアムから目を逸らしたコウは、その場から逃げ出すように回廊を走っていった。
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　ぞわりと肌に這い上がってくる淫らな感覚に苛まれ、コウは自分の体を抱きしめた。

「何でだよ……」

　リアムに腕を摑まれた時からずっとこの調子だった。今までもリアムが側に来ると妙な感覚に苛まれることがあったのだが、今日のこれはその比ではない。

　全身を撫で回されているようなぞくぞくした感覚は、紛れもなくリアムに対する欲望だった。リアムの顔や声はもちろん、ふわりと漂う香りにすら欲情してしまう。

　じくじくと体を苛む性欲を抑えきれず、部屋に戻ってから何度も自慰をした。性器が痛くなるほど扱き上げて射精をしても、体が肉の愉悦を求めて暴走する。いったい自分に何が起きているのか全く理解できなかった。

　年相応の性欲はあるものの、ここまで自分を制御できなくなることなど一度もなかった。駐屯地にいれば訓練で体はへとへとになり夜は性欲よりも睡眠欲が先に来る。それでもたまには自慰で抜くこともあるが、こんなにも激しく体が疼いたのは初めてだった。

「噓……だろ……」

　またもや体の芯が熱を持ち始め、床に座り込んでいたコウは寝台に背をもたれさせた。服の前をはだけ、足を大きく開く。

　この世界には下着をつけるという習慣がなかった。当然、コウに与えられた服にも下着がない。そのせいで、昼間もずっと勃起して剝き出しになった亀頭が服に擦れていた。

　警護としてリアムの側にいる時も、わずかに身じろぎをしただけで布が性器に触れ、そのたびに射精してしまいそうな快感に苛まれた。それをずっとこらえていたのだが、夕方、とうとう限界に来た。

「もう……勘弁してくれよ……」

　硬くなっている自身の性器に毒づきつつ、コウは肉茎に指を絡めた。包皮を下げ、カリを指で辿った途端、硬くなった肉茎がびくんと震えた。

「あ……ふ……」

　漏れ出した自分の声にさえ情欲を搔き立てられ、唇を嚙みしめる。

　一向に治まる気配がない劣情を持て余しつつ、コウは手をゆっくりと上下させた。きゅうっと腹の奥が絞られるような感覚が伝わると同時に、先端の小さな口から透明な露が溢れ出す。肉茎を伝い流れる露が指を濡らし、その滑りがより深い快感となってコウを快楽の縁へと導いた。

「あ……ぁ……、ふ……」

　漏れる喘ぎをこらえられない。次々に襲いかかってくる快楽に唇を震わせながら目を閉じた。

　脳裏に浮かんだのはリアムの顔だった。銀色の髪に縁取られた白い肌と宝石のような青い目。薄い桃色の唇が「コウ」と名を呼ぶたびに心が歓喜に打ち震えた。

　白い服に覆われた堂々たる体軀にも、何度目を奪われたことだろうか。あの服の中には美術館などにある古代彫刻のような体が隠されている。

「リアム……」

　あの唇に触れたいと思った。不思議な言葉で神への祈りを捧げるあの唇に触れたい。銀糸のような髪に、白く透き通った肌に触れたい。そしてあの大きな体に力いっぱい抱きしめられたい──。

「あ……ぁ……、リアム……」

　先端を撫でながらコウはリアムの名を呼んだ。

　自身の手をリアムの手だと思いつつ性器を扱く。程なく白濁が迸ほとばしったが、体の奥でくすぶる劣情は一向に治まる気配がなかった。むしろ、リアムを求めて先ほど以上に性器が硬くなろうとする。

　衣服をはだけ寝台に突っ伏したコウは、再び前を扱いた。

　自身が放った精液で濡れた指で後ろの窄すぼまりを探る。そこに浅く指を挿入すると、震えるような快感に包まれた。たまらず浅いところを激しく搔き回す。

「あっ、あっ……ふ……、ああ──っ！」

　指がとある場所に触れた途端、きんと耳鳴りがした。一瞬全ての音が消え、強烈な快感で目の前が真っ白になる。

　射精することなく絶頂に達したコウは、寝台の布に額を押しつけた。息をすると、そこからリアムの匂いが漂ってくる。その甘い香りに誘われてまた性器が硬く反り返った。

　すぎる快感の連続で頭がくらくらする。体を起こそうとすると肉の愉悦を求めて腰が自然に揺れた。わずかな刺激で肉襞が収縮して中に挿入した指に絡みつく。異物の存在を認識した肉の輪がぎゅっと締まり、コウは激しく体を痙攣させた。

「あ……イく……、は……ああっ──！」

　再び訪れた絶頂の渦に叩き込まれながら、コウは嬌きよう声せいを上げた。もう吐き出す精液もないのか、鈴口から粘度のある透明な露がとろとろと溢れ出す。

　既に息をするのも苦しかった。全身から汗が噴き出し、体がしとどに濡れている。心臓は今にも爆発してしまいそうなほど激しく脈打っているのに、欲しいのはこれではないと体が要求してくる。

　達しても達しても湧き出す淫らな欲望にコウは恐怖した。いったい自分の体に何が起きているのか理解できない。

「助けて……くれ……、もう……あっ……、ああっ──」

　呼吸をするたびに強烈な肉の愉悦に誘われて露が迸った。指を咥えている場所が、違うものを求めてひくひくと蠢うごめく。奥の熟れた肉壁が、おまえが欲しいものはそれではないだろうと囁き、コウの神経をじりじりと焼き焦がした。

「助けてくれ……誰か──」

　誰か──。

　そう口にしながら望んでいる『誰か』は一人しかいない。

「リアム……」

　ぽつりと呟きコウは性器を擦り上げた。亀頭を指の輪で刺激し、肉茎を扱く。

「ふ……あっ……、あっ、リアム……助けてくれ……、リアム……リアム──！」

　叫んだ直後に部屋を仕切っている布が開いた。

　淡い光の向こうに光る糸が見える。

　束ねられた銀色の糸に縁取られた白磁の顔を持つ人形。それが「コウ」と名を呼んだ。

「大丈夫か、コウ」

　心配する声なのに、それがまるで媚薬のように耳の中に流れ込んでくる。

　望んでいたものが目の前にある。そう思った瞬間に、コウの中で何かがはじけ飛んだ。

　湧き出したのは激しい肉欲だった。この男が欲しい。その欲望に自分の全てが支配される。

「リアム──」

　ぽつりと呟き、コウはゆっくりと体を起こした。

　衣服を乱し前と後ろを弄るコウの姿を見たリアムが眉根を寄せている。きっとリアムは呆れているに違いない。けれど、自慰行為を見られた恥ずかしさよりも、リアムに対する欲望が勝った。

「リアム……助けてくれ……」

　そう呟きコウはリアムに近づいた。

　自分でもいったいどこからこんな力が出たのだろうと驚くほど強い力で腕を摑み、リアムを柱に押しつける。

　漂ってきたのはリアムの匂いだった。甘く、そして少し刺激的にも感じる香りが鼻腔に抜け、痺れるような法悦に満たされる。

「どうしたのだ、コウ……その格好はいったい──」

　何かを言いかけた言葉を遮り、コウは強引にリアムに口づけた。暴挙に驚いたのか、リアムが目を見開く。

　次の瞬間、青い宝石のような瞳が深い藍色に染まった。

　澄んだ青から夜明けの深い藍色に変わりつつある瞳に、コウはぞくりと背を震わせた。

　この目だと思った。初めて会った時もリアムの瞳はこの色に変わった。何かの拍子で色が変わる双眸に一瞬で魅入られた。

　今もそうだ。この目を見つめているだけで、体の芯が熱を持ったように火照ってくる。

　我慢しきれず、コウは再びリアムの唇を深く覆った。舌に舌を絡ませ、口蓋をなぞる。リアムが苦しそうに眉根を寄せたが、その表情にさえ欲情し性器が腹に向かって反り返った。

「ん……ぅ……、ふ……」

　唇を深く合わせ、コウはリアムの舌をきつく吸い上げた。リアムとは何度も口づけをしているが、口腔で交じり合う唾液がこんなにも甘く感じたことは一度もなかった。舌を絡ませるたびに、まるで直接媚薬を流し込まれているように体が熱くなっていく。

「リアム……リアム……」

　口づけの合間に名を呼び、コウはリアムに手を伸ばした。銀色の髪に指を差し入れて頭を搔き抱き、嚙みつくように唇を合わせる。

　どれだけ激しく口づけてもリアムは拒絶しなかった。むしろ応えるように濃厚に舌を絡ませてくる。それを肯定と受け取ったコウは、湧き出す欲望のままリアムに体をすり寄せた。

　服ははだけたままだった。リアムの服に施された繊細な刺繡や縫い込まれた宝石類の凹凸が肌に直接当たる。それらが固く尖った乳首を掠め、また新たな快感となってコウを劣情へと駆り立てた。

「あ……う……、は……ぁ……」

　欲望のまま膝を太腿の辺りに擦りつけると、硬いものが当たった。

　白い服を押し上げているものがある。そこに手を伸ばすと、リアムがふっと小さく吐息を漏らした。

「コウ……」

　困惑気味にコウの名を呼ぶリアムの声が情欲に濡れている。そして声と同様に、リアムの性器は服の中で雄の形に変化していた。

　リアムの欲望が手のひらに伝わってくる。雄の象徴であるそれの大きさを感じた瞬間、コウの理性は焼き切れた。

「リアム……、あんたが欲しい……」

　抑えきれない自分の感情が何であるのか、コウは理解した。

　欲しいと思うこの感情は、リアムを抱きたいというものではなかった。抱きたいのではない。リアムに抱かれたい。あの大きな体に組み敷かれ、リアムを体の奥深い場所で受け入れたいという淫らな欲望だ。

「私が欲しい？　それは私と交わりたいということか？」

　尋ねられ、無言で頷いた。

　この体が欲しい。コウの本能の深い部分がリアムを求めて暴走を始める。その証拠に、後孔はリアムの楔を求めてひくひくと蠢いていた。

　一度として使ったことのないその場所が、早くここを埋めてくれと言わんばかりに淫らにひくついている。

　衣服の前を大きく開いたコウは、硬くなった性器を見せつけながら潤んだ目をリアムに向けた。

　金粉をまぶしたような藍色の瞳を見つめ、先端から露を零す自身の肉茎に指を絡める。淫らなことをしていると思ったが、自分の欲望が抑えられなかった。

「助けてくれ……リアム……」

　リアムを見上げながら呟き、自分で前を扱く。

「体が疼いて……昼間からずっとこうなんだ……どれだけ自分でしても全然治まらない……」

　助けてくれ。そう言い、コウはリアムの手を摑んだ。

　手を繫ぐ行為は淫らなことだとリアムは言っていた。それでもかまわず、指輪がいくつも嵌められたその手を取り自分の性器に押しつける。

　こんなことをしてはいけない。リアムはこの国の王子だ。いずれ国王になるだろう男に何をしているのだ。そう思いつつも、溢れ出す欲望を制御することができない。

　リアムの手を自身の性器に押しつけつつ、もう片方の手でリアムの肉茎に手を伸ばした。

　雄の形に変わっているそこを布越しに愛撫し、リアムを見つめる。

「リアム……もう我慢できない……」

　白い布を押し上げているそれに直接触れたい。その気持ちを抑えきれず、コウはリアムの服の帯に手を掛けた。

　垂れ下がった片方を引くと帯は簡単に解けた。宝石類が縫い込まれた帯を床に落とし、衣装の前をはだける。

　見えたのは顔と同様に白い肌だった。白磁のような染みひとつない胸元に、淡い色の乳暈が並んでいる。薄桃色のそれが目に飛び込み、ごくりと喉が鳴った。そこに吸い付きたい衝動に駆られ、コウの性器がぐんと反り返る。

「しても……いいか……？」

　柱に背をもたれさせたリアムを見上げ、コウは床に膝をついた。訝るリアムの腰に手を伸ばし、薄い布を開いた。二重になっている長い布の中で、リアムのそれは雄を強調してそそり勃っていた。

　太い杭のような肉茎が天を衝くように勃起している。

　我慢などとっくに限界に来ていた。欲しいと思った直後、コウはそれにむしゃぶりついていた。

「コ……コウ……、何を──」

　亀頭に唇を押しつけると、リアムが驚いて腰を引いた。それにかまわず、腰に腕を回して先端を口腔に招き入れる。口淫など一度もしたことがないのに、これが欲しいとコウの本能が叫んだ。

「んっ……う……、んんっ……」

　大きなそれはとてもではないが口腔に収まりきらなかった。咥えるだけで精いっぱいの先端を舌と唇で愛撫すると、リアムが吐息を漏らし始める。艶のあるその吐息がコウの劣情をさらに責め立てた。

　先端の小さな口から滲み出す露が甘く感じる。蜜のようなそれを舐め取り、吸い上げ、コウはリアムの肉茎を舌と唇で激しく愛撫した。

「だめだ、コウ……、そんなことをしては……」

　拒絶の言葉を口にしつつも、リアムの腰がゆらゆらと揺れる。息を荒くし始めたリアムの指が髪に絡み、コウは先端に唇を押しつけたまま顔を上げた。

　見えたのは情欲に濡れているリアムの顔だった。眉根を寄せ、快感に耐えているリアムの姿に気分が高揚する。

「気持ちいいか……？」

　尋ねると、リアムがふっと熱っぽい吐息を漏らした。

「コウ……おまえたちの世界ではこんなことをするのか？　そんなところを口に含むなど……」

　この世界に口淫という行為はないのだろうか。リアムが困惑しきった目を向けてくる。

「こういうのは嫌か？」

　尋ねると、一瞬黙り込んだリアムが複雑な笑みを浮かべて首を横に振った。

「いや……、案外そうでもない」

　正直な感想を口にされ、コウの気持ちはますます昂ぶった。鈴口を舌先でこじ開け、肉茎を手で擦る。裏筋を刺激すると、リアムの性器が口の中でびくびくと震えた。

「ん……んっ……ぅ……」

　わざと淫らな音を立て、コウはリアムを煽った。根元から裏側の筋をなぞるように舌を這わせ、また先端を咥える。唇でカリを締めると、リアムが慌ててコウの肩を押し返した。

「だめだ、コウ……それ以上されたらおまえの口の中に果ててしまう……」

「いい……かまわないから、オレの口に出してくれ……」

　驚愕の眼差しを向けるリアムを見上げ、コウは口淫を再開した。

　もっと味わいたいと思った。リアムが迸らせる蜜で口の中を満たしたい。あの生きた宝石のような男が自分の口淫に煽られ悶えていると思うと、それだけで興奮した。

　リアムの性器が口腔で跳ねるたびに先端からとろりと透明な露が溢れ出す。それを舐め取りながら、コウは裏筋を吸い上げた。

　くちゅくちゅとわざと湿った音を立てて先端を責め、太い肉茎を手で擦る。

　やがて、リアムが小さくうめき声を上げた。びくんと口の中で性器が震え、温かなものが迸る。

　二度、三度と口蓋に白濁が叩き付けられ、コウは恍惚とした笑みをリアムに向けた。迸ったそれを最後の一滴まで搾り取るように先を吸い上げ、舌の上に溜まったそれを味わいながら飲み干す。

　嚥下すると、これを望んでいたのだとばかりに体が歓喜に打ち震えた。それは、まるで干上がった土に水が染み込んでいくようだった。

「コウ……」

　たまらない多幸感に満たされていると、掠れ気味のリアムの声が耳に届いた。情欲に濡れたその声に、またもや淫靡なものが体の奥から湧き出してくる。

　視線を上げると、深い藍色に染まった瞳と目が合った。

　藍色の虹彩のあちこちに金がちりばめられているそれを見つめているだけで体が熱くなる。先ほどまでとはまた違う強い欲望に苛まれ、コウは戸惑った。

　鼻腔がリアムの匂いで満たされている。甘い蜜の匂いとしか思えないそれは、媚薬となってコウの体を駆け巡った。

「噓……だろ……」

　もう苦しいと体は限界を訴えているのに、本能がリアムを求めて暴走する。射精してもなお硬いままのリアムの性器に唇を押しつけ、コウは自らの性器に指を絡ませた。

　いくら吐精しても勃起は全く治まらない。欲望のまま硬くなるそれの存在は、コウにとってもはや苦痛でしかなかった。

「あ……ぁ……、は……」

　リアムの性器を舐めつつ、コウは自らの肉茎を手で扱いた。ぽとりぽとりと先端から露が零れ落ち、手の中で肉茎が震える。

「あっ、は……、あ……ぁ……、イく……」

　甘ったるい嬌声を上げながらコウは白濁を噴き上げた。

　リアムの目の前で迸ったそれが、弧を描きながら床に飛び散っていく。だが、吐精したというのに性器は萎えず、気持ちも昂ぶったままだった。

　目の前にリアムがいる。他人の目の前で自慰をする自分の姿に嫌悪感すら覚える。けれど、やめようと思っても心も体も言うことを聞いてくれなかった。

「も……苦しい……、助けて……くれっ……」

　荒い息を吐きながらコウはリアムを見上げた。きっとリアムは呆れ返っているだろう。淫乱な男だと軽蔑の眼差しを向けているに違いない。

　だが、コウの耳に届いたのは、侮ぶ蔑べつの言葉でもなければ嘲笑でもなかった。

「これが……発情期のオメガなのか……」

　ふいに呟かれたリアムの言葉をコウは心の中で反芻した。

　発情期のオメガ──。

　この世界にはオメガという存在がある。成長すれば月に一度発情期を迎え、その間に男と交われば子をなすことができる男子。ほんのわずかの確率で生まれてくるオメガの中には、その激しい性的衝動に耐えきれず若いうちに自ら命を絶ってしまう者もいると言う。

　以前リアムから聞かされたそれを思い出し、コウは愕然とした。

「発情……？」

　一瞬何を言われているのかわからなかった。

「オレが……発情……？」

「ああ。おまえはやはりオメガだ。今発情期に入っている」

「噓……だ……」

　こちらに流されてくる稀人にオメガはいないとリアムは言っていた。万が一コウがオメガだったとしても発情するかどうかわからないと、そう言っていたではないか。

「発情って……そんなの……、噓だろ……」

「私も驚いている。オメガの稀人など聞いたことがない。だがおまえのその様子は、間違いなく発情期に入ったオメガだ──」

　床に突っ伏したままコウは茫然とした。

　オメガという存在。そして月に一度あるという激しい発情期。人ごとだと思っていたそれが自分の身に降りかかっている。この体が爆はぜてしまいそうな淫らな欲情がオメガの発情だというのか。

「噓だろ……そんなの……噓だ……」

「コウ、そうなったのはいつからだ？」

「昨日くらいから……今日の昼にはもう……」

「そうか。ならばもう薬を飲んでも意味がないな。オメガの発情は薬で抑えられるが、発情が始まる前に飲まなければ意味がない」

「じゃあ……オレは……」

「もう遅い」

「そんな……」

「発情期は十日ほどで終わる。ただ、それにおまえが耐えきれるかどうかだが──」

　こんな状態に十日も耐えられるわけがない。強烈な絶頂の連続で発情期が終わる前に神経が焼き切れてしまうだろう。

　体力に自信はあるが、そんな問題ではなかった。射精のたびに心拍数が上がり、脳が酸欠を起こす。普通に呼吸することすら苦しく感じた。こんな強烈な絶頂の連続に苛まれては、さすがに心臓がどこまで持つかわからない。

「そんなの噓だ……」

　異世界に飛ばされ、体は知らない間にオメガという存在に変化し、挙げ句に発情してそれに耐えきれずに狂い死ぬかもしれない──。

　どうして自分がこんな目に遭わなければならないのだ。

　情けなさと悔しさで涙が溢れ出てくる。

「泣くな、コウ。おまえに泣かれると私はどうしていいのかわからなくなってくる」

　ため息交じりに言ったリアムが床に膝をついた。長い銀色の髪に指先を撫でられ、とっさに手を引く。リアムの髪が触れただけでも達してしまいそうだった。

「辛いか、コウ」

　尋ねられ無言で頷いた。

「そうか」と頷いたリアムがつとコウの手を取った。精液で濡れた手にそのままそっと口づける。

「リ……、リアム……」

　指に唇の感触が伝わり、また性器が跳ね上がった。

　触らないでくれ。そう思う気持ちと、もっと深いところに触れてくれと思う浅ましい気持ちがコウの中でせめぎ合う。

「や……やめてくれ、リアム……そんなことされたら……」

　余計に体が疼いてしまう。

　振りほどこうとした手をより強く摑まれ、コウはリアムを見上げた。

　リアムの瞳が先ほど以上に濃い藍色に染まっている。虹彩にちりばめられた金色もより強く光っているように感じた。

「コウ……私もおまえの発情の匂いに当てられてしまったぞ」

　そう言ったリアムが、指に絡みついていた精液を舐め取った。蜜を味わうようにうっとりと目を細め、笑みを浮かべる。

　淫靡な笑みだった。整った顔だからこそ、その笑みがより淫らに見える。

「リアム……？」

　リアムの中に今まで感じたことのない獰猛な雄の部分が垣間見え、コウは戸惑った。

　それは紛れもなく欲望の眼差しだった。リアムでもこんな表情をするのかと驚きさえもする。

　ふいに手を強く引かれ、リアムの胸に倒れ込んだ。

　胸元の白い肌が頰に触れ、ずくんと下腹が疼いた。抱きしめられた拍子に硬いままのリアムの性器が自分の性器に当たる。裏側の敏感な部分が擦れ合い、一気に気持ちが昂ぶった。

「リ……リアム……」

「おまえは幸運だ、コウ」

「幸運って……何が……」

「私はアルファだ。私ならおまえを助けることができる」

「え……？」

　聞き返した直後に、ふわりと体が浮いた。抱き上げられたのだと思った次の瞬間、背に柔らかな感触が伝わる。

　寝台に寝かされ、前をはだけられた。情欲に昂ぶる体をくまなく眺めたリアムが口角を上げる。

「私が欲しいと言っていたな。ならばおまえの望みどおりにしてやろう」

　そう言ったリアムの顔が完全に雄の顔に変わった。

　清廉潔白な神官から獰猛な肉食獣の雄に変貌したリアムを、コウは茫然とした面持ちで見上げた。金がちりばめられた藍色の双眸に見据えられ、ぞわりとした喜悦が肌を這い上がっていく。

「リアム……何を──」

「オメガの発情を抑えるのは簡単だ。アルファの私と情を交わせばいい」

「情を……交わす？」

「そうだ。私と交わればおまえのその発情は止まる。そういうことだ──」

　覆い被さってきたリアムの唇がコウの唇を覆う。

　体中を駆け巡った歓喜の炎は、コウのほんのわずかに残されていた理性を一瞬で焼き尽くした。
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「あ……ふ……」

　耳に届いた自分の甘い声に、コウはかっと頰を赤くした。

　何という乱れた声を上げているのだろうと思ったが、それをこらえることができない。

　乳暈をちゅっと吸い上げられ、背がのけ反った。コウに覆い被さったリアムが、片方の乳首を唇で責めつつ、もう片方を指先ではじいている。リアムの唇や手がそこに触れるたびに、コウの性器は痛いほど反り返った。

　決して強くない刺激なのに腰が勝手に揺れ始める。張り詰めた性器からはずっと半透明の露が漏れ出しているが、射精するまでには至らなかった。ただ焦らしているとしか思えないリアムの愛撫に、コウは激しく身を捩らせた。

「リ……リアム……、嫌だ……」

「嫌？　こんなに感じているのにか？」

　硬く尖った乳首を乳暈ごと摘ままれ、腰が跳ねた。リアムの指先が小さな突起をくびり出すように捻っていく。左右の乳首にそれぞれに違う快感を与えられ、コウは寝台に敷かれた布をきつく摑んだ。

　始まってしまった発情を抑えるにはアルファとの性行為しかない。それは理解した。けれど、そのためにこんな快感を味わわされるとは思いもしなかった。

　今までもリアムに口づけられて拷問じみた快楽地獄を味わわされてきた。けれど、今日ばかりは違った。今まで感じたことのない激しい劣情が体中を駆け巡っている。

「そ……そこはだめだっ……、リアム……」

　押さえられていた手を振りほどき、肌に絡みつく髪を軽く引っ張ると、リアムが顔を上げた。鮮やかな青い瞳は深い藍色に変化したままだ。金粉がちりばめられたその藍色の瞳に恐怖さえ覚える。

「ここが感じるのだな、おまえは」

　ふいに胸の先に快感が伝わり、コウはひゅっと喉を鳴らした。尖ったそこを舌先で転がされると、痺れるような快楽が湧き出してくる。

「あぁっ……あっ、は……」

　リアムの舌が、指先が幾度となく先端の小さな突起をはじく。そのたびにコウはびくびくと体を跳ねさせ、性器から露を溢れさせた。

　体のこんなところで感じてしまうなど、自分で自分が信じられない。今まで乳首への愛撫で感じたことなど一度もなかったのだ。

「そ……そこばっかり……嫌……だ、もう……」

「ここは嫌なのか」

　ならばと、リアムの手が下肢へと伸びていく。

「ここはどうなんだ。こんなに勃たせて辛くないか」

　ふいに性器に指を絡めたリアムが、先端の小さな割れ目をなぞった。濡れた鈴口を撫で上げられ、腰ががくがくと揺れる。

「あっ、あ……、ふっ……ああっ……！」

「いい声だ、コウ──」

　艶っぽい囁きを耳に吹き込みながら、リアムがまた乳首をきゅっと摘まんだ。

「ひ……ああっ……あっ……、ああっ！」

　性器と乳首を同時に愛撫され、コウは嬌声を上げた。性器から飛び散った精液がコウ自身の腹とリアムの胸を濡らす。胸元を汚したものを指に掬ったリアムは、それをコウの乳暈に塗りつけた。両側をコウが放ったもので濡らし、それをねっとりと舐め取っていく。

「どうだ、コウ……どんな感じがする？」

　硬く尖った先端を舌先で転がしていたリアムが、そこに軽く歯を立てた。

「いっ……」

　ちくりとした痛みが伝わり、コウは喉をのけ反らせる。だが、痛みは一瞬で快感に変わり、また性器から露が零れ落ちた。

「発情したオメガとはこうも感じやすい体になるのだな……」

　確認するように呟いたリアムが、ゆっくりと体を起こした。性器から白濁を滴らせるコウを見下ろし、自らの性器を軽く手で扱く。

　リアムの性器は天を突くようにそそり勃っていた。大きく張り出した薄桃色の先端も、筋が張った肉茎も、きゅっと盛り上がった袋も、それら全てが部屋の薄明かりの中で雄を主張している。

「これが欲しいか、コウ」

　そう言われ、ぞくりと背が震えた。欲しいと思った途端に後ろが疼き始める。

　コウには同性とのセックスの経験はなかった。むろん、後ろも使ったことがない。先ほど自分で指を挿れて弄ってみたものの、狭いそこがリアムのものを受け入れられるほど広がるとは思えなかった。

　躊躇しているとリアムが寝台に横たわった。大きな枕に背をもたれさせながら、自らの性器を手で扱いている。勃ち上がった肉茎からとろりと露が溢れ出す様子に、コウは喉を鳴らした。

　これを自分の中に挿れてしまいたい。そう思いつつも、リアムの性器の大きさに恐怖を覚えた。

　戸惑っていると、笑ったリアムに強く手を引かれた。怖いかと尋ねられ、無言で頷く。

「大丈夫だ、コウ。オメガは発情すると体が変わる」

「でも……」

「酷いことはしない。私の上に跨がってみろ」

　言われるまま、コウはリアムの腹の上に跨がった。尻に大きな楔が当たり、思わず腰を浮かせる。

「怯えなくてもいい。そのままじっとしていろ」

　口角を上げたリアムが、後孔を指で撫で上げた。

　細い指が閉じたままのそこをゆるゆると撫で回していく。愛撫であってそうでないような微妙な感覚に苛まれ、コウはまた腰を浮かした。それを押しとどめるように、リアムが背を抱きしめる。
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「動くなと言っているだろう」

　ぬぷっと指が挿入され、背がのけ反った。

「は……ああっ──！」

　自分のあまりにも淫らな声に驚き、コウは慌てて手で口を塞いだ。それを見上げていたリアムが挿入させた指を中でぐるりと回す。

「あっ……あっ……、は……ぁ……」

「もっと感じさせてやろう。ここが蕩けるくらい──」

　言いながらリアムが何度も指を抜き差しする。いったい何が分泌されているのか、やがて狭い窄まりからとろりとしたものが溢れ出した。指に絡むそれを眺めたリアムが満足げに微笑む。

「発情したオメガを抱くのは初めてだが、さて──」

　コウを見上げながらリアムが笑みを零した。残酷にも思える笑みなのに、なぜか心が歓喜に打ち震える。

　リアムの腹に跨がったまま尻を割り広げられた。大きな屹立がコウの窄まりに触れる。これを挿れられるのかと思うと、反射的に腰が引けた。だが、それを押しとどめたリアムが先端をあてがう。

　押し当てられ、割り広げられたと思った直後にずんと突き上げられた。

「う……ぅ……、ああっ──！」

　肉の輪を広げ、肉襞を擦りながらリアムの肉茎がずるずると中に入ってくる。ずくっと肉壁を突かれ、体が硬直した。

「はあっ……ああっ、く……うぅ──！」

　強烈な圧迫感と絶頂感が伝わり、コウは必死で身を捩らせた。

　痛みなど何もなかった。あの大きな楔を挿入されているにもかかわらず、伝わってくるのはだた泣きたくなるような快感だけだ。

　下から突き上げられるたびに肉襞を擦られ、快感で体が痙攣する。反った先端でぐりっと中を抉られると精液が噴き上がった。飛び散った精液がコウの腹とリアムの胸を濡らしていく。

「は……あ……ぁ……、いい……気持ちいい……」

「コウ……いい顔だ……、おまえのその顔に私もそそられる──」

　そう言ったリアムが口角を上げた。体をゆっくりと起こし、コウを膝の上に抱きかかえる。腰をしっかりと押さえて背を抱いたリアムは、再び下から激しく突き上げ始めた。

「ああっ──あっ、あっ──！」

　張り出したカリで中を搔き回され、コウはまた白濁を飛び散らせた。

　リアムの長い肉茎が奥深い場所に入り込み、絶頂したばかりの体に新たな快楽を叩き込んでいく。反り返った先端に奥にある小さな門を刺激されると、泣きそうなほど体が震えた。そんなコウの快感が伝わったのか、リアムが先端でそこを激しく擦り始める。

「く……ぅ……ああっ──、イくっ……ああっ！」

　射精はしない。なのに、奥深いその場所を擦られると絶頂感だけが絶え間なく訪れた。あまりにも強い刺激で体が溶けて崩れてしまいそうになる。

「リアム……も……う……おかしくなりそうだ……」

　先端から透明な露だけを溢れさせ、コウはリアムにすがりついた。わずかに残った理性がこれ以上の快感に恐怖する。けれど、体は貪欲すぎるほどリアムを求めていた。

「リアム……」

　藍色の双眸を見つめ、コウはリアムに口づけた。

　ねっとりと絡みついてくるリアムの舌が、口腔に唾液という媚薬を送り込んでくる。それを舐め取りながらコウはゆるりと腰を動かした。円を描くように腰を振ると、中に入り込んでいるリアムの性器が最奥にある快感の元を抉る。

　腹の奥に火を点けられたような熱が伝わり、コウは背を震わせた。絶頂感をこらえながら腰を振り立て、リアムを誘う。それに応えるように、リアムが奥の壁を突き上げた。

「あ……ふ……、あぁっ……、は……リアム……もっと……」

　とろりとした視線を向け、コウはリアムの頰に手を伸ばした。細い糸のような銀の髪に指を絡ませ、ゆっくりと唇を近づける。

「もっとしてくれ……もっと……」

　掠れた声で囁き、リアムに口づけた。貪るように唇を合わせ、舌を絡ませる。

　リアムもそれを拒もうとしなかった。唾液が絡み合う湿った音を立てながらコウの舌を吸い上げ、口蓋を舐めていく。

「おまえのこれは媚薬だな……」

　唇を濡らす唾液を舐め取りながらリアムが囁いた。

「私にはどんな美酒よりも甘美に感じるぞ」

　そう言い、「ここも」とコウの性器に指を絡める。

「おまえが溢れさせるこれも同じだ、コウ。これを口にすると体中が熱くなる──」

　言いながら漏れ出す露を指で掬ったリアムは、それをためらうことなく舐め取った。恍惚とした笑みを浮かべ、体を繫げたままコウを寝台に横たえる。

「おまえをもっと味わわせてくれ──」

　独り言のように呟いたリアムがコウの足を抱え上げた。いったん引き出した肉茎を軽く手で扱き、後孔にあてがう。ふっと笑みを零したリアムは、そのままそれを根元まで挿入した。

「く……うぅ……、あああっ──！」

　太い肉の杭がコウを一気に貫いた。根元まで入り込んだそれが最奥の門をくぐる。そこを激しく揺さぶられ、コウの性器から透明な露が迸った。

「うくっ……う……、ああっ！」

「最高だ、コウ……おまえの中が吸い付いてくるぞ……」

　奥をぐりぐりと抉りながらリアムが囁く。だがその声はコウの耳には何も届いていなかった。

　リアムが腰を蠢かせるたびに強烈な絶頂感が訪れ、コウの世界から音も光も消える。感じるのは体の芯から湧き出す深い法悦だけだった。

「あっ……あっ……、ああっ、イく……イく……ああっ──！」

　コウが絶頂してもかまわずリアムは奥を抉るように突き上げてくる。狭いそこを刺激されると、後孔を広げられる圧迫感と相まってより深い快楽へと叩き込まれた。

「一番気持ちがいいところはここか」

　口角を上げたリアムが、尋ねながら奥を責める。先端が奥の壁を抉り激しい絶頂感に包まれた。

「あ──っ！　あっ、あっ！」

　奥深い場所に打ち込まれる律動に目眩がした。絶頂の連続で、息をするのも苦しくなってくる。

　やがてリアムの息が少しずつ荒くなり始めた。それに合わせるように奥を突き上げる動きも激しくなっていく。最奥の壁を小刻みに、だが激しく突き上げられ、コウは目を見開いた。

「はっ……ああ……あっ、イく……また……ああっ──！」

　透明な露を迸らせコウはひときわ大きな絶頂の渦に叩き込まれた。中が激しく収縮し、リアムの大きさや硬さをよりはっきりと伝えてくる。

「あ……、あ……、コウ──！」

　小さく声を上げたリアムの体がふいに痙攣した。同時に、コウの窄まりを穿っていた肉茎も震える。

　不思議な感覚だった。

　そんなものを感じるはずがないのに、奥に放たれたリアムの白濁で中が満たされていくような錯覚に陥る。そして、それを感じた直後に全身を苛んでいた淫らな肉欲が霧散した。字のごとく、濃い霧が一気に晴れていくように消え失せていく。

「リアム……」

　名を呼ぶと、コウの体にのしかかっていたリアムが顔を上げた。

　深い藍色に染まっていた双眸が、ゆっくりと澄んだ青色に戻っていく。コウと同様に、リアムの中の獣もまた絶頂と同時に消え失せたのだろう。

　やがて荒い息を吐きつつ、リアムが体を起こした。白い肌が上気して薄い桜色に染まっている。その肌のあちこちが白濁で濡れていた。それは紛れもなくコウが放った精液だった。

　激しすぎる情事の名残を目の当たりにし、コウはかっと顔を赤くした。

　リアムの体を汚してしまった罪悪感もさることながら、その体に乗り上げ腰を振り立てて快楽を貪っていた自分を思い出すと、この場から消えてしまいたくなってくる。あの体が爆ぜてしまいそうな肉欲は消えたが、どこかに飛んでいってしまっていた理性はリアムの精を受け取った瞬間に戻ってきた。理性が戻ってくると、今の自分の乱れた姿が恥ずかしくてたまらない。

　とにかく汗と精液でまみれた体を隠したくて、コウは慌てて寝台の隅に丸められた布を引き寄せた。

「どうしたのだ？」

　布を体に巻き付けていると、けだるそうに髪を搔き上げたリアムが尋ねてきた。

「今さらなぜ体を隠す？」

「今さらって……」

　たった今までリアムと深い部分で繫がり合っていた。あれだけ激しすぎる行為をしておいて確かに今さらではあるのだが──。

「そ……その、悪い……オレ……」

「ああ？　なぜ謝る？」

「だってさ……」

　今までずっとリアムを拒絶してきた。いずれ自分は元の世界に帰る。もしかするとオメガかもしれないという可能性が捨てきれない以上、妊娠のリスクは避けなければならない。何があってもリアムと体を繫げるわけにはいかないと思っていた。

　むろん、自分が同性愛者ではないということもある。ただ、この世界に飛ばされてひと月近くが経ち、リアムに少しずつ惹かれていることも同時に感じていた。

　異世界の人間だからなのか、それとも王族という環境のせいなのか少し話が通じない部分はあるにせよ、それを差し引いてもリアムは魅力的な男だった。きっといい王になるだろうとも思った。

　主君と家臣という立場ではなく、友人というわけでもない。むろん、恋人でもない。リアムとの微妙な距離感に戸惑いつつも、コウの中でリアムの存在は日に日に大きくなっている。もしも体を繫げてしまうと、その微妙な距離感が壊れてしまうのではないかと思った。

　この世界で王になる男と、いずれ元の世界に戻らなければならない異邦人の自分。別れの日は必ず訪れる。だから、今のこの関係を崩してしまうわけにはいかないのだ。

　なのに半ば無理矢理といった形でリアムと体の関係を持ってしまった。発情という熱に浮かされていたとはいえ、この国の王になろうかという男に抱いてくれと迫り、強引に口淫をしてセックスに持ち込んだ。先ほどまでの自分の痴ち態たいを思い出すと、顔から火が出そうになってくる。

「ほんと……悪い。その、何ていうか……、無理矢理やった感半端ないっていうか……」

「気にするな。私もおまえの発情に当てられた。お互いさまだ」

　くすっと笑いリアムが大きな枕に背をもたれさせる。

　均整の取れた美しい体に目を奪われた。

　リアムはいつも無防備だ。朝、湯を浴びた後も平然と裸体を晒して着替えを始める。ここ数日などは、この体を見せつけられるたびに耐えがたい性的衝動に苛まれていた。自分の浅ましい欲情が理解できず、リアムにそれを悟られまいと必死でごまかしていたのに、鈍感なリアムはそれに全く気づかないのだ。

　今もこうして情事の跡を生々しく残した体を恥ずかしげもなく晒している。こんな風に情事の名残を見せつけられると、目のやり場に困るではないか。

　寝台の片隅に座り込んだコウは、どこを見ていいのかわからずリアムから目を逸らした。これ以上リアムの体を見ていると、欲しいと思う気持ちがまたしても湧き出しそうになる。

「気分はどうだ？　少し落ち着いたか？」

　言われて無言で頷いた。

　あの神経が焼き切れてしまいそうな激しい性的衝動は消えつつあった。体に違和感があるものの、それはおそらく大きすぎるリアムのものを受け入れたせいで感じるのだろう。

　そうだ。リアムのものを受け入れたのだ。深く交わり、口づけを交わし、そしてリアムがコウの中で果てた。迸る白濁を体の奥深い場所で受け入れたのだ。

　発情したオメガはアルファと情を交わすことで子をなすことができる──。

　ふいにその言葉を思い出し、コウはリアムに目を向けた。

「どうした？」

「あのさ、前に言ってたよな。オメガは発情期にヤると妊娠するって」

「そうだな。発情期のオメガならアルファと交われば子を宿す可能性があるな」

　その言葉に愕然とした。

　どうやらオメガという存在らしいコウは、今まさに発情期の真っ最中だった。そんな時にアルファであるリアムとあんな激しいセックスをしてしまった。おまけに奥深い場所に射精されてしまったのだ。中からリアムの精液が流れ出してくる気配はないが、それがかえって不安を煽る。

「ちょっと待ってくれよ。じゃあ、オレ、妊娠するかもしれないってことか？」

「どうだろうな。おまえはオメガだが稀人だからな。私と子をなせるかどうかは微妙なところだ。オメガの稀人など前例がないから、何とも言いがたいが」

「可能性はゼロじゃないってことかよ……」

　ふと脳裏に浮かんだのは大きな腹を抱えた自分の姿だった。できることなら想像したくなかったその姿にげんなり肩を落とす。

「どうした？」

「いや、想像しなくていいことを想像して気が萎えただけ」

　気にしないでくれと言い、コウは寝台に突っ伏した。

　リアムを受け入れたおかげであの強烈な性欲は失せている。体もくたくたで今は自慰をしようという気も起きない。だが、代わりに別の不安で頭の中がいっぱいになった。

「妊娠って……マジかよ……」

「おまえは私の子を宿すのが嫌なのか？」

「え？」

「誰もが王位継承者である私との子を望む。おまえはそうではないのか？」

　確かに次期国王を約束されているリアムの子を産めば、この国での地位は約束されるのかもしれない。けれど、この世界の住人ではないコウにとって男の自分が妊娠するなど理解しがたいし、理解したくもなかった。

「嫌とか嫌じゃないとかそういう問題じゃなくてさ。その……あれだよ、気持ちの問題。自分が妊娠している姿を見たくないだけってやつ」

　大きなため息をついたコウを見下ろしリアムが肩をすくめる。ふいにうなじに口づけられ、コウは驚いて後ろを振り返った。

　理由はわからないが、リアムの唇が首筋を這うたびに恐怖心のようなものに苛まれた。今もそうだ。うなじに唇が触れた瞬間、全身が総毛立つ。

「コウ──」

　首の後ろ、そして耳をちゅっと吸い上げられ、体が跳ねた。背後から覆い被さってきたリアムの性器が尻に当たる。また硬くなり始めているそれを擦りつけられ、コウはぞくりと背を震わせた。

　そっと後ろを振り返ると、リアムの瞳がまた青から金粉をちりばめた藍色に変化し始めている。それはリアムが欲情している証しでもあった。

「リ……リアム……」

「言わなかったか？　アルファは発情したオメガの匂いに誘われるのだ」

　ぽつりと呟き、リアムがまたうなじに口づけた。

「甘い香りだ、コウ。おまえからずっとそんな匂いがする……」

　リアムの舌がうなじや首筋を這い回り、コウは唇を嚙みしめた。不快ではない。なのに、そこにリアムの唇が触れると恐怖心に似た何かで全身が震え始める。

　甘く痺れるような感覚がじわりと体に広がり、コウは枕をぎゅっと摑んだ。

「リアム……、もうだめだ……、そんなことしたらまた……」

「アルファとの交合で発情が抑えられるのは半日がいいところだ。時間が経てばまた先ほどの状態になってしまうぞ」

　数時間後にまた激しい劣情に苛まれる。体が爆ぜてしまいそうなあの状態を思い出し、コウは唇を震わせた。

「そんな……噓だろ……」

「心配するな。強い発情は数日で落ち着く。次は発情期が来る前に薬を飲めばいい」

「でもさ、今回のはもう遅いんだよな……」

「大丈夫だ。私がいる。言っただろう。アルファの私ならおまえの発情を抑えられる」

　リアムと体を繫げれば確かに発情は抑えられるだろう。だが、それには子を宿してしまうかもしれないという大きなリスクがある。

　リアムを受け入れて発情を止めるか、それとも拒否して妊娠を回避するか──。

「だめだ……リアム……、オレ、子どもができたらまずいんだ……」

　自分はいずれ元の世界に帰る。妹や西島、部隊の仲間たちがいるところに帰らなければならない。だから、リアムの子を腹に宿すことなどできないのだ。

「リアム……」

　後ろを振り返ると、リアムの瞳が完全に藍色に染まっていた。虹彩に金をちりばめた瞳が獰猛な光を放っている。

　怖いと思う反面、別の感情が湧き出した。不思議な感覚だった。

　自分の中でずっと欠落していた何かがそこに上手く嵌まったような、そんな感覚だ。

　それと同時にリアムに対する欲望が湧き起こり、コウの性器がぐんと勃ち上がった。じわじわと体に広がっていくのは、先ほど嫌というほど味わわされたあの淫らな疼きだった。

「リアム……オレ……」

「大丈夫だ、コウ。おまえは稀人だ。だから私と情を交わしても子を宿すことはない」

　リアムのその言葉は不確定な要素しか含んでいなかった。子を宿さないなど何の保証もない。けれど、コウは無言で小さく頷いた。

　尻を上げると、リアムが双丘を広げた。中心を暴かれ、背が震える。

「ここが私を求めているぞ、コウ──」

　濡れたままの窄まりに楔を擦りつけながらリアムが囁いた。その声に誘われ、腹の奥がじくじくと疼き始める。

「あ……ぁ……、リアム……」

「いい声だ、コウ。もっと聞かせてくれ」

　甘い声で囁いたリアムが、屹立した楔を濡れたままの後孔にあてがった。

　肉の輪を広げたそれをずぶりと挿入され、快感で全身が総毛立つ。

　背後からのしかかるような突き上げに、足ががくがくと震えた。リアムの大きな性器に奥を抉られ、せっかく治まっていた強い劣情が再び体に駆け巡る。

「くっ……う……あっ……、あっ……、あ……ああっ！」

　腹の奥が熱い。リアムがそこを搔き回すたびに神経が焼き切れそうな快感が押し寄せてくる。

「コウ……、おまえの中が熟れて……吸い付いてくるようだ……」

　リアムの熱っぽい声が耳朶に届き、性器が跳ねた。後孔に挿入したままリアムがコウの性器を扱く。そこから湧き出す快感で、コウは激しく首を振り立てた。

「ああっ……！　あっ……、はっ……」

「案ずるな、コウ。万が一子を宿しても、おまえも、私とおまえの子も大切にする──」

　そう囁くリアムの声が遠い。中を激しく搔き回され、頭の中が真っ白になっていく。

「あ……ぁ……、リアム……」

　ぞくぞくした震えが止まらなかった。リアムに与えられる規則的な律動で、快楽を求める肉襞が絶え間なく収縮する。

「してくれ……リアム……、オレの中、もっと搔き回してくれっ──！」

　リアムを誘う自分の声を遠くに聞きながら、コウは深い快楽の中へと落ちていった。
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　初めて発情し体を繫げた翌日から、コウはリアムの私室に籠もった。

　数日は強い発情があると言われては、とてもではないがリアムの警護などしていられそうにない。そして、リアムの言葉どおり、発情は数時間ごとにコウの体を苛んだ。

　一応薬だという飲み物を渡されたが、焼け石に水とはまさにこのことだった。

　夜はリアムに抱かれ、昼は寝台に突っ伏しながら自慰を繰り返す。時折リアムが様子を見にやってくるが、そのたびにコウは我慢しきれず大きな性器にむしゃぶりついた。

　そして、リアムもまた獣のような激しさでコウを抱いた。

　夜、私室に戻ったリアムは、大きな体でコウを組み伏せ、熟れた後孔に楔を突き立てた。どうやら発情したオメガにアルファも誘われてしまうらしい。いつもの神官の顔ではなく、完全に雄の顔になったリアムは、理性を失ったような激しさでコウを責め立てた。

　平常心をどこかに置いてきてしまったリアムは、まさに獣そのものだった。一晩で何度絶頂に達したのか、数える気もしない。体力も精力も旺盛なアルファのセックスは、経験のないコウをあっという間に陥落させた。

　リアムの大きな肉茎を受け入れ、コウは声もなく絶頂を繰り返す。リアムが中で果て、濃厚な白濁を放った直後だけが、何とか理性を保っていられる時間だった。

　そんな日が数日続き、ようやく強い発情が落ち着いてきた頃、神殿にいる神官たちの間にコウがオメガだという噂が流れ始めた。

　リアム様のお側に仕える『黒の稀人』はどうやらオメガらしい。

　そのオメガは発情しているそうではないか。

　神殿に発情して穢れたオメガを入れるなどリアム様は何を考えていらっしゃるのか──。

　オメガに、そしてコウや、そのコウを側に置くリアムに対するあからさまな侮蔑の言葉は、やがて神殿の奥の部屋に籠もっているコウの耳にも届いた。

　リアムはそんな噂など気にするなと言うが、コウを庇うことによってリアムまで非難されている。それがコウには耐えられなかった。

　クレイアスに住む民はリアムを慕っており、オメガに対する差別意識も神殿にいる者たちに比べるとかなり緩い部分はある。だが、神殿にいる上級神官や王族といったアルファたちは違った。王位継承者であり最高神官でもあるリアムが発情したオメガを側近くに置くことをよしとせず、あからさまに非難する者もいる。

「参ったな……」

　リアムの私室にやってきたアレイルが、発情のせいで憔悴しきったコウを眺めながら言った。

「あなたがオメガだと神殿の老害どもが騒いでいる」

　上級神官たちを『老害』と言い捨て、アレイルがため息をつく。整った顔に似合わず辛辣なアレイルをちらりと見やり、コウはふっと息を吐き出した。

「悪い……あんたにも迷惑かけてさ……」

　どうやらコウがリアムの警護から外れたせいで、本来文官であるアレイルが警護役として駆り出されているらしい。リアムが側近くに仕える者を厳選しているのが主な原因なのだが、それ以前にクレイアスには武官があまりにも少なすぎるのだ。

「だいたい私は剣ではなく筆記具を持つのが仕事なんだぞ」

　なのに馬鹿な襲撃者たちのせいでちっとも仕事がはかどらないとぼやき、アレイルは窓辺に座っているコウに近づいた。

「それで、発情はどうなんだ？」

　尋ねられ思わず口籠もる。

　発情から数日が経ち幾分ましにはなっているものの、完全に治まったとは言いがたい。顔を上げると、アレイルが口を閉ざして一歩身を引いた。

「アレイル……」

「そんな切ない声で呼ばないでくれ。私まで妙な気分になってくる」

　苦笑交じりにそう言い、アレイルはコウにグラスを差し出した。

「飲めばいい。薬湯だ。少しは発情を抑えられるだろう」

　言われるままコウはそれを口にした。一応発情を抑える薬湯らしいが、あまり効いている感じがしない。意味がないと思いつつも、舌に伝わるレモンに似た爽やかな味に気持ちがほっとした。

　ふっと息をつくと、アレイルがまたため息をつく。

「それにしてもたまらない香りがするな。発情中のオメガを見るのは初めてではないが、あなたのそれは特別だ。近づくだけで気が騒いで仕方がない」

「そうなのか？」

　自分ではわからないが、リアムも同じようなことを言っていた。アルファであるリアムは、コウから漂うオメガの甘い匂いに誘われて理性が保てなくなってしまうらしい。

　コウにはリアムの方がよほど甘い香りを漂わせていると思うのだが、アレイルにはそれがわからない。感じるのはコウが放つ香りだけだという。

「どう説明すればいいのか……とにかく甘い匂いがするんだ。気を許すとあなたがリアム様のものだということを忘れそうになる」

　獣になりそうな自分を必死で抑えているのだと言い、アレイルは壁に背をもたれさせた。

「毎晩リアム様のお情けを受けていてその状態なのか？」

「まあ……そうなんだけど……」

　アレイルは呆れるだろうが、毎晩どころの話ではなかった。日中も様子を見に来たリアムと体を繫げている。それでも激しい性欲を抑えきれずに自慰をしているのだ。おかげでほとんど眠れておらず、これでは憔悴して当たり前というものだ。

「若いうちに死ぬオメガがいるってわかる気がした。毎月こんな風になるなんて、耐えられないよな……」

　ぽつりと呟き、コウはグラスを窓辺の棚に置いた。

　遅まきとはいえ、コウはこうして薬で発情を若干抑えることができるが、貧しい庶民は薬を手に入れられない。激しい発情を乗り切るために仕方なく娼館で春をひさいでいたオメガたちを思い出し、コウはアレイルに目を向けた。

「なあ、アレイル。この薬って量産できないのか？」

　以前同じことをリアムにも聞いた。量産できない事情があるようなことを言っていたが、その事情とは一体何なのだろうか。

「まあできないこともないだろうが、基本的には神殿から薬草を持ち出すことは禁止されているからな」

「そうなのか？」

「ああ。神殿に咲いている青い花も抑制効果があるのだが、これも神殿からの持ち出しは禁止だ」

「あの花ってあっちこっちに咲いてるじゃないか。なのに持ち出し禁止って、けちくさいな」

　それにはいろいろと事情があるのだとアレイルが肩をすくめた。

「あなたが流されてきたあの泉の近くに薬草園があっただろう。薬草はあそこにある。あれはリアム様の父君が作られた薬草園で、今はリアム様が管理しておられる」

「リアムの父親ってことは、今の王様か？」

　尋ねるとアレイルが複雑な顔をした。

　そういえばリアムはこの国の王子だとは聞いたが、王の姿は一度も見ていない。見る限り拝殿があるここが一番大きな建物だが、この中のどこかに国王がいるのだろうか。

「前から気になってたんだけど、王様ってこの神殿の中にいるのか？」

「王は病に伏せっておられる。拝殿の最奥に王の居室があるが、王が我々の前に姿を現されることはほとんどない」

「リアムのお父さんて病気なのか？」

「そうではない。現王のファリド様はリアム様の父君ではなく祖父にあたるお方だ」

「え？　じゃあリアムのお父さんは？」

「リアム様の父君はここから遠く離れた北の神殿にいらっしゃる」

　なぜかそれ以上の言葉を濁すアレイルに、コウはこの国の複雑な事情を感じ取った。所詮部外者でしかない自分が深く立ち入ってはいけない事情がこの国にある。そう思った。

「悪い。それ以上は聞かないでおく」

「ああ。その方が私も助かる」

　皮肉っぽい笑みを浮かべ、アレイルが仕事に戻ると踵を返す。その直後、部屋を仕切る布が大きく開いた。

　銀色の髪が見え、一瞬リアムかと思ったが違った。リアムならば姿を見る前から体が騒ぎ始める。だが、今はそれを一切感じなかった。

　案の定、部屋に入ってきたのはリアムではなかった。

「ダ……ダーレンス様……」

　いきなり現れた男にアレイルが慌ててその場に膝をつく。深々と頭を下げるアレイルに一いち瞥べつをくれ、男がずかずかとコウに近づいた。腰に佩いた大剣の鞘が帯の宝石に当たって小さな音を立てる。

「おまえが『黒の稀人』か？」

　尋ねられ、コウは男を見上げた。

　驚くほどリアムによく似た男だった。

　大きな体も、銀色の長い髪も、白磁のような白い肌もリアムと同じだ。声までもが似ている。唯一違うのは瞳の色だった。リアムのような青い瞳ではなく、この男の瞳は深い緑色をしていた。

　リアムの瞳がサファイヤならば、さしずめ男の瞳はエメラルドといったところだろうか。リアム同様に歩く宝石のようだ。そう思いつつ男をまじまじと見上げていると、男の口角がゆっくりと吊り上がった。

「なるほど。黒い髪と黒い瞳の『稀人』か。予言どおりだな」

　男の手が伸びたと思った瞬間、髪をぐっと摑まれた。抵抗しようにも、ここのところの激しい発情で体力が根こそぎ奪い取られていた。おまけに、男はリアムと同様かなり大柄で力が強い。コウを軽々と抱き上げるのと同じ力で無理矢理上を向かされ、息が詰まりそうになった。

「いっ……てぇ……」

「やはりな」

　くっと唇を歪めて笑い、男が顔を近づけてきた。

「噂どおり『黒の稀人』はオメガか。それにしては随分体が大きいようだが」

「だ……だったら……何だよっ……」

「どうやら発情しているようだな。男を誘う淫らな匂いがぷんぷんしている。その分だと相当体が疼いているだろう。リアムにはもう抱いて貰ったのか？」

　あからさまな言い草に怒りがこみ上げた。昨晩もリアムと体を繫げたが、それをこの男にどうこう言われる筋合いはない。

「は……放せ……」

「放せだと？　おまえはオメガの分際で私に命令するのか？」

　いきなり頰を張られ驚愕に目を見開いた。

　突然の暴力に茫然としていると、男が帯に手を伸ばしてきた。垂れ下がった片側を引かれた途端、帯が解け落ちる。そのまま服の前を大きくはだけられ、コウは慌てて襟えり元もとを搔き合わせた。

「ちょ……何すんだよっ！」

「黙れ」

「何だよっ！　いきなり何な──」

「黙れと言っているのが聞こえないか」

　言いかけるとまた頰を張り倒された。

　衝撃で床に倒れ込むと、入り口近くで膝をついていたアレイルが慌てて立ち上がる。

「ダーレンス様！　どうかご容赦を！」

　ダーレンス──。

　先ほどもアレイルはこの男をダーレンスと呼んだ。これがこの男の名前なのだろう。

　ダーレンスの口調から、明らかにアレイルより上の立場にあることはわかる。外見からすると、おそらくアルファなのだろう。身につけている服や宝飾類もリアムと同じくらいか、それ以上に価値がありそうなものばかりだった。それらからもこの男の身分がかなり高いということが見て取れる。だが、だからといっていきなり殴られて服を剝ぎ取られなければならないいわれはない。

「何しやがるんだっ！　何なんだ、おまえっ！」

「おまえだと？　誰に向かってそんな口を聞いている？」

　再び手を振り上げたダーレンスの服の裾を、床に跪いたアレイルが強く引く。

「ダーレンス様、どうかご容赦を──！」

「下がれ、アレイル」

「ダーレンス様！　この者はリアム様の警護をしている稀人。どうか、どうかご容赦を──」

「下がれというのが聞こえなかったか、アレイル」

「ダーレンス様！」

「邪魔だ。出ていけ」

　圧倒的な力の差だった。

　ダーレンスは命令する立場にあり、アレイルはそれに従う側にある。アレイルはこのダーレンスという男に逆らうことができないのだろう。唇を嚙みしめたアレイルに、コウは行けと目で訴えた。

　これ以上アレイルの立場を悪くすることはできない。自分なら大丈夫だから行けと目で促すと、アレイルが立ち上がった。ダーレンスに一礼して足早に部屋を出ていく。

　きっとアレイルはリアムのところに向かうだろう。けれど、日が落ちかけたこの時間、リアムは夕刻の祭礼を行っているはずだった。

　朝夕の祭礼は、神官であるリアムの重要な仕事だ。滾々と水が湧き出す拝殿で、リアムは聖なる泉に祈りを捧げる。この世界に偶然飛ばされてきたにすぎない自分を助けるために、重要な儀式を放り出してここに駆けつけてくるわけがないのだ。

　少しずつ遠くなっていくアレイルの足音を聞きながら、コウは床に放り出された帯に目を向けた。

　簡単そうに見えて意外に着るのが難しいこの世界の衣装は、毎朝リアムが着せてくれた。帯もリアムが結んでくれたものだ。せっかくリアムが整えてくれたそれらを無残に乱されたことに、憤りを感じずにはいられない。

　服を乱して床に倒れ込んだまま、コウはダーレンスを睨み上げた。

「おまえ……何なんだよ……何のつもりだよ……」

「誰が口を利いていいと言った？」

　ダーレンスがいきなり腰に佩いていた剣を抜く。切っ先を突きつけられ、コウは眉根を寄せた。

　殺されるという恐怖を感じたが、それ以上にダーレンスに対する怒りがこみ上げてくる。

「何なんだよ……何でこんなこと──」

「服を脱げ」

「ああ？」

「聞こえなかったか？　脱げと言っているんだ」

「脱げって、何言って……」

「発情しているのだろう。男と交わりたくて体が疼いているんだろうが。私が発情を抑えてやるから、服を脱いで尻を上げろ」

　一瞬何を言われているのかわからなかった。茫然としていると、ダーレンスが馬鹿にしたように鼻を鳴らす。

「何を呆けている？　私もリアムと同じアルファだぞ。抱いてほしいと思わないのか？」

　切っ先で前をはだけられ、コウはダーレンスの意図することを理解した。

「お……思うか、馬鹿野郎！」

　アルファだろうが何だろうが知ったことではなかった。確かに発情はまだ治まりきっていないが、ダーレンスに対して欲情など欠片も湧いてこない。

　ダーレンスは顔も姿も声もリアムに似ている。けれど、リアムに触れられた時のあの魂が震えるような激情をダーレンスには一切感じない。

「冗談じゃない！　誰がおまえみたいなクソ野郎と寝るかよ！」

「口が悪いな。『黒の稀人』だと聞いて期待したが、やはりただの品のないオメガか。下げ賤せんの血を引くリアムにお似合いの番らしい」

「何だと……」

「やはりクレイアスに穢らわしいオメガの血など不要だということだな」

　ダーレンスがくっと喉を鳴らして笑った。初めて向けられた嗜虐と侮蔑が籠もった笑みに、怒りと同時に得も言われぬ恐怖を感じる。

「禁忌の血を引くリアムに王位をくれてやるなど、王もどうかされている。リアムもリアムだ。発情したオメガを神殿に引き入れるなど、神官としてあるまじきこと──」

「おまえ……さっきから何言ってんだ……」

「リアムは王にふさわしくない男だと言っているのだ。クレイアスの王位はいずれ私のものになる。おまえも身の振り方を考えた方がいいぞ、『黒の稀人』」

　唇を歪めたダーレンスが、剣をゆるりと動かす。切っ先で肌をなぞられた途端、ぴりっとした痛みが走った。

　左の乳暈の下に赤い線が引かれている。そこからじわりと血が滲み出し、コウは唇を嚙みしめた。

「ほう。泣きわめかないのか」

「誰が……」

「まあいい。苦痛に歪むオメガの顔を見ていると気が滾る。もっといい顔をしてみろ」

　くっと喉を鳴らしたダーレンスが、嗜虐の愉悦に濡れた目を細める。

「私が王になったらおまえを飼ってやろう。リアムも一緒に神殿の門に繫いで、発情したおまえとの交尾を見世物にしてやる。あの男と発情したオメガの交尾はさぞ見応えがあるだろうな」

　そう言ったダーレンスがまた剣を動かした。

「服を脱げ。脱がないなら体ごと切り刻む」

　今度は右の胸元を切っ先がなぞる。左側と同様に薄く線が引かれ、そこからまた血が滲み出した。

「足を開いて自分で前と後ろを慰めてみろ。発情したオメガの自慰が見たい。その淫らな体を私の前で慰めて見せろ」

　あからさまな侮蔑を投げつけられ、恐怖以上に再び怒りがこみ上げた。

　オメガは蔑まれ、虐げられていると聞いていた。アルファという存在がこの世界の頂点に立っているということも。だが、オメガに生まれついたというだけで、どうしてこんな屈辱を味わわされなければならないのだろうか。

　誰も好きでオメガに生まれつくわけではない。ましてや、男が子をなすことができるというだけで、こんな差別を受けなければならない理由などどこにもない。

「ふざけんなよ……」

　ぽつりと呟き、コウはダーレンスを睨み上げた。

「おまえがアルファだから何だよ。オレがオメガだったら何なんだよ……」

「ああ？　何を言っている？」

「おまえがどんだけ偉いのか知らないけど、そんなのたまたまそういう家に生まれたからだろうが！　おまえがアルファなのも偶然そう生まれついただけだろう！　おまえはひとつでも自分の力で勝ち取ったものがあるのかよ！」

「何だと……」

「アルファだから何なんだよ。そんな偶然の産物みたいなくだらないものしか持ってねぇくせに、アルファ様でございって偉そうにオレに命令してんじゃねえよ！　このクソ野郎が！」

　言った途端、ダーレンスの顔色が変わった。リアムと同じ白磁のような顔が怒りのあまり青白くなる。同時に緑色の瞳が一瞬で血のような深い赤に染まった。

「な……何だ？」

　リアムの瞳の色が変わるのは知っていた。体を繫げている時、リアムの瞳は青から金をちりばめた深い藍色に染まる。この世界の男たちが皆そうなのかどうかわからないが、性的に興奮した時にだけ瞳の色が変わるのだと思っていた。けれど、性的な興奮だけではなく怒りでも瞳の色が変わるらしい。

　先ほどまで浮かべていた笑みがダーレンスの表情から消えた。伝わるのは自尊心を傷つけられたことに対する怒りの感情だ。

「死にたいようだな、『黒の稀人』」

　静かに言ったダーレンスが、コウの喉に剣を突きつけた。余裕の笑みなどそこには何もない。あるのは、炎のような怒りだけだ。

「じっくり嬲ってから殺してやるぞ、『黒の稀人』。楽に死ねると思うな」

　殺戮の愉悦でダーレンスの口元が歪む。リアム同様に見た目が美しいからこそ、その冷酷さが際だって見えた。

　背に冷たいものが流れ、コウはじりっと後ずさりをした。いつもならばこれくらいねじ伏せられたかも知れない。だが、発情で弱りきった体は、ちっとも言うことを聞いてくれなかった。

「さっきの勢いはどうしたのだ」

　じりじりと後ろに下がるコウを追い込むように、ダーレンスが喉に切っ先を押し当ててくる。

　このまま喉を切り裂かれる──。

　脳裏に浮かんだのは妹の栞奈の顔だった。

　結婚式には必ず出ると約束した。なのにある日突然異世界に飛ばされ、元の世界に帰る方法もわからず、挙げ句にこんな男に嬲り殺しにされそうになっている。

　ごめんな、栞奈。おまえの結婚式に出られそうにない──。

　死を覚悟した直後、部屋を隔てていた布が大きく開いた。

「コウ！」と叫んだ声が、天からの救いの声に聞こえる。

　目を開けるとそこにリアムがいた。

　おそらく儀式の真っ最中だったのだろう。華麗な神官の衣装を身にまとったリアムに目を奪われた。まるで泉に棲まうという神が、この場に降臨してきたかのように見える。

「リアム……」

　名を呼ぶと、リアムの瞳がじわりと藍色に染まった。澄んだ青が、金をちりばめた濃い藍色へと変わっていく。どうやらリアムの瞳もまた怒りで色が変わるらしい。

「ダーレンス、ここで何をしている」

　部屋に飛び込んできたリアムが、ダーレンスとコウの間に割って入った。

　同じような長い銀の髪、同じような白い肌。こうして並んでいると、リアムとダーレンスは双子のように似ている。なのに、醸し出される雰囲気は似ても似つかないものだった。

　リアムが澄んだ泉ならば、ダーレンスは淀んだ沼だ。見た目はほぼ同じような二人なのに、こうも違って見えるのが不思議なほどだった。

「何のつもりだ、ダーレンス。その剣は何だ。クレイアスの神殿で何をしている」

　リアムの静かな問いかけに、ダーレンスがコウから剣を引く。豪奢な鞘にそれを収め、ダーレンスはリアムに向かって笑みを浮かべた。

「これはこれは、兄上。相変わらず美しいお姿だ」

　明らかに馬鹿にした口調で挨あい拶さつをしたダーレンスに、リアムが小さく舌打ちをする。それを聞きつけたダーレンスが目を細めて口角を上げた。

「いけませんね、兄上。クレイアスの最高神官であるあなたが舌打ちなど、下賤の者のような振る舞いをされては」

「そのクレイアスの神殿でおまえは何をしているのだと聞いている。答えろ、ダーレンス」

「ここでオメガの稀人が飼われていると噂になっていましたのでね。どんな珍獣なのか見物に来たのですよ」

　唇を歪めて笑い、ダーレンスが長椅子に腰を下ろした。長い髪をけだるそうに搔き上げ、足を組む。

「この稀人はあなたが禁忌の泉で拾ってきたそうではありませんか」
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「拾ったのではない。どこかの誰かに雇われた暗殺者に殺されかけていたところを助けられたのだ」

『どこの誰か』という言葉をあえて強調したリアムを見やり、ダーレンスがくすっと笑う。

「殺されかけた？　相変わらず敵の多いお方だ」

　くっくっと喉を鳴らしたダーレンスが、今度は床に座り込んでいるコウに目を向けた。

「このオメガは発情しているようですが、もしや兄上がこの者の発情を抑制されているのですか？」

「……だったらどうだというんだ」

「そうですか。いかがでしたか、発情したオメガの抱き心地は？」

　言った途端、リアムの表情が硬くなる。その様子にとろりと淫靡な笑みを浮かべ、ダーレンスがゆっくりと瞬きをした。血のように真っ赤に染まった瞳がより濃い赤に変わっていく。

「よかったでしょう。発情したオメガの体は我々アルファに最高の快楽をもたらしてくれる」

「ダーレンス、何が言いたい」

「兄上も私と同じだということですよ。オメガの境遇を改善するなどと言いながら、あなたも発情したオメガの体を貪っている。清廉潔白な神官の顔でオメガを嬲っているではありませんか。オメガを飼う私と何が違うというのです？」

　無言で立ち尽くすリアムに笑みを向け、ダーレンスが立ち上がった。ついでのように床に座り込んでいるコウを見下ろす。

「『黒の稀人』、兄上に飽きられたら私のところに来るといい。兄上と違って私はおまえたちオメガの扱いに慣れている。もっといい思いをさせてやるぞ。気がふれるくらいな」

　くるりと踵を返したダーレンスが部屋を出ていく。その背をコウは茫然とした面持ちで見送った。
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「何なんだ、あいつ……」

　ぽつりと呟くと、リアムが大きく息をついた。

　先ほどまでダーレンスが座っていた長椅子に腰を下ろし、髪飾りをむしり取る。いつものリアムらしからぬ粗野な仕草に、コウは思わず首を傾げた。

「リアム？」

　声を掛けるとリアムが視線だけを向けてくる。もう一度大きなため息をついたリアムは、「こちらへ」とコウを手招きした。

　いつものようにリアムに近づこうとすると、後ろで控えていたアレイルが声を上げた。

「コウ、リアム様に近づいてはいけない。血の穢れが──」

　だが、その言葉をリアムが一喝する。

「何が血の穢れだ。くだらない」

　そう言い捨て、リアムはアレイルがいるにもかかわらずコウの手を引いた。この世界で言うところの『淫らな行為』を見せつけられ、アレイルが目のやり場に困ったように顔を背ける。

「大丈夫か、コウ」

　胸の傷にリアムの指先が触れ、一瞬身構えた。痛みはないが、リアムの指がわずかに赤く染まる。

「アレイル、薬を持ってきてくれ。傷薬は薬草園の離れに置いてある」

　薬草園は禁忌の泉の近くにあり神殿からかなり遠い場所だ。おそらくリアムは暗にアレイルに部屋から出て行けと言っているのだろう。それを感じたのか、渋い顔をしつつもアレイルが一礼して踵を返した。

　アレイルが部屋を辞すと、リアムがそっとコウの手に口づけた。

「すまない。まさかダーレンスが神殿にやってくるとは思わなかった」

　言いながらダーレンスにはだけられて乱れた衣服を整えていく。解かれた帯を結び直したリアムは、コウを隣に座らせ、またため息をついた。

「ダーレンスはめったに神殿に近づかないんだが、どこかでおまえの噂を聞きつけたのだろう」

　リアムが神殿に発情したオメガを招き入れている。しかもそのオメガは予言の書に記された『黒の稀人』らしい。どうやらダーレンスもその噂を耳にしたようだった。

「あのさ……『黒の稀人』だったとしても発情したオレがここにいるとリアムの立場が悪くなるんだよな。何なら発情が治まるまでこの神殿から出ても──」

「私たち神官は夜になるとここから出られない。神殿以外の場所に行かれると私がおまえのところに通えなくなる。おまえの発情がまた暴走したら誰が止めるのだ？」

　言われて思わず黙り込んだ。

　あの激しい発情が二度と起きない保証などどこにもない。オメガの発情を抑制できるのはリアムやダーレンスといったアルファだけだ。リアムに抱かれるのはやぶさかではないが、ダーレンスには指一本たりとも触れられたくない。

「ごめん……やっぱりここに置いてくれ」

　素直に頭を下げると、リアムがくすっと笑った。ようやく笑顔を見せたリアムの様子に少しばかりほっとする。深い藍色に染まっていた瞳も、いつの間にかいつもの澄んだ青に戻っていた。

「さっきのダーレンスってやつなんだけどさ。あいつってリアムの弟なのか？」

　確かダーレンスはリアムのことを「兄上」と呼んでいた。外見も声も似ている上に、年もあまり変わらないような気がした。双子だと言っても疑わないかもしれない。それほどリアムとダーレンスはよく似ていた。

　そんなコウの質問に、リアムが「ああ」とうんざりした面持ちで頷いた。

「母が違うが、私の弟だ」

「腹違いってやつか。年もあんまり変わらないような気がしたけど」

「ダーレンスは私が生まれた二日後に生まれたのだ」

「二日？　たったの二日？」

　その二日の差でリアムは王位継承者となり、ダーレンスはリアムの控えという存在になった。神官として神殿に住まうことができる王族は王と王妃、そして王位継承者のみで、ダーレンスやその母は神殿の外にある離宮と呼ばれる場所に住んでいるという。どうやらそれがダーレンスはいたく不満らしい。

「まあ、二日でも先に生まれた方が兄だしなぁ……」

「理由はそれだけではない。ダーレンスの母はアルファだが、私の母はオメガだ。純血のアルファであるダーレンスはオメガを母に持つ私を穢れた者と蔑んでいる」

「え……？」

　母親がオメガ──。

　たった今知らされた事実にコウは言葉を失った。思わずぽかんと口を開けてリアムを見やる。

「えっと……オメガ？　オメガってことは……えーっと……」

　この世界でオメガとして生まれるのは男性のみだと聞いた。最初から子を産むことができる女性がオメガとして生まれることはない。ということはリアムを生んだのは──。

「ちょ……ちょっと待ってくれよ。じゃあ、リアムのお母さんって──」

「美しい人だったと聞いている」

　それは想像に難くない。リアムがこれだけ美しいのだから、その母もきっと美しい女性なのだろうと勝手に思い込んでいた。けれど、リアムの母は女性ではなくオメガの男性なのだという。

「まあ、そりゃきれいな人だったと思うけど……って、いやいや、そうじゃなくてだな。お母さんがオメガってことは男？　リアムのお母さんって男？　マジで？」

　立て続けに質問すると、リアムが表情を曇らせた。

「やはりおまえもオメガの血を引く私を穢らわしいと思うか？」

　悄しよう然ぜんと肩を落としたリアムに、コウは慌てて首を横に振った。

　驚いたのはそういうことではない。オメガだからどうこうではなく、男性が本当に子を宿すという事実を証拠として見せつけられたことに驚いたのだ。

「いや、違う。そうじゃなくて、その、ちょっとびっくりしたっていうか……オメガの男って本当に妊娠するんだって……」

「今さら何を言っている？」

　確かに今さらなのだが、正直なところ驚きでそれ以上の言葉が出てこない。

「母は私と同じ青色の目をした美しい人だったそうだ。神殿に出入りする商家の使用人だったのだが、父に愛されて私が授かったと聞いている」

『だった』と過去形で母親を語るリアムにコウは違和感を覚えた。そしてそれらを人づてに聞いたらしいという口調にもまた同様に違和感を持った。

「あのさ、もしかするとリアムのお母さんってさ……」

「もういない。私が幼い頃に死んだ。殺されたらしい」

「殺された？」

　小さく頷いたリアムは、口元に暗い笑みを浮かべながら言った。

「ベータかオメガしかいない民はそうでもないのだが、王族や神官にはダーレンスのようにオメガを蔑んでいる者が多い。そのオメガがアルファであるダーレンスの母より先に王の子を授かったのが相当気にくわなかったのだろうな。母はある日突然神殿からいなくなって、数日後に薬草園近くの泉に亡なき骸がらが投げ捨てられていたそうだ」

「薬草園近くって、もしかするとあの泉か？」

「ああ。おまえと出会ったあの泉だ。あの泉は昔からよく稀人が流れ着く。生きて流れ着く者などほとんどいないから穢れた禁忌の泉と言われているが、母は殺されてあそこにうち捨てられていたらしい。発情を促す薬を使われて嬲り殺しにされていたそうだ」

「そんな……」

　かける言葉を失っているとリアムはそのまま話を続けた。

「私は十日に一度母のためにあの泉に祈りを捧げに行く。あの時もその祈りの日だった」

　亡き母に祈りを捧げに行ったところを刺客に襲撃された。そして、その真っ最中に崖から滑落したコウが流されてきたというわけだ。

「私の母を殺したのはダーレンスの母の親族だと言われているが真相はわからない。泉に浮かんだ母の亡き骸を見つけた父は心を閉ざして辺境にある北の神殿に籠もってしまった。王位も捨てて今もそこで母の亡き骸と暮らしている」

　今の王が高齢で病に伏しており、王位を継ぐはずの王子は妻を殺されて心を病み、辺境の神殿に閉じ籠もってしまった。王位は王子の長男であったリアムが受け継ぐことになったまではいいが、今度はそのリアムがオメガの血を引いているのが問題となった。

　母がオメガでもリアムはアルファとして生まれた。神官としても王位継承者としても申し分がない。けれど、そこに流れるオメガの血が神官や他の王族たちを悩ませているらしい。純血のアルファではないリアムを穢れた存在だとあからさまに口にする者もいるという。

　ならば、リアムを廃嫡して純血のアルファである次男のダーレンスを王位の第一継承者にすればいいのだが、いかんせん、ダーレンスは民の信奉がない。また神官としても人格的に問題があった。

　オメガの血を引くリアムか、それとも純血のアルファであるダーレンスか。わずか二日しか生まれた日が変わらない二人の王子を巡って、神国クレイアスはふたつに割れようとしていた。

「ダーレンスはオメガを人とも思っていない。オメガには何をしてもかまわないとさえ思っている。それは神殿にいる一部の神官や他の王族たちも同じだ」

　アルファであることに誇りを持つ彼らは、オメガを『飼う』と口にし、発情すればその体を弄ぶ。子を宿せばその子もろとも命を奪うこともある。それに罪の意識など欠片もない。

「街の娼館にいたオメガたちを見ただろう。彼らの中にはアルファに買われていく者もいる」

「それって身請けをされるってことじゃないのか？」

「そうではない。買われたオメガはアルファたちの慰み者となる。薬で無理矢理発情を促されて死ぬまで玩具として弄ばれる者も少なくない」

「何だよ、それ……オメガっていうだけでそんな扱いされるなんて、酷すぎるだろ……」

「これが現実なのだ。神の国だと口にしながら、アルファだのオメガだのそんなどうでもいいことで人を蔑み辱めて嬲り殺しにする。全く、くだらなすぎて反吐が出る」

　これが神国クレイアスの実情だとリアムは吐き捨てる。その乾ききった声に、コウは胸の奥が締め付けられた。

　一見すると豊かで美しく平和なクレイアスだが、内情は違っていた。コウがいた世界も、このクレイアスも、国の内部は泥のような澱おりが渦巻いている。

「私はオメガたちを救いたい。今の境遇から救い出してやりたい。彼らにも他の民と同じように生きる権利がある。私の母がオメガだからという理由だけではない。私はこのクレイアスを民の苦しむ国にしたくないのだ。けれど、アルファたちの多くはそれを望んでいない」

　オメガに他の民と同じ権利を与えたところで誰が損をするわけでもない。なのに、アルファという頂点の立場をただ誇示したいためだけに、彼らはオメガという存在を穢れとして蔑もうとする。そんなアルファたちの特権意識を根本から破壊しようとしているリアムは、彼らにとって疎ましい存在以外の何ものでもないのだろう。

「私の言うことに誰も耳を貸そうとしないのだ。彼らには私が自分たちの特権を奪う魔物のように見えるのだろうな」

　ふっとため息をつき、リアムが長椅子に背をもたれさせる。リアムらしからぬ疲れた表情を目の当たりにし、コウは掛ける言葉を失った。

　リアムはずっと一人で戦ってきたのだ。

　オメガだった母は無残に殺され、父は心を病んで辺境の地に籠もった。王位継承者であり神殿の最高神官でありながらも、オメガの血を引くというだけで蔑みの対象にされている。挙げ句にアルファの特権を脅おびやかす者として命まで狙われているのだ。

　リアム様は信用する者しかお側に置かれない──。

　アレイルのその言葉の重みが今なら理解できる。

　リアムは何も好んで側に誰も近づけなかったのではない。そうするしかなかったのだ。

　自分を守るためには誰かを信じたくても信じられない。誰一人として信じることなく、そうやって幼い頃からずっとこの神殿という名の牢獄の中で孤独に過ごしてきた。もしかすると侍従であるアレイルさえも心から信用していないのかもしれない。

　黙り込んでいると、リアムがふと小さく笑った。

「そんな顔をするな。私は別に不幸ではない。全てが敵だと思えば、それなりに対処もできる」

　誰も信じなければ裏切られたと感じることもない。そう言ってリアムは笑う。けれど、その笑みはあまりにも悲しすぎた。こんな孤独と寂せき寥りようが交じった笑みを、コウは今まで一度も見たことがない。

「リアム……オレはあんたを助けられるだろうか」

「コウ、いきなりどうしたのだ？」

「たいしたことはできないかもしれないけどさ、オレに何かできることがあれば──」

「おまえは元の世界に戻らなければならないのだろう。おまえのその気持ちだけありがたく受け取っておこう」

　いずれいなくなるおまえに何ができる。リアムは口にしないが、そう言われているような気がし、コウはまた口を閉ざした。

　元の世界に戻る。それはコウにとってもっとも優先しなければならないことだ。

　こちらに流されてきてから随分日が経ってしまったが、今頃向こう側はどうなっているのだろうか。もしかすると向こう側とこちら側では日にちの感覚が違うかもしれない。もしもこちらの一日が向こうの一年だとしたら、既に三十年近くが過ぎていることになる。時の流れが同じならば、まさに警務隊がコウの行方を捜している真っ最中だろう。

　自分のためにも、そして結婚を控えた妹のためにも元の世界に戻らなければならない。そう思う反面、それを望まない気持ちが芽生え始めていることにコウは戸惑った。

　コウがリアムの側に仕えることを条件に、アレイルは今も文献を探している。リアムもまた複雑な古代文字を解読しようとしてくれている。なのに、それがどうでもいいことのように感じつつある。

　リアムの側にいたい。元の世界に戻ることよりも、その思いがコウの中で少しずつ強くなろうとしていた。
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　リアムが言っていたとおり、激しい発情は数日で治まった。発情を抑えるという薬も案外効果があったのかもしれない。

　発情が治まると、コウは約束どおりリアムの側仕えとしてその身辺警護に戻った。幸いにしてリアムへの襲撃はあれ以降なりを潜めている。それでも油断はできないと、コウはアレイルから預かった剣と小銃を携えてリアムに毎日付き従った。

　リアムは朝夕の祭礼とは別に、病床に伏している王の代行としての執務をこなしていた。民からの陳情も直接聞いているため、ともすれば一日中誰かに会っている日もある。思いのほか多忙なため相当疲れているはずなのだが、夜になるときっちりコウを寝所に誘った。

　初めての発情期以降、リアムは毎晩コウを求めるようになった。いったいその体力がどこから湧いて出るのか、現役自衛官であるコウが呆れるほどだ。

　ただ、発情が治まってしまうとコウの精神状態はいつもの状態に戻っていた。男を求めて体が激しく疼くこともない。結果、毎晩でも体を繫げたいリアムと、それを望まないコウは、夜になると寝室で攻防を繰り広げることになった。

　それでも三回に一回はリアムに組み伏せられ、濃厚な愛撫の果てに挿入を許してしまう。今日もやはりコウはリアムとの攻防戦に破れ、へとへとになってベッドに突っ伏していた。

　これでは警護とは名ばかりのただの夜伽だと思わなくもないが、リアムとのセックスは発情をともなわなくとも案外気持ちがよく、行為に突入してしまえばつい体を開いてしまう。節操のない自分に呆れつつリアムの腕に抱かれていたコウは、ふうっと大きく息を吐いた。

　大きな性器で体の中を搔き回され、全身がだるくてたまらない。体を繫げている最中は夢中でリアムを求めているのだが、気持ちが落ち着いてくると強烈な疲労感に苛まれた。

「ったく……こんなことばっかりしてていいのかよ……発情期なんかとっくに終わってるぞ……」

　思わずぼやくと、リアムがぐっと腰を抱き寄せてきた。

「おまえが側にいるとどうしても気持ちが騒ぐのだ。おまえは嫌なのか？」

「嫌ってわけじゃないけど……リアムだって疲れてるんじゃないのか？　王の代理ってけっこう忙しんだろ。毎晩こんなことしてると体が持たなくなるぞ」

「案ずるな。おまえを抱くと疲れなど吹き飛ぶ。むしろ英気を養われるくらいだ」

「英気って……」

　確かにどれだけ激しく体を繫げても、リアムは翌朝になればけろりとしている。どうやらアルファの体力や精力はベータとは比べものにならないほど旺盛らしい。アルファは圧倒的に女性の数が少なく、しかも繁殖力が弱いらしいが、もしもそうでなければクレイアスの人口のほとんどがアルファになっていたに違いない。

「上手いことできてるっていうか、何ていうか……」

「何がだ？」

「ん？　何でもない、独り言」

　首を横に振ったコウにリアムが手を伸ばしてくる。

「今日はもう無理。打ち止め」

　さすがにこれ以上は無理だと手を押さえると、リアムがわかったと苦笑した。

「コウ……私はおまえに出会ってからずっとクレイアスの神の祝福を受けている気分なのだ。おまえは私とこの国に祝福をもたらす『黒の稀人』だ」

『黒の稀人』──。

　それはこの世界に飛ばされてからずっと耳にしている言葉だ。コウ自身がその『黒の稀人』らしいが、それが何を意味するのか未だよくわかっていない。

「あのさあ、前から気になってたんだけど、その『黒の稀人』ってやつ、目や髪が黒い以外に何か意味があるのか？」

　神殿の中を歩けば神官たちに怯えられ、リアムとともに街の神殿に赴けば拝まれるだけにとどまらず、ただ立っているだけで足元に供物を並べられる。いったい『黒の稀人』とは何なのだろうか。

「禁忌の泉には時々おまえのような異世界からの稀人が流れ着く。運良く生きて流れ着いたごく少数の稀人はクレイアスにさまざまな影響を与えてくれる。木から紙を作る方法も、泉から湧き出す水を街中に巡らせる方法も、全て稀人がもたらしてくれた祝福だ」

「なるほど、そういうことか」

　元いた世界の技術が稀人を通じてこちらの世界に伝わる。だからこの世界では稀人が重宝されるということだ。

「その中でも黒い髪と黒い瞳を持つ稀人が『黒の稀人』だ。『黒の稀人』は、クレイアスに最高の祝福をもたらすと言われている。石から鉄を取り出す技術を伝えたのは『黒の稀人』だった。強い鉄の大剣は今もクレイアスだけが作れるものだ。美しくしなやかな紙も、神殿の細やかな細工も全て『黒の稀人』がもたらした。彼らがいなければ今のクレイアスはない。彼らは、私たちにとってもっとも神に近い存在なのだ」

「神に近い存在か……だから神殿で立ってると足元にお供えを置いていかれるのか」

　街の人々から崇敬の眼差しを向けられるのは、やはりこの目と髪の色が原因かとコウはため息をついた。

「じゃあダーレンスが神殿に来たのもオレの目と髪の色が原因なのか？」

「そうだな。それだけではないのだが──」

　病に伏せっている王は、もう長くはないだろうと噂されている。その王の耳にも預言の書にある『黒の稀人』が現れたということは届いているらしい。どうやら王は『黒の稀人』が仕えると決めた王子に王位を譲ろうと考えているらしい。

「『黒の稀人』ってオレのことだよな。その『黒の稀人』のオレがオメガってやつでもか？」

「そこが微妙なところだな」

　預言の書によれば、『黒の稀人』は国が荒れる時に現れるとされている。リアムの母がアルファたちに嬲り殺しにされ、たった一人の王子が心を病んだ。オメガへの非道ともいえる仕打ちが原因で王位継承者を失ったことを、王は憂うれえていた。そこへ、さらに追い打ちをかけるようにリアムとダーレンスという二人の王位継承者を巡って争いが始まったのだ。

　クレイアスが真っぷたつに割れようとしていたまさにその時、予言の書に記された『黒の稀人』が現れたのだ。

　国の行く末を案じた王は、その『黒の稀人』が主と仰ぐ方を正式な王位継承者にと考えた。ところが、その稀人があろうことかオメガだったものだから話が余計に面倒なことになった。

「オメガの稀人は国に厄災をもたらすと言われている。国を荒れさせ、滅亡へ導く者として予言の書に記されているのだ」

「オメガの稀人って、それってもろにオレのことじゃないか」

「面倒なのはおまえが『黒の稀人』でオメガだということだ。王はそのことで頭を悩ませている」

「オレの存在が予言の矛む盾じゆんをついたってやつか」

　果たしてコウはクレイアスに祝福をもたらすのか、それとも厄災をもたらすのか──。

　自分たちの特権を失いたくないアルファの王族たち。何かというと神の名を出して国政に口を出してくる神官たち。どちらもリアムに言わせれば害悪であり国の病巣でしかない。その病巣を根こそぎ取り除きたい気持ちは山々なのだが、今すぐどうこうできるほどの力は今のリアムにはない。だが、王になればそれが可能になる。そのためには『黒の稀人』の存在が鍵になってくるのだが──。

「何もかも面倒くさいことばかりだ……」

　ぽつりと呟かれたリアムの本音に、コウは小さく笑った。

「面倒って、リアムは王様になるんだろ？　王様になってオメガの境遇を改善するんだろ？　クレイアスを国民が笑って暮らせる国にするんじゃないのか？」

「王になったところで何もできないことの方が多いのも事実だ」

「でもさ、ならないともっと何もできなくなるんじゃないのか？」

「コウ……」

「リアムはきっといい王様になるよ。心配すんな。『黒の稀人』のオレが断言する」

　そう言って笑うと、リアムにぐっと背を抱き寄せられた。

「コウ……おまえにはいつも勇気づけられる。おまえの存在に私はどれだけ癒やされただろうか」

　言いながら首筋に唇を押しつけられ、思わず声が漏れ出した。

　うなじに近いその部分に触れられると、やはり恐怖心が湧き出してくる。

「リアム……そこは……嫌だ……」

「ああ、わかっている」

　言いながらもリアムが首筋に舌を這わせてくる。ちゅっと吸い上げられ、体が歓喜に震えた。怖いと思う以上にリアムが欲しいと思ってしまう。

　もっとと言わんばかりにコウは足を開いた。リアムの頰に手を伸ばし、目を細める。

「コウ……そんな風に誘われると我慢ができなくなるぞ」

「どうせ我慢する気なんかないくせに、よく言うよ」

　笑いながら言うと、リアムが「確かに」と笑みを返してきた。

「来いよ、リアム──」

　今日はもう無理だとリアムを拒絶した同じ口で、リアムを誘っている。そんな自分に苦笑しつつ、コウはリアムの背に腕を回した。

「かまわないのか？」

「してもいいけど、あと一回だけだからな」

　念を押しつつ背を強く抱きしめる。抱きしめ返してきたリアムがふいに耳朶に唇を寄せた。耳たぶを甘嚙みされ、びくっと体が震える。

「コウ……このままおまえをここに留め置いて私の番にしてしまいたくなるな……」

　耳元で囁かれたリアムの言葉に、コウは首を傾げた。

「番？　番って？」

「気にするな。ただの戯ざれ言ごとだ。おまえはいずれ元の世界に戻らなければならない身だからな──」

　これ以上の質問を封じるように、リアムが深く唇を合わせてくる。濃厚な口づけに翻弄されながら、コウは先ほどの『番』という言葉を心の中で反芻した。

　こうして二人で夜を過ごしている時に、リアムは時々この『番』という言葉を口にする。それが何を意味するのかわからないが、それはコウにとってなぜか今後の人生を左右する大切な言葉に聞こえてならなかった。
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　元の世界に戻る方法はあれから何の進展もなかった。コウ自身も戻る方法を考えつく限り試してみたが、どれもいい結果には至らずただいたずらに日にちだけが過ぎていった。

　その日の夕刻、リアムが拝殿に入っていくのを見届けたコウは、そこから少し離れた場所にある控えの間に入った。

　今日は朝からずっと雨が降り続けており、回廊は水浸し状態だった。本来ならば回廊でリアムが出てくるのを待っているが、雨があまりに酷く拝殿の隣にある控えの間で待つよう言われた。

　別に雨に濡れるくらいどうということはないのだが、今は事情が違う。

　神殿に仕える者たちにとっては、たとえオメガであってもコウは予言の書にある大切な『黒の稀人』だった。そのコウが回廊に立っていれば、神官たちもそれに従わざるを得ない。

　皆は雨の当たらないところに移動してくれと言っても、神官たちは頑としてそこから動こうとしない。そんな彼らにうんざりしつつ、コウは仕方なく控えの間に入った。

「これじゃ警護の意味ないじゃないか」

　まさか神殿のこんな奥まで暗殺者が入り込んでくるとは思いがたいが、ダーレンスを推す者たちとの確執がある以上、何が起こるかわからない。こんな離れた場所にいたら、いざ事が起きてしまった時にリアムを守れなくなってしまう。

『黒の稀人』などと特別な扱いをされるのは案外面倒なものだとため息をつき、長椅子に座ったコウは回廊に目を向けた。

　クレイアスに来てから雨は初めてだった。

　回廊の中心にある大きな池が大粒の激しい雨で煙って見える。いつもは聞こえてくるリアムの祈りの声も、今日ばかりは雨音に搔き消されていた。

　静まりかえった部屋に雨が池の水を打つ音だけが聞こえ、コウはふっと息を吐き出した。懐からアレイルに渡された元の世界に戻る方法が書かれてあるという紙を取り出し、またため息をつく。

　古代の文字で書かれてあるというその文献は、結局リアムには読めなかった。アレイルも別の文献を当たってくれているが、それらしきものはまだ見つからないという。

　元の世界に戻る方法がわからないまま、もうひと月以上が経とうとしている。首からぶら下げたままの認識票に何気なく手を伸ばしたコウは、それをじっと見つめた。

　捜索隊はまだ自分を探しているだろうか。西島は、そして妹の栞奈はどうしているだろうか。

　行方不明になったままのコウをきっと心配しているに違いない。せめて異世界とはいえ無事生きていることだけでも知らせたいが、その方法すらわからないのだ。

「栞奈の結婚式……間に合わないかもな……」

　ふと思い出したのは、嬉しそうにウエディングドレスを選んでいた時の妹の顔だった。

　五年前に両親を亡くしてから、自分が親代わりのように妹を育ててきたつもりだった。部下の西島と結婚すると聞かされた時はさすがに驚き、西島を殴ってやりたくなったものだが、それはそれで妹が選んだ人生だと諦めもした。

「ごめんな、栞奈。兄ちゃん、そっちに帰れなくなっててさ──」

　ジップ式のパウチに入れて持ち歩いている妹と西島、そして自分の三人が映っている写真を、コウはじっと眺める。この写真は行軍訓練の際も必ず持ち歩いていたものだった。

　写真の中で笑っている二人の顔を眺め、またため息をつく。いったい何度目のため息だと自分で呆れもするが、時間が過ぎれば過ぎるほど自分の気持ちが揺れ始めていることにコウは不安を覚えた。

　元の世界に戻りたい気持ちと、この世界にとどまりたい気持ちが、コウの中でずっとせめぎ合っている。

　妹の顔をもう一度見たい。結婚式に参列し、おめでとうと心から祝福の言葉を掛けたい。けれど、リアムを置いたまま戻ることに躊躇している自分がいた。

　クレイアスに武官は少ないが、全くいないわけでもない。リアムの周囲には、コウの他にも警護に付いている武官がいる。ただし、彼らはリアムの私室に入ることはできないのだ。

　相変わらずリアムはコウ以外に誰も私室の奥へ入れようとしない。いずれ国王になろうかという男が部屋の掃除や片付けをしている様子は、最初こそ滑稽に見えたがそれにも慣れた。コウもまた自己完結が当たり前の中で生活をしていたため、使用人がいなくても不自由も感じない。男の二人暮らしなのだと思えば何の問題もなかった。

　だからといって、神殿の中が安全なのかと言われると、それはそれで微妙なところだった。何しろダーレンスを含む王族たちは、剣などの武器を携帯したまま神殿に入ることができる。聖なる泉がある拝殿以外の場所ならば、当たり前のように武器を持つことができるのだ。

　万が一リアムが命を落としてダーレンスが王になるようなことがあれば、クレイアスにとって不幸しかないように感じた。たとえ殺されないまでも、オメガの血を引くことが原因でリアムが廃嫡になっても同じだ。

　リアムは神殿の門に繫いでやろう──。

　嗜虐の籠もったダーレンスの声音を思い出し、コウは眉根を寄せた。

　発情したコウとリアムを神殿の門に繫いで性行為を見世物にしてやると言っていた。王になれば、ダーレンスはその言葉を本気で実行しかねない。廃嫡となったリアムには、嬲り殺しにされた母と同じ運命が待っているかもしれない。そして、オメガたちは今以上に虐げられることになるだろう。

「冗談じゃないぞ。そんなこと絶対にさせてたまるか」

　リアムのためだけでなく、クレイアスの民のためにもダーレンスを絶対に王にしてはいけない。そのためには、たとえ戻り方がわかったとしても、すぐさま元の世界に戻るわけにはいかないと思った。

「元の世界に戻る……か──」

　自衛官として訓練に明け暮れる毎日に不満はない。国と国民を守ることに誇りもある。なのに、ここのところずっとこんな風にこの世界から立ち去りがたい気持ちに苛まれていた。

　妹たちに再会したいのに、リアムを思えば思うほどこの世界にとどまらなければと思う気持ちが強くなっていく。どうしようもなく揺れる自分の気持ちを持て余し、コウは頭を抱えた。

「オレ、どうすりゃいいんだよ……」

　古代文字が書かれた紙と写真を交互に眺め、また大きなため息をつく。

　そんな自分の思いに没頭してしまっていたからかもしれない。控えの間と回廊を仕切る布が開いたことにコウは全く気づかなかった。激しい雨音がわずかな衣擦れの音を消してしまったのも原因だったのだろう。

　文献と写真を眺めているといきなり腕を摑まれた。床に落ちたそれらを拾う余裕もなく背後から長椅子に押さえ込まれる。

　驚いて振り返った先に見えたのは、長い銀色の髪だった。リアムの銀髪と似て非なる色。それが見えた途端、戦慄が走る。

「ダ……ダーレンス──」

　そう口走ると、背後でくっと喉を鳴らすような笑い声が聞こえた。

「王族の私を呼び捨てにするとは、全く無礼なオメガだ」

「何しに来たんだよ！」

「何をしに？　王族が泉に祈りを捧げに来て何が悪い？」

　コウの腕を背に向かって捻り上げ、ダーレンスが小馬鹿にしたような口調で言った。そうして腕を捻ったまま、コウの服の合わせに手を入れる。

「なっ……」

　いきなり肌を探られ、全身に鳥肌が立った。

　腹違いとはいえ兄弟だからなのか、ダーレンスの手はリアムの手によく似ていた。なのに、リアムと同じことをされても快感など微塵も覚えなかった。それどころか、あまりの不快感に吐き気までもよおしてくる。

「オレに触るなっ！　気色悪いことしてんじゃねぇよ！」

「何だ、今日はあまり匂いがしないな。発情期は終わったのか？」

「終わろうが終わるまいが、おまえに関係ないだろっ！　祈りに来たんだったらとっとと祈って帰りやがれ！」

「相変わらず騒がしいだけの品がないオメガだ。せっかく私の子を孕ませてやろうと思ったのに、発情期でなければ子ができないではないか」

「何だと……」

　子を孕ませるという言葉にぞっと肌が粟立った。リアム以外の誰かと体を繫げるなど考えたくないし、それがダーレンスならなおさらだ。

「ふ、ふざけんなよ！　誰がおまえなんかと！」

「まあいい。発情期でなくてもおまえのような体格のいいオメガは珍しい。これくらい頑丈な体なら少々無茶をしても死なないだろうしな」

　言いながらダーレンスが胸の突起を指先ではじく。乳首をくびり出すように摘ままれ、コウは必死で身を捩った。

「さ……触んなっ！」

「私のものになれ、『黒の稀人』。リアムよりもずっといい思いをさせてやるぞ。こんな風に──」

「いっ……」

　乳首に爪を立てられ、痛みで思わず声が漏れた。

「どうした。感じているのか、『黒の稀人』」

「感じてたまるか、馬鹿野郎ッ！」

　痛みしかない行為に快感があるはずもない。渾身の力を込めてダーレンスの手を振り払い、コウは長椅子から飛び退いた。床に置いたままの小銃を手に取り、銃口をダーレンスに向ける。

「オレに近づくな！」

「王族に武器を向けるか？　死に値するぞ」

「ンなもん、オレの知ったことか！　とっとと出ていけ！」

　静まりかえった部屋に激しい雨音だけが聞こえる。やがてふんと鼻を鳴らし、ダーレンスが立ち上がった。そのまま出て行くのかと思いきや、先ほど床に落としてしまった紙を拾い上げる。

「随分と古い文献の写しだな」

「勝手に触ってんじゃねぇよ！　返せよ！」

　コウを完全に無視して紙を開いたダーレンスは、文献に目を落としふと口角を上げた。絵なのか文字なのか記号なのかわからないそれをじっくりと眺め、笑みをより深くする。

「なるほど。そういうことか──」

「なるほどって……まさかそれが読めるのか？」

「ああ？　たかが古代文字だろう。これくらい王族なら誰でも読める」

「え……？」

　王族ならば誰でも読める──。

　ダーレンスは確かにそう言った。だが、リアムはここまで古い古代文字は王でなければ読めないと言っていた。

「噓言ってんじゃねぇよ。リアムは王じゃなきゃ読めないって──」

「読めない？　リアムがそう言ったのか？」

　無言で頷くと、ダーレンスが声を上げて笑い始めた。

「全く、涼しい顔で噓をつく男だな、リアムも。王族が古代文字くらい読めなくてどうする。リアムはここに書かれてあることをおまえに知られたくないだけだろう」

「それってどういう……」

「知ればおまえが元の世界に戻ってしまうからな。『黒の稀人』であるおまえが去れば、リアムと私の立場は対等になる。リアムはそれを恐れているだけだ。だから読めないと言ったのだ」

「ちょっと待ってくれよ。そこに戻り方が書いてあるのか？　どうやったら戻れるんだ？」

「知りたいか？」

　にやりと笑い、ダーレンスは文献をテーブルに置いた。

「リアムが教えてくれないなら私が教えてやってもいいぞ。ただし、条件がある」

「条件？」

「おまえが私にその身を差し出すというなら、そこに何が書かれているか教えてやってもいい」

「ば……馬鹿野郎！　そんな条件、吞めるわけないだろ！」

「リアムには黙っておけばいいだけの話だ。あの男はそういう面では案外鈍い」

　近づいてきたダーレンスがぐいと手を摑んだ。

　この世界では手を取るのは体を繫げる時だけだ。それをわかっていてダーレンスはわざとコウの手に指を絡ませる。

「数日後に月が消える。その日が来たら夕刻の祭礼の時間に禁忌の泉に来るといい。元の世界に戻る方法を教えてやる。その時刻ならリアムは拝殿の中だ」

　指の間や手のひらを指で辿りつつ、ダーレンスが口角を上げる。

「戻る前に可愛がってやるぞ。まだ次の発情期が来ないなら発情を促す薬を使ってやろう。どうせなら発情したオメガを抱きたい」

「おまえ……何言って……」

「その腹にたっぷりと私の種を注ぎ込んでやる。もしも子を孕んだなら戻るのは子を産んだ後だ。生まれた子がオメガならばまた楽しみようもあるからな──」

　考えておけと言い残し、ダーレンスが部屋を出ていく。その背を茫然と見送っていたコウは、ぞくっと体を震わせた。

「子を孕んだらって……冗談じゃないぞ……」

　湧き出したのは恐怖ではない。嫌悪感を伴う激しい怒りだ。ダーレンスに対する怒りが体の奥からふつふつと湧き出してくる。

　アルファのオメガに対する差別意識が生半可なものではないことを見せつけられた気分だった。

　コウだけでなく、もしもコウが子を宿し、生まれた子がオメガだったらその子どもまでも弄ぼうとするダーレンスに吐き気がしてくる。

「あんなやつ、絶対に王にしちゃだめだ……」

　アルファが皆ダーレンスのような人間ばかりではないことはわかっている。だが、彼らが持つ歪んだ特権意識は根本から変える必要がある。そして、それを実行できるのは、おそらくオメガの血を引き、そしてオメガの境遇を憂えているリアムしかいない。けれど──。

「リアムも古代文字が読めるって本当なのか……」

　テーブルに置かれた文献を手に取り、視線をそのまま拝殿に向ける。

　古代文字は王でなければ読めないというあの言葉は噓だったというのか。

　リアムとの会話はできるが、コウはこの世界の文字が読めない。それを逆手にとってリアムはコウに噓をついたということだ。

　この文献をリアムに見せたのは、この世界に流されてきて間もない頃だった。ダーレンスの言葉が事実ならば、あの時からリアムはずっと噓をつき続けていることになる。

　病に伏せっているという王は、『黒の稀人』が仕える者を次の王にと考えている。そして、その『黒の稀人』であるコウはリアムの側にいる。

　民の信奉が厚くても、オメガの血を引くリアムは純血のアルファであるダーレンスよりも血脈的に分が悪い。リアムが王位の第一継承権を維持するには、『黒の稀人』であるコウの存在が重要になってくるのだろう。だからリアムはコウが元の世界に戻ることを何よりも恐れている。

　古代文字が読めないふりをし、子を宿すかもしれないのに毎晩のようにコウを抱こうとする。リアムにはそうしてでもコウをこの世界に引き留めたい理由があるということだ。

「そうなのか、リアム──」

　大粒の雨が叩き付けられている回廊に、そしてその向こう側にある拝殿に目を向ける。

　雨音に搔き消されてリアムの祈りの声は聞こえない。リアムの本心もこの雨の向こうに閉ざされている気がした。
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　王族ならば古代文字が読めるとダーレンスに教えられたが、結局コウはそれをリアムに問いただせずにいた。もしかするとダーレンスの方が噓をついているかも知れないとも思ったからだ。もう一度リアムに古代文字の解読は無理かと尋ねてみたものの、なかなか難しいと言葉を濁された。

　やはりダーレンスの言うとおり、自分が元の世界に戻ることをリアムは恐れているのかもしれない。リアムが感じている恐れが『黒の稀人』が去ることなのか、それとも自分が去ることなのか、それを知るのが怖いと思った。リアムが本当に求めているのがコウという一人の人間ではなく、『黒の稀人』という存在かもしれないと思うと、心が張り裂けそうになる。

　リアムは相変わらず夜になればコウを抱こうとする。けれど、今までのようにリアムの愛撫に素直に反応できなくなっていた。

　昨日の夜も、コウはリアムを拒絶した。訝いぶかるリアムに疲れているからと言い、寝室の前室の床で毛布にくるまって眠った。

　疲れていたのは本当だった。体の疲れではない。心がどうしようもなく疲弊してしまっていた。

「オレの髪が黒くなくて目も黒くなかったら、リアムはどうしたんだろうな」

　拝殿に入っていくリアムを見送りながらコウはぽつりと呟いた。

　この髪と瞳が黒くなければ、ただの稀人として引き留められることもなく、すぐに元の世界に戻る方法を教えて貰えたのだろうか。

　出会ったその日に側に仕えてくれと乞われ、半ばほだされた形でコウはリアムの側にいることにした。リアムが拝殿から出てくるのを待ち、朝の祈りが終わればそのまま王の代行としての執務に入るリアムの側で立ち続ける。そして、夜になればリアムに抱かれて朝を迎える。

　元の世界への戻り方は誰にもわからず、もしかするとこの世界でずっとリアムの側にいることになるかもしれないと半ば諦めの境地だったし、近頃はそれも悪くないと思い始めていた。けれど、リアムの思惑はそうではなかったのだ。

　リアムが必要としているのはコウではなく、王に仕える『黒の稀人』だ。

　コウがこのまま『黒の稀人』として側にいれば、リアムは次のクレイアスの王になるだろう。そして、王となったリアムはいずれアルファの妻を娶ることになる。

　アルファはアルファの血脈を重要視する。そうでなくてもオメガの血を半分引くリアムは、本人の意思など関係なくその血を薄めるためにアルファの女性との子をもうけなければならなくなるだろう。その時、自分はどうなるのだろうか。

　王にさえなれば『黒の稀人』に利用価値はなくなる。利用価値のないオメガの『黒の稀人』など、リアムにとってもリアムを推す家臣たちにとっても邪魔な存在でしかなくなるだろう。その時になってようやく元の世界に戻る方法を教えられるのかもしれない。

「リアムが王になったらオレは用なしってことか……」

　いったい自分はリアムにとって何なのだろう。

　リアムが拝殿に入ったのを見届けたコウは、少し席を外すと警護の武官に言い残しその場を離れた。一度リアムの私室に戻り、背囊と小銃を抱えて神殿の端へと向かう。水が流れる回廊沿いに歩いたコウは、禁忌の泉がある深い森の方へと足を向けた。

　久しぶりに重い背囊を背負ったコウは、日が暮れかけた空をふと見上げた。

　空の色はこの世界も元の世界と同じ色をしていた。朝になれば日が昇り、夕刻は空が雀色に染まる。そして、夜になると琥珀色の月が浮かんだ。

　今夜はその月が見えない。ダーレンスが口にした月が消える夜だ。ダーレンスは元の世界に戻る方法を知りたければ、夕刻の祭礼の時間に禁忌の泉へ来いと言っていた。

　行こうか行くまいか、コウはぎりぎりまで迷っていた。

　元の世界に戻る方法をダーレンスは知っている。それを教える条件として、コウに体を差し出すよう言ってきた。しかも発情している状態での行為を要求している。

　もうすぐ次の発情期が訪れるかもしれないが、まだその兆候はない。なくてもダーレンスは薬を使ってコウの発情を促すと言っていた。

　あの激しい発情がやってくれば、リアムと同じアルファであるダーレンスにも体が反応してしまうかもしれない。街の娼館にいたオメガたちがリアムに欲望の眼差しを向けたように、コウもまたダーレンスに欲情し、体を開いてしまうかもしれないのだ。

　ダーレンスに抱かれ、ダーレンスの子を腹に宿す。考えただけでも身震いがした。

　そっと後ろを振り返ると、リアムがいる白い神殿が見えた。そこも今は雀色に染まっている。拝殿からは、夕刻の祈りを捧げるリアムの声がかすかに聞こえてきた。

　クレイアスに流れ着いてからひと月半、朝夕毎日のように聞いていた祈りの声だ。

　この声を側でずっと聞いていたいと思うようになったのはいつからだろう。発情し、リアムと初めて体を繫げたあの時以降だっただろうか。

　いや、そうではない。初めてこの声を聞いた時から心が震えた。

　随分と派手な現れ方をしてくれる稀人だ──。

　呆れ気味のその声を聞いた瞬間、雷に打たれたように体が歓喜に打ち震えた。運命の出会いなどあってたまるかと鼻で笑っていたが、これがまさにそうだったのかもしれない。けれど、その運命の出会いの結末は結局別れでしかなかった。

　リアムはこの世界で王となり、コウは元の世界に戻る。

　所詮、自分はこの世界では異邦人なのだ。『黒の稀人』などと言われても、他の稀人たちのようにクレイアスに祝福をもたらす何かを持っているわけでもない。リアムに乞われて側に仕えていたが、それも元の世界に戻るまでという約束だった。

　どのみち、リアムが求めているのは『黒の稀人』としての「コウ」であって、「杉崎晃」という一人の人間ではない。このままクレイアスにとどまったところで、リアムはいずれアルファの妻を娶ることになる。ただの稀人にすぎない自分は、それを黙って見ていることしかできないのだ。

　友も家族もいない異世界で、リアムの幸せを遠くから眺めながら一人で生きていくのはあまりも辛すぎる。今夜、ダーレンスに元の世界に戻る方法を問いただし、日本に戻ろうと決めた。ただし、その前にしなければならないことがある。

　肩に提げた小銃を抱え直し、コウは森の奥に足を進めていった。
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　青い花が咲き乱れる森の奥に、リアムと出会った禁忌の泉はあった。

　リアムはこの泉には絶対に近づいてはいけないと言い、コウをここから遠ざけた。

　十日に一度リアムは祈りを捧げに泉に向かうのだが、その時もコウは少し離れた場所でリアムが戻ってくるのを待った。

　リアムは一人で泉の前に行き、祈りを捧げる。無残に殺された母に向けての祈り。そして、ここに流れ着く死したる稀人たちに向けての祈りだ。

　華麗な神官の衣装を身にまとっているわけでもなく、ただ泉の前で祈りの言葉を口にするリアムの姿は、拝殿で神に祈りを捧げている時よりも神聖なものに見えた。その姿ももう二度と見ることはないだろう。

　リアムは自らが王になるためにコウを利用した。だが、コウもこの世界での生活のためにリアムを利用した。ただそれだけのことだ。

　日が落ち、暗くなり始めた空を見上げつつ、コウは森を抜けて禁忌の泉に向かった。

　やがて白い石畳が見え、その正面に同じような白い石に囲まれた泉が姿を現す。

　深い緑の木々に囲まれた禁忌の泉は、リアムと出会ったあの時と何ら変わりなく澄んだ水をたたえていた。

　水が満ちた泉に近づいたコウは、小銃と背囊を肩から下ろした。泉の縁石に座り、そっと中をのぞき込む。

　透明度の高い泉の底もまた白い石だった。さほど深さがあるとも思えない。実際、コウがこの泉に流されてきた時も、泉の深さは腰の辺りまでだった。

　本当に元いた世界と繫がっているのだろうか。リアムと出会ったあの時と同じ青い花が浮かぶ泉をのぞき込んでいると、ふと遠くから声が聞こえてきた。

「え……？」

　班長──。

　誰も呼ばなくなった『班長』という言葉が耳に届き、コウは首を傾げた。空耳だろうかと思っていると、また『班長』とコウを呼ぶ声が聞こえてくる。

「西島──？」

　間違いない。聞こえてくるのは、西島の声だ。禁忌の泉の奥から西島の声が聞こえてくる。

「まさか……」

　今度は身を乗り出して泉から聞こえる声に耳をそばだたせる。だが、西島の声はそれきり聞こえなくなった。やはり空耳だったのかと肩を落とし、コウは神殿の方へと目を向けた。

　日が完全に沈み、神殿にも夜の闇が降りようとしている。そろそろリアムの夕刻の祭礼も終わる頃だろう。祭礼が終われば、ここから見える拝殿の明かりが消える。

　自分が神殿の中にいないと知れば、リアムはどうするだろうか。必死で探すのだろうか。

　別れを惜しむ時間があれば、その分だけ悲しみが深くなる。別れが惜しくなる。だから、何も言わずに神殿を出た。ダーレンスに戻り方を聞いたらそのまま姿を消そうと、そう思った。この世界に来た時と同様に、突然いなくなった方がリアムも、そしてコウ自身も諦めがつくというものだ。

「悪い、リアム。オレ、これ以上あんたの側にはいられない──」

　リアムの瞳と同じ色をした青い花が浮かぶ泉を眺めていると、衣擦れと金属がぶつかり合うような小さな音がした。

　剣の鞘が帯に施された宝石類に当たるその音に、コウは眉根を寄せる。

　リアムは武器を携帯しない。神殿の神官たちも同じだ。あの音を立てて神殿を歩くのは、ダーレンスただ一人だ。

　案の定、ゆっくりと近づいてきたのはダーレンスだった。この世界に流されてきた時にリアムを殺そうとしていた男たちがその後ろにいる。

　リアム暗殺の首謀者がダーレンスだということは薄々わかっていたが、こうもあからさまに刺客たちを連れて来られると怒りよりも呆れがこみ上げてくる。

　コウの姿を認めたダーレンスが口角を上げた。

「言われたとおりに来たのだな」

「おまえが来いって言ったからだろ」

「それは私のものになる気になったということか。いい心がけだ」

「こちらへ来い」とダーレンスが手を伸ばす。だが、コウはその手を振り払った。

「元の世界に戻る方法を先に言え。おまえとヤるのはその後だ」

「それを私に信じろと？　教えた直後に私を殺すつもりなのだろう。そんな殺気走った目をした者を信じられると思うか？」

「それはこっちの台詞だ。おまえが本当に元の世界に戻る方法を知っているかどうかオレにはわからないんだ。ヤるだけヤって知らないと言われるのはごめんだからな」

「そんなに知りたいなら教えてやる。元の世界にはこの泉から戻れる」

「え……」

「クレイアスとおまえが住んでいた世界は禁忌の泉で繫がっている。戻り方は──」

　途中まで言いかけ、ダーレンスが小さな箱から丸い粒を取り出した。差し出されたのは何かの種のような丸薬だった。毒々しい赤色のそれを、コウはまじまじと見やる。

「何だよ、これ」

「これを飲め。オメガを発情させる薬だ。飲んでしばらくすれば発情が始まる。おまえが完全に発情するのを待ちながら戻る方法を教えてやる」

「何だと……」

「発情すればオメガの体はアルファを求めて疼く。リアムたち神官は夜になると神殿から出られないからな。おまえの発情を抑制できるのは私だけだ。戻るか私に抱かれるかおまえ自身が決めればいい。おまえが発情の欲求に耐えられればの話だが──」

「おまえってマジで最低なクソ野郎だな」

　唾を吐き捨てたい衝動に駆られながら、コウは丸薬を口に放り込んだ。発情までどれくらい理性を保っていられるかは賭けだ。

「次はおまえの番だ。元の世界に戻る方法を早く言え」

「こちらへ来い、『黒の稀人』。早く発情するようおまえを嬲りながら教えてやる」

「ふざけんなよ。いいからとっとと戻り方を言え」

　言いながらコウは小銃をダーレンスに向けた。胸の辺りを狙い、ダーレンスを睨み付ける。

「言っとくけど、空包でも至近距離なら殺傷能力はあるからな。引き金を引けば腹が抉れるぞ」

「王族の私を殺すつもりか？　おまえは知らないかもしれないが、クレイアスの獄吏は世界一残酷だと有名だ。特にオメガへの拷問に容赦などないぞ」

「オレの心配をする前に自分の命の心配をしろ。オレは本気だからな」

　ダーレンスの胸元から銃口を逸らし、それを足下に向ける。引き金を引いた途端、乾いた破裂音が泉に響き渡った。

　銃口から発射された空包がダーレンスの足元の土を抉り、後ろに控えていた男たちが慌ててダーレンスを庇うように前に飛び出した。

「ダーレンス様！」

「騒ぐな。大事ない」

　平静を装いながらもダーレンスの声がわずかにうわずっている。

「それが噂に聞く遠くのものをなぎ払うという武器か。大した威力だ。ますますおまえが欲しくなったぞ、『黒の稀人』」

　目の前で発砲されても虚勢を張ろうとするダーレンスに少しばかり感心しつつ、コウは再び銃口を上げた。

「ごちゃごちゃうるさいんだよ。いいから戻る方法を言え。今度は本気で腹に穴を開けるぞ。正直、オレはおまえが死のうが知ったことじゃないんだ。どっちかっていうと、おまえみたいなやつはいない方がクレイアスのためなんじゃないかと思ってるくらいだからな」

「私が死ねば純血のアルファの王族はいなくなる。クレイアスの民はそれを望んでいない」

「そう思ってんのはおまえたちアルファだけだろ。一般の庶民はそんなこと何も思ってないんだよ。王が純血のアルファだろうがそうでなかろうが庶民には何の関係もない。誰にも理不尽に殺されず、奪われず、繫がれない、そういう国で平和に暮らしたいだけだ」

「黙れ。おまえごときに我々アルファの何がわかる」

　ダーレンスの瞳が怒りでゆっくりと赤色に変わっていく。

「ただの稀人にすぎないおまえが知った風な口を利くな」

「オレはこの世界の住人じゃないけど、わかってることがひとつだけある。おまえは王になれない。おまえは王の器うつわじゃない」

「何だと……」

「おまえはリアムの足下にも及ばない。アルファっていうくだらない特権にしがみついているだけのクズだって言ってんだよ」

　完全に赤色に染まった瞳が、一気により深い血の色に変わった。腰の大剣を抜き、ダーレンスがコウに炎のような怒りを向ける。

「発情するまで待って嬲ってやろうと思っていたが気が変わった。おまえの私に対する暴言は死に値する」

「暴言？　図星指されて逆ギレしてんじゃねぇよ」

「黙れ！」

　叫ぶと同時にダーレンスが大剣を横になぎ払った。とっさに小銃で身を庇ったものの、銃身に刃が当たり、勢いで体ごと飛ばされそうになる。慌てて体勢を立て直したコウは、繰り出される斬ざん撃げきを小銃で必死に受け止めた。

「くそ……こいつもかよっ！」

　ダーレンスが剣を振り上げるたびに鈍い音がする。強化プラスチック製の被筒ハンドガードを壊しかねない勢いのそれに、コウは死に物狂いで応戦した。

「こいつらアルファって何で神官なんかやってんだよっ」

　リアムと同様、ダーレンスのあの豪華な衣装の中は筋骨隆々たる体が隠されているのだろう。大柄なダーレンスが繰り出す斬撃は、強烈な衝撃を伴っていた。

　こんなことなら銃剣をつけておけばよかったと思ったが、もう遅い。あまりに激しい斬撃に耐えきれず、コウはじりじりと後ろに追い詰められた。何度か引き金を引いたが、空包は辺りの土を抉っただけだった。照準を合わせる余裕もない。

「マジかよっ！」

　最悪の場合、向かってきたダーレンスを返り討ちにしてしまおうと思っていたのに、その思惑は見事に外れた。返り討ちどころか自分が討ち取られそうになっている。

　やがて泉の縁に追い詰められ、体がつんのめった。片足が泉に嵌まりかけ、慌てて足を引く。何とか踏ん張ろうとしたところに、ダーレンスが剣を振り下ろした。

「わっ、わっ、うわっ……！」

　体がぐらりと傾いだ次の瞬間、大きな水しぶきを立ててコウは泉に転落した。

「くっそ……マジか──って……ええっ？」

　小銃を水面に上げて立ち上がろうとしたが、なぜか泉の底に足がつかなかった。泉の底の白い石は見えているのに、そこに全く足が届かない。

　それだけではなかった。泳げないはずがないのにどれだけ手足をばたつかせても、体がどんどん泉の奥へと引き込まれていく。

「な……何だっ……？」

　泉の縁石に手を掛けたコウは、小銃を何とか水から引き上げてそこに置いた。だが、まるで誰かが水底から足を引っ張っているかのように、体が泉の底に沈もうとする。

「噓だろっ」

　必死でもがいて水面に顔を上げていると、泉の縁石に立つダーレンスがにやりと笑った。

「自分で泉に入るとは、笑わせてくれる。元の世界に戻る方法が知りたいと言っていたから教えてやる。これが元の世界に戻る方法だ『黒の稀人』」

「何……」

「この泉はおまえがいた世界と繫がっている。月が消える夜は泉の底が大きく開く。戻りたければ月が消える夜にあちらの世界の物を身につけて泉に入ればいい」

　ずぶずぶと泉の底に引きずり込まれながらコウはダーレンスの言葉を心の中で反芻した。

　リアムはコウをこの泉に絶対に近づけなかった。穢れた泉であると同時にリアムにとって大切な祈りの場所だからと言われて納得していたが、本当の理由はそうではなかった。

　この泉は元の世界と繫がっている。月が消える夜に泉に身を沈めればコウは元の世界に戻ることができる。リアムはそれを知っていた。なのに知らないふりをしていたのだ。

　リアム……どうして──。

　ごぼりと水が口の中に入り、コウは水面を見上げた。

　遠くにダーレンスの笑い声が聞こえる。その声に被るように聞こえてきたのはリアムの声だった。

「コウ！」

　切羽詰まった声が耳に届く。

　必死で名を呼ぶ声に、コウは思わず水面に向かって手を伸ばした。

　リアム──。

　リアムを呼ぼうにも、水が口の中に入ってそれもままならない。体がどんどん水底へと沈み、水面が少しずつ遠くなっていく。

「コウ！　行くな！　私を置いていくな！」

　行くなと叫ぶ声に胸が締め付けられた。もう聞くことはないだろうと思っていた声が、必死でコウを呼んでいる。こんな焦燥感の籠もったリアムの声は初めて聞いた気がした。
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　遠くなりつつある水面を見上げていると、いくつも指輪が嵌まった手が見えた。

　青い石がきれいに並んだその指輪は、いつもリアムの指を飾っているものだった。

　夜になればリアムたち神官は神殿の外に出られなくなる。その禁忌を最高神官であるリアムが犯すことはできない。日はとっくに暮れ、夕刻の祭礼も終わった。拝殿の明かりが消えた今、リアムは神殿から一歩たりとも出ることができないはずだった。なのに、水面にリアムの手が見える。リアムは禁忌を犯して夜に神殿を出たということだ。

「リアム……」

　リアムに向かって手を伸ばしてみたが、体がまた泉の底へと沈んだ。首にぶら下げたままの認識票が引っ張られ、真っ黒な水底へとコウを運ぼうとする。

「こいつか……？」

　名前や血液型が彫られた認識票を摑み、コウは頭上に目を向けた。

　水面が遠い。そこからひたすらコウを呼ぶリアムの声が聞こえてくる。そのリアムの声が少しずつ遠くなっていくと同時に、聞こえてくる声があった。

　班長──。

　既に懐かしいと感じるこの声は紛れもなく西島のものだった。それだけではない。隊の仲間や中隊長の声までもが聞こえてくる。

　今のこの瞬間、泉は向こうの世界と繫がっている。もしかすると時間も崖から滑落したあの瞬間に戻っているのかもしれない。ダーレンスが言っていたとおり、このまま泉の流れに身を委ねれば元の世界に戻れる可能性が高い。

　元の世界に戻る。西島や妹の栞奈がいる日本で自衛官としての生活に戻る。

　これでいい──。

　水底に引き込まれながらコウはそう思った。

　クレイアスの中で異端でしかない自分は元の世界に戻った方がいい。彼らの預言書にあるとおり、オメガの自分はクレイアスに災厄しかもたらさない。現に、コウの存在を巡ってリアムとダーレンスの確執は日に日に大きくなっている。二人の王子を巡っていずれクレイアスはふたつに割れるかもしれない。その引き金が自分の存在になるなどコウには耐えがたかった。

　これでいい。元の世界に戻ろう──。

　そう自分に言い聞かせながらも、脳裏に浮かぶのはリアムの顔だった。

　おまえはいずれ元の世界に戻らなければならない身だからな──。

　いつだったか、コウを抱きながらリアムはそう言った。その時のリアムの寂しげな顔を思い出すと胸が痛くなった。

　必ず王になると言うリアムに、ならばその日まで側にいると約束をした。その約束を果たすことなくコウは元の世界に戻ろうとしている。

　コウがいなくなればリアムはまた一人になる。王になればなったで、ならなければならないで、リアムはあの広い神殿の中で、誰とも心を通わせることなく一生を終えるのかもしれない。

　リアムの父は伴侶を奪われ心を閉ざして辺境の神殿に引き籠もっていると聞いた。その父とリアムとの間にいったいどれほどの差があるというのだろう。

　どれだけ深く体を繫げても、リアムはコウに戻るなと決して言わなかった。なのに、そのリアムが行くなと叫んだ。私を置いていくなと、そう叫んだのだ。

「くそ……あんなこと言われて放って帰れるわけないだろ……」

　首に絡まる認識票をぐっと摑み、コウは鎖を力任せに引きちぎった。

　この認識票がコウを元の世界へ戻そうとしている。これを手放せば、もう二度と元の世界に戻れないかもしれない。

「栞奈……ごめんな。オレ、結婚式に行ってやれそうにない──」

　西島、栞奈を頼んだぞ──。

　そう心の中で呟きながらゆっくり指を開く。まずは鎖が水底に吸い込まれた。それを追いかけるように認識票が沈んでいく。

　やがて認識票が二枚とも見えなくなると、いきなり目の前に白い石が迫ってきた。

　まるで唐突に水底に蓋をされたように泉の底の石に足がついた。水面もすぐそこに見える。そのまま立ち上がると、泉の中にリアムがいた。

「コウ！」

　腰まで水に浸かったリアムが駆け寄ってくる。その姿にコウは啞然とした。

　おそらく夕刻の祭礼を終えた直後にコウを追って神殿を飛び出してきたのだろう。リアムは最高神官の衣装を身にまとい、髪にも飾りをつけたままだった。いつもは祈りの際に錫杖のようなものを持っているが、今のリアムが手にしているのはそれではなかった。

　華麗な衣装を身にまとっている中、その部分だけがわかりやすい間違い探しのように異彩を放っている。リアムが錫杖の代わりに手にしているもの。それは、コウが先ほど泉の縁石に残してきた８９式小銃だった。

　最新式の小銃を手にするファンタジーゲームさながらの衣装を身にまとった銀髪の偉丈夫。あまりのアンバランスさに、コウは思わずぽかんと口を開け、そして今の自分の置かれた状況も忘れて盛大に吹き出した。

「何て言うか……すごい格好だな、リアム」

「拝殿から飛び出してきたので武器を何も持っていなかったのだ。これがそこに置いてあったので拝借した。確か持ち方はこうだったな」

　銃じゆう把はを右手で握り、被筒ハンドガードに左手を添えたリアムを見上げ、コウは笑って頷く。

「ああ。最高にかっこいいよ、王子様」

　持ち方はわかったが、使い方はさすがにわからなかったらしい。リアムに小銃で殴り倒されたとおぼしきダーレンスの家臣たちが、泉の周囲でうめき声を上げて転がっていた。相当激しく殴りつけられたのか、全員が完全に戦意を喪失している。

「あれやったのってリアムか？」

　尋ねると、リアムがそれがどうかしたかとばかりに肩をすくめる。

「前から思ってたけどさ、リアムってけっこう罰当たりな神官様だよな」

「今さらだな」

　そう言って笑ったリアムが、背後から襲いかかってきた男を銃口で突き上げた。喉の辺りを突かれてひしゃげた声を出した男が、派手な水しぶきを上げて泉に落ちる。それに一瞥をくれ、リアムは神殿に向かって一礼をした。

「クレイアスの神よ。どうか寛大なる御心でお許しを──」

　心にもないことを口にしつつ嬉々として戦うリアムの姿に、コウは心を鷲摑みにされた。

　神官として祭礼を行うリアムは美しいが、こうして戦うリアムもまた美しいと思った。

「悪い、リアム。それ、持っててくれ。オレが持ってるとまた泉に引き込まれるから」

「わかった。これは私が責任を持って預かる」

　そう言ったリアムを横目に見つつ泉を出たコウは、腰の大剣を抜いた。

　抜き身の大剣をぶら下げ、泉の縁石に立つダーレンスに近づく。切っ先を向けると、ダーレンスがふんと鼻を鳴らして笑った。けれど、その笑いはコウには虚勢としか映らない。

「せっかく元の世界に戻れるというのに自分からその機会をふいにするとはな。だからオメガは愚かだというのだ」

「そうだな。オレは愚かだし馬鹿だと思うよ。もう元の世界に戻れないかもしれないしな。でも、おまえはもっと愚かで馬鹿なんじゃないのか」

「何だと……」

「いい加減諦めたらどうなんだ。王になれなくても王族としてこの国で優雅に暮らせるんだろう？　それに何の不満があるんだ？」

「黙れ。稀人のおまえが知った口を利くな。私は純血のアルファだ。純血のアルファである私がなぜ穢れたオメガの血を引くリアムの下につかねばならない。クレイアスの王は純血のアルファでなければならないのだ」

「これ以上言っても無駄ってことか」

　ダーレンスの喉元に切っ先を向け、コウはふっとため息をついた。

「おまえがいるとクレイアスのためにならない。リアムにとってもクレイアスの国民にとってもおまえは害悪だ」

「王族の私を殺すつもりか、『黒の稀人』」

「最初からそのつもりだったんだよ。元の世界に戻れても戻れなくてもおまえを道連れにしようって」

　乾いた笑みを浮かべ、ダーレンスに刃を突きつける。

「リアムができないんだったらオレがおまえを殺す。これが『黒の稀人』がクレイアスにもたらす最高の祝福だ」

　殺すと言いながらもコウの手は震えていた。災害派遣で人を救助することは何度もあったが、人に刃を向けたことなど一度もなかった。武器は持てど、誰一人として殺めてはいない。その自分に人が殺せるのだろうか。

「だめだ、コウ！　王族を手に掛けてはいけない！」

　リアムが制止の声を上げながら駆け寄ってくる。目が泳いだその瞬間、ダーレンスが大剣を振り上げた。

「だからおまえは愚かだというのだ、『黒の稀人』！」

　大剣が振り下ろされ、コウはとっさに目を閉じた。ダーレンスの強烈な斬撃を生身に受ければ確実に死ぬ。だが、体に衝撃はやってこず、代わりに聞こえたのは乾いた連射音だった。

　驚いて目を開けると、泉に木の葉と青い花びらが舞い落ちていくのが見えた。目の前では剣を振り上げたダーレンスが目を見開いて立ちすくんでいる。

　何かを言いかけて口を開いたダーレンスの手から大剣が滑り落ちた。石畳の上に剣が鈍い音を立てて落ち、そしてダーレンスもまたそのままそこに倒れ伏す。

　倒れたダーレンスの後ろにいたのはリアムだった。

　小銃を抱え、引き金に指を掛けたままリアムが茫然と立っている。

「リアム……」

「おまえが……殺されてしまうと思ったのだ。だから──」

　とっさに銃口をダーレンスの背に向けて引き金を引いてしまった。

　そう言ったリアムからコウは小銃を取り上げた。セレクターを安全装置の位置まで戻し、石畳の上に倒れているダーレンスにそっと近づく。

「死んでしまったのか？」

　不安げに尋ねるリアムに「いや」と首を横に振り、コウは肩をすくめた。

「たぶん大丈夫だ。音と衝撃で気を失ってるだけだと思う」

　髪を乱して倒れているダーレンスの顔をのぞき込み、首筋に手を当てる。指先に規則正しい鼓動が伝わり、コウはそのままリアムを見上げた。

「大丈夫だ。生きてる」

「そうか。ならいい……」

　命を狙われていたとはいえ、さすがに実の弟を手に掛けるのは躊躇するものがあるのだろう。リアムがほっと安堵の息をつく。

「リアムって８９式小銃これの使い方を知ってたのか？」

　まさかと思いつつ尋ねると、リアムが首を横に振った。

「知っているわけがないだろう。よくわからないが、以前おまえがこういう風に使っていただろう。ここに指を掛ければ音が出てダーレンスが驚くと思ったのだが……」

　確かに大きな音が出るし驚きもするだろう。だが、音よりも銃口から発射される空包の方が問題だった。リアムは少し離れた場所から引き金を引いているが、たとえ弾頭は出なくとも、ダーレンスは背中や腰にかなり激しい衝撃を喰らったに違いない。

「これ、鉛じゃなくても弾は弾だからな。当たると相当痛いぞ」

「酷い怪我をさせてしまったのか？」

「いや。貫通もしてないし、背中にちょっと破片が刺さってるかもしれないけど、このガタイだし、頑丈そうだから大丈夫だろ」

　完全に気を失っているダーレンスに一瞥をくれ、コウは石畳に投げ出されている大剣を拾った。ずっしりと重いそれを鞘に収め、リアムを振り返る。

「で、どうするよ、これ」

　ダーレンスだけでなく、泉の周囲にはリアムに殴り倒されたダーレンスの部下たちが転がっている。おまけに泉に入ったせいで、リアムもコウもずぶ濡れ状態だった。

「この泉って、確か入っちゃだめだったんだよな？　やばくないか、オレたち」

「そうだな。上級神官にかなり小言を食らうことになるだろうな」

　夜間に神殿から抜け出して暴力沙汰を起こし、おまけに禁忌の泉に足を踏み入れたリアムを、神官たちが見逃すはずがない。

　ただの小言で済めばいいのだがと濡れた髪を搔き上げ、リアムが神殿に目を向けた。

　夜になれば暗くなるはずの神殿のあちこちに明かりが灯っていた。そのいくつかが泉のあるこの森に向かってくるのが見える。

　遠くから聞こえてくるのはアレイルの声だった。神殿の警護をしている武官たちの声も聞こえる。

「さて、どう言い訳をしたものか──」

　そう言って肩をすくめ、リアムはうんざりした面持ちでため息をついた。

「全く面倒くさいことばかりで嫌になってくる──」

　投げやりにも聞こえるリアムの言葉に不安を覚えつつ、コウは明かりを持って近づいてくるアレイルたちに向かって手を振った。
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　神殿に戻ったリアムを待っていたのは、上級神官たちの厳しい詰問だった。神が宿るという拝殿にコウもまとめて連れていかれ、そこで十二人いる上級神官に代わる代わる責め立てられた。

　戒律を破って夜に神殿から出たこと。神官にあるまじき暴力沙汰を起こし弟であるダーレンスを傷つけたこと。そして、もっとも許しがたいのは穢れた禁忌の泉に入ってしまったことだと、神官たちはリアムを責めた。

「最高神官という立場をお忘れか」

「神官があの穢れた泉に入ってしまうなど、何を考えておられるのか」

　王位を継ぐ最高神官たる者が嘆かわしい、穢らわしい、そう口にし神官たちはリアムを責め立てる。そしてついでのようにオメガであるコウを側に置いていることも非難した。

「そもそもオメガなどをこの神殿の奥に招き入れるからこのようなことになってしまったのだ」

「いくら予言にある『黒の稀人』とはいえ、オメガは所詮穢れた者。そのオメガを神殿の奥まで招き入れた罪はいくらリアム様でも許されるものではありませんぞ」

　自身に浴びせられる非難の言葉を、リアムは黙って聞いていた。反論するわけでもなく、拝殿の真ん中にある椅子に腰を下ろし、神官たちを見るともなしに眺めている。

　ともすれば投げやりにも見えるその様子に、コウは一いち抹まつの不安を覚えた。

　もしかするとリアムは王位を自ら捨ててしまうかもしれない。リアムの父がそうであったように、リアムもまた全てに倦んでどこかの辺境に籠もってしまうのではないだろうか。

　そんな不安を胸に抱きつつ、非難の言葉を一身に受けるリアムを見ていたコウは、うんざりとため息をついた。

　神官たちはリアムが悪いと責め立てるが、いったいリアムのどこに非があるのかコウにはさっぱりわからなかった。そもそもダーレンスを殺そうと思ったのはコウの方なのだ。

　元の世界への戻り方を聞いたら、そのままダーレンスを亡き者にしようと思っていた。

　腹違いの兄弟であるリアムにはそれはできない。むろん、アレイルや他の家臣たちも王族に手を掛けることはできないだろう。クレイアスにとって厄災でしかないダーレンスを排除できるのは、異邦の人間である自分だけだと思った。

　腕にそこそこ自信があったこともあるが、少々ダーレンスを見くびっていたのが失敗だったかもしれない。まさかダーレンスがあんなに強いとは思わなかったのだ。

　殺すつもりが殺されかけ、挙げ句に元の世界に引き戻されそうになった。リアムが禁忌の泉に飛び込んだのも、結局コウが泉に吞まれてしまいそうになったからだ。

「全部オレのせいか」

　ぽつりと呟き、コウはのっそりと立ち上がった。

　小銃を抱えたままリアムの隣に立つと、神官たちが一斉に後ずさりをする。

『黒の稀人』という存在もさることながら、神官たちにとってコウが持つこの小銃は魔物のごとき扱いだった。

　コウを見る神官たちの目には、得体の知れない者を見る時の怯えと同時に、オメガに対する侮蔑の色が交じっている。それをひしひしと感じながら、コウは一歩前に出た。

「あのさぁ。オレ、あの泉の何が穢らわしいのかさっぱりわかんないんだけど、リアムが何かしたのか？　あの泉に入ったから何なんだ？　あそこは毒でも入ってんのか？」

「く……口を慎みなされ、『黒の稀人』」

「夜に神殿から出たって言うけど、あそこも神殿の一部だろ？　それともあそこは神殿じゃないっていうのか？」

「口を慎めと言っているのが──」

「わかんねぇよ！」

　思わず大声を張り上げると、神官たちがびくっと体をこわばらせる。それをじろりと睨み、コウは言った。

「ほんと、どこの世界にも口しか出さない輩ってのはいるんだな」

　げんなりと肩をすくめ、居並ぶ神官たちを睥へい睨げいする。

「あんたらもダーレンスと一緒だよ。アルファっていうくだらない特権にしがみついているクズばっかりだ」

「わ……我らを侮辱するのか……たとえあなたが『黒の稀人』とはいえ、許されることでは──」

「別にあんたらに許して貰おうなんて思ってないよ」

　そう言い放った途端、神官たちが怒りで顔を赤く染めた。

「く……『黒の稀人』、あなたにクレイアスの何がわかるというのだ」

「あんたらってさ、アルファっていう特権階級にあぐらかいて文句ばっかり言ってるよな。クレイアスを治めるの何のって言いながら、国民のために何をしてる？　街には娼館がある。神殿にはその日の食べ物を求めてやってくる者もいる。発情に苦しんで命を絶つオメガもいる。あんたらそういう国民をどう思ってんだ？　そいつらだってクレイアスの国民じゃないのか？」

　リアムとともに街の神殿に赴くたびに、そういった庶民たちを目にした。

　クレイアスは一見すると豊かな国だが、民たちが皆ゆとりある生活を送っているわけではない。行政の手は決して行き届いているとは言えず、街の至る所にそういった苦しむ民たちの姿があった。

「オレは馬鹿だから政治のことはよくわからないけど、それを何とかするために国ってあるんじゃないのか。リアムはそういう民を何とか救おうとしている。あんたら神官は国のために、民のために何をした？　あんたらが持つその特権に見合う何かをしてるのか？」

「わ……我らはアルファだ。アルファは国を治める者としてクレイアスの神より選ばれし民だ。稀人のあなたにはわからない──」

「だからわかんねぇって言ってんだろ。何が選ばれし民だよ。どいつもこいつも中二病みたいなことばっかり言いやがって。アルファなんて見た目がちょっときれいで、体がでかくて頑丈で、精力旺盛なだけだろうが」

　言い放つと、背後でリアムが「随分な言われようだ」と苦笑する。それをちらりと振り返り、コウは黙り込んだ十二人の上級神官たちを一人一人睨み付けた。

「あんたら神官の仕事は泉に祈りを捧げることなんだろ。搾取しかしないクズだって思われるのが嫌なら、政治に口を挟んでないで神官としての仕事だけしてろ！」

　拝殿がしんと静まりかえり、コウはふんと鼻を鳴らした。クレイアスに流れ着いてからずっと腹の中でモヤモヤしていたことを全部吐き出すと、何やらすっきりした。

　コウはすっきりしたが、神官たちは皆苦虫を嚙みつぶしたような顔をしている。まだ何か言ってくるだろうかと身構えていると、拝殿のやや奥まったところにある布の向こうから鈴の音がした。

　拝殿の中の泉の向こう側に、豪華な織りと刺繡に彩られた布があった。ただの飾りかと思っていたが、幾重にも重なり合うそれが、一枚、また一枚と開いていく。布が全て開くと、神官たちが一斉に床に膝をついた。

　神官だけではない。この中では一番身分が高いだろうリアムさえもが椅子から下りて膝をつく。

　立っていたのはコウだけだった。一人だけ遅れて慌てて膝をつくと、中から衣擦れの音がした。

「全くこんな時刻に騒がしい。何事だ」

　凜りんとした声が神殿に響き渡り、皆が一斉に頭を垂れる。コウもそれに倣おうとしたが、どうしても気になりそっと正面を窺った。

　目に入ってきたのは白い衣装と銀色の長い髪だった。リアムと同じ色をした髪の主が、ゆっくりと拝殿の奥にある玉座に座る。

　一段高い場所にあるそこに座ることができるのはクレイアスで一人しかいない。病に伏せっているというクレイアスの王、ファリドだけだ。

　玉座にファリドが座ると、リアムが頭を垂れたまま言った。

「王、お体の具合はよろしいのですか。こんな時刻にお出ましになっては──」

「体調ならすこぶる悪い。おまえたちが騒ぎ立てるから寝ていられないではないか」

　鬱陶しげにため息をつき、ファリドが神官たちに向き直る。

「それで、リアムは何をしでかしたのだ。王位の継承権を剝奪しなければならないほどのことをしたのか？」

「リアム様は戒律を破って夜間に神殿からお出になった。しかも、弟君のダーレンス様を傷つけた挙げ句に、自ら禁忌の泉の中にお入りになったのです」

「違う！　先に手を出したのはダーレンスの方だ！　オレがダーレンスに殺されそうになって泉に落っこちて、リアムはそれを助けようとして泉に入っただけで──」

　思わず割って入ったコウはファリドを見上げてぽかんと口を開けた。

　アルファの王族たちが皆似通った外見をしているのはわかっている。リアムもダーレンスも双子のようによく似ている。だから、きっと祖父にあたるファリドもまたリアムと同じような銀色の髪に青か緑の目をした老人だと思っていた。

「王って……お爺さんだよな……？　リアムのお爺さんだって……」

　老人も何も、玉座にけだるげにもたれかかって座っているのは、リアムと似た顔をした若い男だった。年齢もリアムとほぼ変わらない。いや、むしろリアムよりも若く見えるかもしれない。

「何を驚いている」

　呆れ気味に問いかけられ、目が泳いだ。

「いや……、王様はリアムのお爺さんって聞いていたので、ちょっとびっくりしたっていうか──」

　ちょっとどころの騒ぎではない。老人どころかファリドは二十代の若者にしか見えない。リアムとダーレンス、そしてファリドが並んで立っていれば、兄弟にしか見えないだろう。

「我らアルファの王族は長命だ。成人してある程度過ぎれば死ぬまで数百年間はこのままの姿だ」

「そのまま数百年？」

　思わず本当かと尋ねると、リアムが困ったような顔で頷いた。

「私もとっくに百を超えている。生まれてから三十年を少し過ぎたあたりからずっとこのままだ」

「マジかよ……」

「ファリド王の治世になって既に二百年が経つ。王ご自身もそろそろ三百歳になられる」

　三百歳と言われてコウはファリドをまじまじと見やった。コウの無遠慮な視線にファリドがふんと鼻を鳴らす。

「何か言いたげだな」

「え？　いや……その……病気だと聞いていたのでどこが悪いのかなーと……」

「ただの老衰だ」

　どう見ても若者にしか見えないファリドの口から出た『老衰』という言葉に呆れた。ぽかんと口を開けていると、ファリドが面倒くさげに足を組む。

「私ももう年なのでな。最近はさすがに体のあちこちが痛んで仕方がない。いいかげん王位を譲って余生をのんびり過ごしたいのだが、愚かな孫たちのせいでそうもいかなくてな」

　三百年も生きて余生も何もないと思ったが、その言葉を吞み込みコウは改めてファリドを見上げた。

　銀色の長い髪はリアムと同じだった。青い瞳も同じだ。

　クレイアスを統べる美しい神官王。さんざんアルファの悪口を言っておきながら、その美しさにはやはり目を奪われる。

「改めて問うが、おまえが神殿を騒がせている『黒の稀人』か」

　詰問するように尋ねられ、こくっと頷いた。

「なるほど。確かに皆が言うとおり髪も瞳も黒い。オメガだと聞いているが、随分とオメガらしくない体つきをしているな。リアム、この者は本当にオメガなのか？」

「間違いなくオメガです。発情も確認しましたので──」

「既に情を交わしたということか」

　苦笑交じりの質問に小さく頷き、リアムがより深く頭を垂れる。

「それで、おまえはその者をどうする気だ」

「我が伴侶にと望んでおります」

「そなたもオメガを娶るというのか？　しかもこの厳つい体つきのオメガを？」

「許されるのならば──」

「悪趣味にもほどがあるな」

　ため息交じりにぼやき、ファリドは肘掛けに体をもたれさせた。

「全く……クレイアスの王族はどうもオメガに惹かれる運命にあるらしい。我が父も、我が息子も、挙げ句に孫までもがオメガを望むか──」

　いささか呆れ気味にため息をつき、リアムに、そしてコウに目を向ける。

「『黒の稀人』──いや、コウと言ったか。先ほどは随分なことを言ってくれたな」

「え……」

「我らアルファは、見た目がきれいで、体が大きく頑丈で、精力旺盛なだけだそうだな」

「あの……、えっと……、それは……」

「そんな当たり前のことを言われては神官たちも何も言い返せなくなるではないか」

　くっと喉を鳴らし、ファリドは「まあいい」と笑った。

「ところでそなたは元の世界に戻る気はないのか？」

「リアムが望むんだったらオレ……じゃなくて、自分はここにとどまろうと思っています。リアムの側にいると約束したので──」

「そなたはオメガだが稀人ゆえリアムとの子はなせないかもしれぬ。その時にリアムはアルファの妻を娶ることになる。アルファの血を残すのも我ら王族の務めだからな」

「かまいません。リアムがそう望むんだったら自分は──」

「耐えると？　随分と健気なことだ」

　そう言ったファリドは、コウをじっと見つめながら言葉を続けた。

「もうわかったかと思うが、我らアルファはそなたたちとは違って長命だ。そなたは確実にリアムよりも先に老いて死ぬ。それでもそなたはリアムに仕え、リアムを伴侶とするか？」

「それでも」と即答すると、ファリドが「わかった」と呟いて立ち上がった。

「皆も聞け。『黒の稀人』は命ある限りリアムに仕えると言った。予言の書が示すとおり、我がクレイアスの行く末はリアムと『黒の稀人』に託すことにする」

　クレイアスの次の王が決まった瞬間、神官たちが一斉にざわついた。

「ダーレンスは王位継承者である兄リアムとその伴侶となる『黒の稀人』を弑しい逆ぎやくしようとした。また、泉を穢し、神殿に血の穢れを持ち込んだことも許しがたい。それらの罪によりダーレンスはマレクがいる北の神殿に永劫預かりとする」

　王の口から直接ダーレンスの処遇を沙汰されると、神殿全体が騒然となった。

　北の神殿には、リアムやダーレンスの父マレクがオメガであるリアムの母の亡き骸と暮らしている。ダーレンスはその辺境の神殿に死ぬまで幽閉されると言うことだ。

　玉座を下りたファリドが、コウを、そしてリアムをちらりと見下ろす。ふんと鼻を鳴らして口角を上げたファリドは、独り言のようにぽつりと言った。

「オメガを娶りたいならば好きにしろ。純血も何も、私の母もオメガだ。もはやクレイアスの王族に純血のアルファなど一人もいない」

　入ってきた時と同様に、ファリドが静かに拝殿の奥へと消えていく。とても病に伏せっている老人とは思えないしっかりとした足取りで居所へ戻っていくファリドを、コウはただ茫然と見送った。
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　王位を約束された途端、神官たちのリアムに対する態度が一変した。

　あれだけ激しくリアムに戒律を破っただの穢れを浴びただのと声を荒らげていた者たちが、一斉に口を閉ざす。あからさまに媚びを売り始めた彼らを適当にやり過ごし、リアムは私室へと戻った。

　回廊を歩いていくリアムの後をコウは無言で追った。

　ぐるりと回廊が周囲を囲んでいる池の周囲には青い花が咲いている。オメガの発情を軽減させる効果があるというその花を眺めながら歩いていると、リアムが時々後ろを振り返る。やがて回廊の途中でリアムが立ち止まった。後ろを歩いていたコウをじっくりと眺め、複雑な笑みを零す。

「リアム？」

「おまえがここにいるのが少し不思議な感じがしたのだ。あのまま元の世界に戻ってしまうと思っていたから──」

「知ってたんだよな。元の世界に戻る方法。あの古代文字、本当は読めたんだろ？」

　今さらと思いつつも尋ねると、リアムが「ああ」と頷いた。

「おまえがあの文献を持ってきた時は焦った。とんでもないものを見つけてきてくれたとアレイルを恨んだくらいだ」

「そう言ってやるなよ。あれをたった一日で見つけてきたんだ。アレイルはかなり優秀な文官だぞ。まあ、ちょっと口は悪いけど」

「古代文字は王族なら皆読める。読めなければ泉に祈りは捧げられない」

　なるほど。リアムが毎日泉に捧げているあの不思議な言葉が古代の言葉ということか。

「文献には、おまえたちの世界にある物を身につけたまま月が消える夜に禁忌の泉に入ると元いた世界へ戻れることがあると書いてあった。ただ、無事に戻れるかどうかは書かれていなかったのだ」

「だからあの泉に近づくなって言ってたのか」

「ああ。おまえはいつもあの銀色の首飾りをしていただろう。もしもあれを身につけたまま夜に禁忌の泉に入るようなことがあれば、間違いなく泉の中に引き込まれる。無事に帰り着けずにそのまま溺れ死ぬ可能性もある。私はおまえが母のようにあそこに浮かぶ姿など見たくない。だからおまえをあそこに近づけたくなかったのだ」

「それだけか？」

　尋ねるとリアムが口を閉ざした。

「オレが死ぬかもしれないと思ったから？　黙っていたのはそれだけの理由か？」

　もう一度尋ねると、リアムぽつりと言った。

「離れたくなかったのだ」

　そう呟き、リアムは回廊の手すりに腰を下ろした。

「おまえが私の元から去ってしまうと思うと心が張り裂けてしまいそうだった。何をしていてもおまえのことで頭がいっぱいになる。禁忌の泉におまえが流されてきた時からずっとだ。今まで一度もこんなことはなかったというのに……」

「リアム──」

「私たちアルファは運命の番となるオメガに出会うことがある。父は母に出会って私を授かり、曾祖父のリオネル王もまた運命のオメガに出会ってファリド王が生まれた。だから、もしかすると私も運命のオメガに出会うかもしれないと思っていたのだ──」

　言葉を句切り、リアムがふっと笑みを零す。

「おまえが私の前に現れた時、心の中が光で満ち溢れた。あの時、おまえが私の番となるオメガだと思ったのだ」

「その番っていうの、夫婦みたいなもんか？」

「そうだな……本来ならばアルファとオメガは結ばれない。けれど、番は違う。出会った瞬間にそれがわかる。互いの魂が深い部分で繫がっている、そんな感覚だ」

　魂が深い部分で繫がっている──。

　その言葉を心の中で繰り返し、コウはリアムを見下ろした。

「オレさ、リアムと初めて会った時、何かぞくぞくしてさ。池に浸かってたからかなって思ったんだけど、ちょっと違うんだ。何ていうか、その……欲しいっていうか……それがそういうやつなのか？」

「私もおまえが欲しいと思った。だから皆の前でおまえの手を取ったのだ。おまえは誰にも渡さない。私のものだと知らしめるために──」

「誰にも渡さない……か。殊勝なこと言ってくれるよな。そんなこと言われたら本気であんたに惚れるだろ」

「コウ……」

　抱えていた小銃を足下に下ろし、コウは言った。

「明日、部屋に置いてある背囊もこの銃も全部泉に沈めるよ」

「どういうことだ、コウ」

「これを持ってると、また今日みたいなことがないとも限らないだろ。だったら月が消えているうちに沈めてしまおうと思ってさ」

　ダーレンスは北の神殿に幽閉されることになったが、リアムの即位をよしとしない者は神殿の中にもまだ存在する。そのリアムに仕えるオメガのコウの存在もだ。

「あっちの世界の物は全部あっちに戻す。小銃もここに置いてちゃいけない。これこそいつかクレイアスの災いになる」

「だが、これを沈めてしまうと本当に戻れなくなってしまうぞ。いいのか？」

「まあ、そうなんだけどさ……何て言うか、もういいかなって」

「もういい？　どういうことだ？」

「そりゃあ、全然未練がないって言うと噓になるけどさ。もうすぐ結婚する妹だっているし、オレ、たぶん脱柵したことになってるだろうからあっちは大変な騒ぎになってると思う」

「だったら……」

「でもいいんだ。それ以上にリアムの側にいたいって思ってるから。リアムのことは嫌いじゃないし、見た目と違って時々ボケてるところが可愛いっていうか。まあ、あれだよ、今は誰といるよりもリアムの側にいたいってこと」

「それは私の番になるということか？」

　番──。

　魂の深い部分で繫がっている存在を指すそれを心の中で反芻し、コウは頷いた。

「オレさ、番ってあまりよくわかってないんだけどさ。その、装備を沈めると元の世界に戻れなくなるだろ？　となるとリアムの側に置いて貰わないと、ここで野垂れ死にするしかないわけで」

「コウ……」

「それにさ、その……オレはオメガだからまた発情期が来るだろ。リアムにはそれを抑えて貰わないと困るわけでさ。稀人だから発情しても妊娠しないって言ってたし、だったら、リアムとそういうことしてもオレも安心だしさ」

「おまえはそんなに私の子を宿すのが嫌なのか？　私の子など欲しくないと？」

「いやいや。そういう意味じゃなくて。子どもは好きだし、リアムの子どもだったらそりゃ可愛いだろうなと思うけど、自分が産むってのはちょっと……」

　リアムの子どもならばさぞや美しい子だろうが、それを自分が産むのはさすがに想像したくない。

「とにかく、別に番ってやつでなくてもいいし、娶るとか伴侶とかそういうのでなくてもいいんだ。ただ、オレが生きている限りリアムの側にいさせてくれないかな。オレはリアムたちアルファみたいに長生きできないかもしれないし、稀人としてもあまり役立つとは思えないんだけど、ちょっとくらいならあんたのこと守ることもできると思うしさ。だめかな？」

「コウ──」

　つと伸びてきた手がコウの手を取った。指をそっと撫でられ、ぞくっとしたものが背を抜けていく。背を震わせていると、リアムが指に唇を押しつけてきた。

「これって淫らなことなんだろ。神官がこんなところでこういうことしたらだめなんじゃないのか」

「そうだな。クレイアスの神への冒瀆だな」

　そう言いながらもリアムはコウの指をそっと口に含んだ。口淫をするように指を舐め上げていく。

「あ……」

　舌の感触が指に伝わった途端に甘い喜悦が体の芯から湧き出し、コウは目を閉じた。

　なぜか体の芯が疼いた。次の発情はまだ来ないはずなのに、リアムを求めて体中が熱を持ち始める。

「リアム……だめだ、こんなところで……」

　指に、手の甲に唇を押しつけてくるリアムを、コウは必死で振り払おうとした。

　誰が来るとも知れない回廊でリアムの愛撫を受けるわけにはいかない。そうでなくても体が疼き始めているのに、これ以上こんなことをされては理性が保てなくなりそうだった。

「コウ……」

　名を囁かれ、またもや背が震えた。

「どこへも行かないと言ってくれ」

　切なさが籠もったリアムの声に、心が揺さぶられる。

「番となって、命ある限り私の側にいると言ってくれ──」

　返事の言葉は口にしなかった。代わりにリアムの手に唇を押しつける。

　長い指に嵌められた指輪には、リアムの瞳のように金をまぶした濃い藍色の石が嵌め込まれていた。
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　リアムに伴われて部屋に入ったが、寝室まで持たなかった。

　我慢などとっくに限界に来ていたし、それはリアムも同じだったのだろう。

　私室に入った途端、リアムは床に敷かれたラグにコウを押し倒し、コウもそれを拒否することなく受け入れた。

　もどかしいとばかりに互いの衣服を剝ぎ取り、唇を合わせる。リアムの髪が肌に触れるだけで、甘い法悦に満たされた。

「リアム……」

　自分でも驚くほど甘い声でコウはリアムを呼んだ。まるで発情している時のように体が滾る。次の発情までまだ日があるはずなのに、リアムに触れられているとたまらない性的欲望に苛まれた。

「あ……あぁ……、リアム……もっと……」

　胸に舌を這わせるリアムの頭を搔き抱き、甘い声を上げる。乳暈を、そして硬く尖った乳首を舐められ、びくんと背がのけ反った。

「は……あっ……、あ……ふ……」

「どうしたのだ、コウ。今夜のおまえはまるで発情中のようではないか。さっきからたまらない匂いがするぞ……」

　胸元に舌を這わせつつリアムが尋ねる。そんなことはコウが知りたいくらいだった。

　拝殿を出た直後くらいから体がおかしくなり始めた。リアムに近づけば近づくほど、気持ちが滾り、性的な欲望に惑わされる。それを感じ始めていたところに、回廊でリアムが手に口づけた。唇の感触が伝わった途端、コウの理性は吹き飛んだ。

「さっきから体が熱いんだ……あっちこっち疼いて……」

「体が熱い？　まさか、もう次の発情期が来たのか？　そんなはずはないのだが──」

　口淫をするように指に舌を絡めていると、リアムがふいに眉根を寄せた。

「コウ、さっきから舌が赤いが、何かを飲まなかったか？　赤い丸薬か何かを──」

「あ……」

　言われて思い出した。禁忌の泉の前でダーレンスに赤い丸薬を渡され、それを飲んだ。元の世界に戻る方法を教える交換条件として、飲むように言われたのだ。

　確かオメガの発情を促す薬だと言っていなかったか──。

「ダーレンスに飲めって言われた……赤い薬だった」

「飲んだのか？」

　頷くと、リアムが眉み間けんに深い皺しわを刻ませた。

「そうか。飲んだのか」

「発情がどうこう言ってたけどぜんぜん効かなかったから、平気だって思ってたんだけど……」

「本来ならばすぐに効き目が現れる薬なのだが、おまえは普通のオメガとは違うからな。体格がいいから効くまでに時間がかかっただけだろう」

「そう……なのか……？」

「あれはオメガを発情させる強烈な薬だ。ダーレンスはそれをオメガに与えて嬲っていたのだが……そうか、あの薬を飲んだのか」

　ふっとため息をつき、リアムが腰を抱き寄せる。

　腿に当たったのはリアムの楔だった。硬く変化したものがリアムの腹の上でそそり立っている。

「リアム……」

「ダーレンスも困ったことをしてくれた。おまえが発情するとアルファの私まで誘われてしまうではないか」

　苦情めいた台詞を口にするリアムの目が笑っている。

　リアムの顔は神官の顔から雄の顔に変わろうとしていた。金をまぶした藍色の瞳が、より深い藍色に染まっていく。

　ふいに乳暈を吸い上げられ、体が震えた。漏れ出す声が抑えられない。

「あっ……は……」

「たまらない匂いだ、コウ……そんな匂いをさせられては手加減などできないぞ」

　首筋に、そして胸元に舌を這わせながらリアムが囁く。いつの間にか硬くなっていたコウの性器からは、透明な露が滲み出していた。

「おまえたちの世界ではこうするのだったな」

　言いながらリアムがコウの足を抱え上げた。左右に大きく開き、そのまま股間に顔を埋める。

「リ……リアムっ……」

　屹立したそこを舐め上げられ足が震えた。快感で腹の奥がじんじんと疼き始める。

「リアム……そんなこと……だめだ……」

「おまえにこうされてとても気持ちがよかった。おまえも気持ちがいいのだろう」

　鈴口を舌でこじ開けたリアムが先端を口腔に含んだ。唇でそこをきゅっと搾られ、竿部分がびくんと跳ねる。そのまま射精してしまいそうになり、コウは慌ててリアムを押し返した。

「だめだって……イきそうになる……」

「私の口に出したいということか？　かまわないぞ。おまえのこれは私にとって美酒だ」

　リアムの舌が先端と竿の間のくびれを舐めていく。硬くなった肉茎を擦られ、コウは喉を鳴らした。

「ああっ……あっ……は……、やばい……イきそ……」

「感じているのだな。ここが震えている──」

　腹の奥から湧き出した熱が解放を求めて性器へと集中し始める。肉茎の根元から先端までを一気に扱かれた途端、我慢しきれず腰が跳ねた。

「う……ぅ……、ああっ──」

　短い嬌声とともに、精路を擦って白濁が噴き上がる。鈴口から溢れ出す白濁を、リアムは丹念に舐め取った。それどころか、ごくりと喉を鳴らしてそれを嚥下する。あまりに淫らな表情を向けられ、かっと顔が赤くなった。

　クレイアスの次期国王を約束された男に口淫をさせ、後始末までさせている。申し訳なさと恥ずかしさが同時に押し寄せたが、それよりも快感が勝った。

　たった今リアムの口に吐精したというのに、性器は萎えるどころかより硬くなろうとしている。

「な……何で……」

「薬のせいだな。この状態はしばらく続くぞ」

　硬いままの性器に指を絡め、リアムがまたそこを扱き上げる。達したばかりで敏感になっている性器を愛撫され、コウは必死で体を捩った。

「や……やめ……リアム……」

「吐き出さねば辛いぞ」

　言いながらリアムが手を激しく上下させる。同時に乳首を捏ねられ射精感がこみ上げた。

「イく……あっ……、あっ……ふ……、あぁっ──！」

　再び噴き上がった精液がリアムの手を濡らす。指に絡み、手首へと流れていくそれを眺めていたリアムは、目を細めて笑みを浮かべた。

「もう一度だ、コウ──」

　リアムの声に体が震えた。恐怖に似たそれは、与えられるだろう肉の愉悦への期待だ。

「コウ、もっと感じてくれ」

　リアムの細い指がまた性器に絡みつく。今度は漏れ出した露を肉茎に塗り込めるようにゆっくりと扱かれた。過敏になった先端の小さな口をなぞるように指の腹で撫で回され、体が痙攣する。これ以上こんな風に性器を弄られては、快感で神経が焼き切れてしまいそうだった。

「も……やめ……、リ……リアムっ……」

「やめると辛いだけだぞ」

　露を滲ませる鈴口をリアムが擦り上げていく。もどかしいだけの刺激はやがて強烈な快感へと変わり、コウは透明に近い蜜を噴き上げた。

「ああっ……！　あぁ……はっ、う……」

　三度目の射精で暴れるコウを押さえ込み、リアムは後ろの窄まりに指を這わせた。

「ここもアルファの精を受けない限り治まらないぞ」

　柔らかくなり始めたその場所にリアムがゆっくりと指を埋めていく。

　浅いところで何度か抜き差しを繰り返したリアムは、ぐいと奥まで指を挿入させた。腹側をゆるゆると押し上げられ、そこからじわりと熱が湧き出してくる。リアムの指が中を擦るたびに、コウの性器からぽとりぽとりと露が溢れ出した。

　まるで搾り出されてくるようなそれを、リアムが指で掬い取る。やや色が薄くなり始めたそれを舐めながら、リアムはコウに目を向けた。

「コウ──」

　挿入していた指を抜き、リアムはコウを俯せにした。背後から腰を引き寄せ、腹の下にクッションのようなものをあてがう。

「コウ……今日は深いところまでおまえを感じたい」

　そう言ったリアムがコウの尻を割り広げた。暴かれた中心に感じたのは、弾力のある肉の感触だった。リアムの性器がコウの窄まりを撫でている。

　挿入するでもなく、ただそこに擦りつけるだけの愛撫に焦れ、コウは思わずリアムを振り返った。

「挿れてくれ、リアム……」

　要求すると、なぜかリアムが神妙な面持ちをした。

「リアム……？」

「コウ……今からおまえを私の番にする。よいな？」

　意味がわからないまま頷くと、背後から抱きしめてきたリアムがうなじに唇を押しつけた。恐怖に似た快感が湧き出し、ぞわりと総毛立つ。嫌だと拒絶しようとした次の瞬間、そこを甘嚙みされた。

「あ……ぁ……、ああっ！」

　襲いかかってきたのは、雷を浴びせられたような衝撃だった。

　甘い熱が一瞬で全身を駆け巡り、思わず拳を握り締める。

　決して苦痛ではなかった。もちろん恐怖でもない。ただ、魂が歓喜に打ち震えている。

　いったい自分の体に何が起きたのかわからず、手を震わせていると、その手をリアムの手がそっと包み込んだ。指輪がいくつも嵌められた指をコウの指に絡ませ、リアムが囁く。

「コウ……これでおまえは私の永遠の伴侶だ──」

　耳朶に唇を寄せたリアムが、ずんと奥を突いた。

　リアムとは何度も体を繫げてきた。なのに、今まで感じたことのない圧迫感に苛まれ息を吞む。

「あ……あっ……、う……」

　さらに奥まで楔の先端が入り込み、コウは目を見開いた。

「う……く……、あっ……あっ……、リアム……く……苦し……ああっ──！」

「コウ、もう少し奥までだ……」

　奥の壁をぐいと押し上げられ、肉壁が痙攣する。痛みなのか快感なのかわからない何かが湧き出し、コウは手を握り締めた。

「あ……ぁ……、リ……リアム……、リアム──」

「もっと声を聞かせてくれ……もっと私の名を呼んでくれ──」

　再びうなじを甘嚙みされ、びくびくと体が痙攣する。リアムが腰を動かすと、長い性器が最奥の奥の門をくぐった。少し窄まったそこを、先端が何度も出入りする。

　すぎる快感で、何も考えられなかった。今のコウを支配しているのは、リアムの全てを自分のものにしたいという欲求だけだ。

「もっと……」

　熱に浮かされたようにコウは呟いた。

「もっとしてくれ……リアム……もっと……」
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「コウ……」

　ふいにリアムが腰を強く摑んだ。尻を割り広げて奥に入り込んだものを一気に引き出す。ずるずると肉の輪を擦られる快感に、コウは声もなく目を見開いた。

「コウ……おまえのここが私を誘っているぞ……」

　囁きながらリアムが肉の輪を楔で擦る。焦らすような愛撫にコウの背がさざ波のように震えた。

　感じたい場所はそこではなかった。もっと奥深い場所だ。リアムを体の一番奥で感じたい。

「あ……ぁ……、リアム……もっと奥に……、挿れてくれ……」

　要求とほぼ同時にリアムが腰を突き上げた。肉茎が肉の輪を広げ、熟れた壁を抉りながらより奥へと入っていく。奥の狭い門を再びくぐった先端が、そこを激しく責め始めた。リアムが腰を前後に揺らすたびに先端がきつく締まる肉の筒を出入りし、泣きたくなるような喜悦が湧き出してくる。

「ふ……ぁっ……、あっ、あぁ……！」

　もう限界だった。これ以上の快感を与えられては神経が焼き切れてしまう。

　何度目かの白濁を飛び散らせ、コウは体を痙攣させた。それに呼応するかのように、リアムの背が波打った。

「コウ──」

　短い咆ほう哮こうを上げ、リアムが覆い被さってくる。

　やがて伝わってきたのは、体の奥にリアムのものが注ぎ込まれていく感触だった。感じるはずのないそれの温かさをなぜか感じつつ、コウはゆっくり目を閉じる。

　部屋にはリアムの荒い息づかいと、コウ自身が漏らす甘い喘ぎ声だけが聞こえていた。





９






　翌日の夕刻、日が沈む頃にコウは祭礼を終えたリアムとともに禁忌の泉へと向かった。

　今宵も月は消えている。泉はコウがいた世界と繫がっているはずだった。

　戦闘服も含めて装備一式をまとめて大きな布で包み、紐で結んだ。クレイアスの物があちらの世界に届くかどうかわからないが、ばらばらに沈めてしまうのは何となく躊躇した。

　そして、戦闘服のポケットにコウはいつも持ち歩いていた写真を入れた。

　今朝、リアムに筆記具を借りて自分と栞奈、そして西島が映っているその写真の裏に言葉を書き添えた。




　事情があってどうしても戻れなくなってしまった。

　元気にしているから、安心してくれ。

　それから、結婚おめでとう。

　おまえたちの幸せを心から、遠くから祈っている。　晃




　横でそれを眺めていたリアムに、もしかするとこちらの筆記具で書かれた文字は届いても消えるかもしれないと言われたが、かまわなかった。これが届かなければ届かないでいい。消えてしまってもかまわない。だが、もしも無事に届いたならば、これらの言葉だけは伝えたいと思った。

　青い花が浮いている泉を、コウはそっとのぞき込む。

　澄んだ水と底に見える白い石。本当に向こうに繫がっているのだろうかと思いつつ、荷物を持ち上げた。

「いいのか、コウ」

　隣にいるリアムが念を押すように尋ねてくる。それに笑みを返し、コウは荷物を泉に落とした。

　泉がゆっくりと渦を巻き、底の白い石が黒く変わっていく。夜のように黒い水底に沈んでいく装備をコウは無言で眺めた。

「さよなら、栞奈、西島──」

　書き添えなかった別れの言葉を口にしコウは泉に背を向ける。不思議と涙は出てこなかった。

　森を抜けるとそろそろ日が暮れようとしていた。赤く染まり始めた神殿への道を、コウはリアムと並んで歩いていく。

　隣に目を向けると銀色の髪が見えた。夕日に照らされたその髪が不思議な色に輝いている。

「きれいだな」

「何がだ？」

「リアムの髪。銀の糸みたいだ」

　髪に触れると、リアムが穏やかな笑みを浮かべて肩を抱いてくる。

　銀の髪と青い瞳を持つクレイアスの神官。

　生涯をともに過ごすことになるだろう自らの番を、コウは心の底から美しいと思った。
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　月が消える夜を三度迎え、リアムはクレイアスの王となった。

　ファリドは退位し、アルファの妻とともに神殿から離れた離宮に居を移した。以前言っていたとおり、残された少ない余生を楽しむらしい。その少ないという余生があと百年ほどあると聞かされたが、もう驚く気もしなかった。

　リアムが即位する少し前に、ダーレンスは北の神殿に送られた。永劫預かりは事実上の幽閉だが、王族としてそこで何不自由ない生活が約束されている。ただ、そこにはダーレンスの母方の親族たちが無残に殺害したリアムの母の亡き骸が葬られていた。その亡き骸とともに暮らす父マレクと過ごさなければならない日々は、ダーレンスにとって苦痛以外の何ものでもないだろう。

　ファリドの裁きは案外残酷なものだったかもしれないと、コウは後になって思った。

　そしてコウは相変わらずリアムの側にいた。

　今はただの側仕えではなく、武官侍従という役職を与えられリアムとともに拝殿の中に入ることも可能になっている。

　王となっても変わらず朝夕の祭礼を行うリアムに付き従い、時に街の神殿にも向かう。

　クレイアスの街も今までと何も変わらなかった。唯一変わったのは、街の至る所にある泉の周りに青い花が植えられたことだ。

　神殿から持ち出すことを許されなかったオメガの発情を抑制する効果のあるその花は、リアムが発した初勅により街の泉に植えられることになった。今まで薬を手に入れることができなかった貧しいオメガも自由に花を煎じて飲むことができる。これでオメガも少しは救われるだろう。

　聞くところによると、オメガたちがいた青い壁の娼館もほとんどが閉鎖されたという。娼館はそのまま民たちのための施設になっており、誰もが利用できる医院も併設されている。閉鎖された娼館を役場のような施設にしてはどうかと提案したのはコウだった。リアムはそれを早々に施行したらしい。

　あちこちに青い花が咲き乱れる街を、コウはリアムとともに歩き神殿へと向かう。

　リアムのやや後ろを歩いていたコウは、ふと立ち止まって息をついた。

　ここのところ何となく体調が優れなかった。毎晩リアムのくどいくらいの寵ちよう愛あいを受けているのも原因かもしれないが、疲れがなかなか取れずにいる。

　武官侍従の仕事はことのほか多忙だった。今までのようにリアムの警護だけしていればいいというわけでもなく、クレイアスの軍務的な仕事を任され、あっという間に一日が過ぎていくこともある。

　兵の訓練などは張り合いがあっていいのだが、今まで感じたことのないこの疲労感はいったい何なのだろうか。

「どうしたのだ、コウ。具合でも悪いのか？」

　神殿の手前で立ち止まったコウを、リアムが振り返る。心配げな声に何でもないと手を振り、コウは足を急がせた。

「悪い、悪い。ここのところ何かちょっと気分が悪いんだ。たぶん疲れてるだけだと思う」

「そうか。疲れているなら後で神殿の薬師に薬を調合して貰うと──」

　途中まで言いかけリアムがふと口を閉ざした。

　肩で息をしているコウをまじまじと眺め「ふむ」と首を傾げる。

「コウ。あれから月が三度消えたが、発情期が来る気配はあるか？」

　言われて気がついた。そういえば、あの激しい発情がここのところ治まっている。リアムと体を繫げているとそれなりに興奮して発情している状態に近くなるが、あの体がどうにかなってしまいそうな激しい劣情には苛まれていない。

「そういや発情期っぽいのってないな。もしかして治まったのかな」

　だったらありがたいことだと思っていると、リアムがふっと笑みを零した。

「ん？　何？」

「いや。どうやらめでたいことがありそうだと思っただけだ」

「めでたいこと？」

　鸚鵡おうむ返しに尋ねると、リアムの視線がコウの腹に向けられた。何とも意味深な視線に、嫌な予感が脳裏をよぎる。

「ちょっと待てよ……何だよ、その目──」

「半年後が楽しみだな」

「は？」

「体をいたわってどうかよき子を産んでくれ」

　笑ったリアムが拝殿へと向かっていく。

「よき子をって……」

　太陽に照らされて光るリアムの銀色の髪を茫然と眺めていたコウは、自分の腹に目を向けた。

　オメガの男子は子を宿す。その言葉を思い出し、思わず腹を押さえた。

　稀人のオメガならば子はできないかもしれない。確かリアムはそう言っていた。ただ、かもしれないだけで、できないとは一言も言っていない。

「噓だろ……」

　リアムの子を腹に宿す。あれだけ毎日激しく体を繫げていて、こうならない方がおかしいというものだ。けれど──。

「ちょっと待てよっ！　マジかよっ！　マジなのかよっ！」

　神殿に入っていくリアムをコウは慌てて追いかける。青い花が飾られた白亜の神殿には、神官王の笑い声と、その王に仕える稀人の焦った声が響いていた。
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エピローグ






　朝の祭礼を終え、拝殿から出てきたリアムはそこにコウの姿が見えないことに眉根を寄せた。

　伴侶となってからもコウは今までと変わらずリアムの警護についている。ただ、武官侍従としての仕事が思いのほか多く、今までのように四六時中リアムの側にいることができなくなっていた。

　多忙なのはリアムも同じだった。以前はファリド王に変わって王の代理を務めていたが、実際即位してみると王としての仕事は代理の時とは比べものにならないほど多い。落ち着いて茶を飲む時間もなく一日が終わり、私室に戻ってようやくコウの顔を見るという日もある。

　今日は比較的時間に余裕がありそうだったため、執務が始まる前にコウと茶でもと思っていたが、そのコウの姿が見えない。

「アレイル、コウがどこへ行ったか知らないか」

　回廊で控えていたアレイルにコウの行き先を尋ねると、アレイルがあからさまにため息をついた。

「コウ様なら薬草の泉に行かれました」

「ああ、そうか。今夜は月が消える夜か」

「警護がついているのでご心配には及びません。先に言っておきますが、追われるのでしたら執務の後になさってください」

　コウを追いかけていく前に仕事をしろとアレイルは釘を刺す。

「仲がよろしいのは大変結構なのですが、まずは執務が先です。神殿の修復の件も王の裁可が必要ですし、建国の祭典も近いのですから──」

「わかった。わかっているからそうまくし立てるな」

　アレイルに最後まで言わせずにそう言ったリアムは、げんなりと肩を落とした。

「最近小言くさいぞ、アレイル。神殿の神官と話をしている気分になる」

「私ももう年ですから。小言くさくもなります」

　四年前よりも若干貫禄が出始めたアレイルが、そんなリアムの厭いやみをさらりと受け流す。

　リアムの侍従だったアレイルは、昨年クレイアスの宰相になった。リアムとともにクレイアスという国を支える立場となったわけだが、公私ともにリアムのお守りを押しつけられたと公言してはばからない。長年リアムに仕えているからこそ言える厭みでもあるのだが──。

「ちなみにノエル様もご一緒です。先ほど侍従の手を振り切って泉に走って行かれました。外見は父君にうりふたつですが、中身は何というか……母君そのままですね──」

　ため息交じりに言ったアレイルの目が笑っている。それに苦笑しつつ、リアムは薬草の泉のある森に目を向けた。

　かつて『禁忌の泉』と呼ばれていた深い森の奥にひっそりと水を湧き出させていた泉は、側に薬草園があることから『薬草の泉』とその名を変えた。月が消える夜を迎える時、青い花が咲き乱れる泉にコウは向かう。以前は、リアムがそこで祈りを捧げていた。今はその役目をコウが引き継いでいる。

「とっとと執務を終わらせて私も泉に向かうとするか──」

「そうしていただけると私も助かります」

「本当に、最近のおまえは──」

「私に小言を言われる前に謁見の間へどうぞ。皆が王を待ちかねています」

「わかった……」







　リアムがぼやいている同時刻、コウは薬草の泉の前にいた。

　封をした紙を糸で巻き、それに小石で重しをつける。

「なにをしてるの？」

　泉の縁石にちょこんと座った我が子を見やり、コウは笑みを浮かべた。

「手紙を流すんだ」

「てがみ？」と首を傾げたノエルを手招きし、膝に抱く。

「この泉とオレが元いた世界が繫がってるんだ。だから、そこに手紙を流してるんだ」

「だれに？」

「オレの妹と義理の弟。あー、えっと、ノエルのおばさんとおじさんにかな」

　おばさんなどと言ったら栞奈にぶち殴られそうだと思いつつ、コウは手紙をそっと泉に浮かべた。

「なんてかいたの？」

「ん？　オレは元気でやってますって。ノエルも大きくなりましたって書いたんだ」

「じゃあ、こんどノエルもおてがみ、かいていい？」

「ああ、いいぞ。何て書くんだ？」

「おかあさまはおげんきです。ノエルもおとうさまも、げんきです。クレイアスはあおいおはなが、いっぱいさいてますってかく」

「そっか……っていうか、あのな、ノエル。そのお母様っていうのは──」

　途中まで言いかけコウは口を噤つぐむ。黒い目を丸くして首を傾げているノエルに「なんでもない」と言い、泉に浮かぶ手紙に目を向けた。

　水を吸い始めたのだろう、手紙がゆっくりと泉に沈んでいく。やがて手紙が水底に沈むと、コウはノエルを抱きかかえて立ち上がった。

「行こうか、ノエル」

「おてがみ、おばさまにとどくといいね」

「ああ、そうだな──」

　頷きながらもコウは手紙が決して届かないことを知っている。ただ泉に沈み、やがて溶けて消えてしまうとわかっていても、コウはこの四年間、元の世界に手紙を流し続けた。

　それはこれからもずっと続くだろう。かつてリアムが泉に祈りを捧げていたように、今はコウが泉に祈りを捧げる。

　元の世界で暮らす妹たちへの思いをこの泉に託すように──。

　泉に背を向けると、神殿の方からきらきらと光るものが見えた。

「おかあさま、おとうさまだ」

　銀の糸のような髪が日に照らされて輝いている。我が子と同じ髪の色をした男に向かって、コウは軽く手を上げた。

「リアム、執務が終わったなら一緒に飯食うか？」

「くうか？」と言葉をまねたノエルがコウの腕から下りてリアムに向かって駆けだす。

　リアムとノエル、二人の銀色の髪が日の光で輝いている。眩しげにそれを眺めながら、コウはゆっくりと薬草の泉を後にした。







　聖なる泉が湧く神国クレイアス。

　神官王の傍らには、『黒の稀人』と、銀の髪と黒い瞳を持つ王子がいる──。
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あとがき






　こんにちは。井いの上うえです。この本を手に取ってくださいましてありがとうございます。

　異世界トリップで、ファンタジーで、オメガバースで、子育てで、自衛隊で、筋肉です。最後のふたつが異彩を放っているのはさておき。

　念願叶って書くことができたファンタジーです。井上のやつ、何か悪い物でも食ったのかと言われそうですが、痛さゼロのラブコメファンタジーオメガバースとなっております。

　そして、攻め×攻め的な二人のがっつり素敵筋肉なイラストを描いてくださいましたれの子こ先生、ありがとうございました。キャララフのリアムの半裸を見たときは心の底から悶えました。ちびっ子も超可愛いです！

　まさかのファンタジーを書かせてくださった担当さんにも感謝を。プロットのオッケーを貰ったときは本当にいいのかと耳を疑いました。

　このお話の初稿を出した際「受けが姫過ぎる」とのご指摘だったので、だったら遠慮はなしだと、オメガだろうが雄々しい受けを目指してみました。ラブコメの中のしっとりな部分もぜひお楽しみください。

　また何か別のお話がお届けできる日が来ますよう──。









特別版







「それでは南の街にある神殿の修復は王の裁可を待つということで──ん？」

　部下に指示を出しながら執務室から出てきたアレイルの前を、黒いつむじ風が駆け抜けた。

「だから、オレに近づくなって言ってるだろっ！」

　叫びながら目の前を走っていったコウを見送っていると、今度はリアムがその後を追いかけるように走ってくる。

「待て！　なぜ逃げるのだ、コウ！」

　池を囲う回廊を走る自国の王と武官の長を見やり、アレイルは隣で控えている部下を振り返った。

「何だ、あれは」

「王がコウ様を追いかけておられます」

「そんなことは見ればわかる。なぜ王が武官侍従殿を追いかけているのだ」

「今日の昼過ぎにコウ様が演習とやらから戻られまして……夕刻の祭礼を終えた王はずっとあのようにコウ様を追いかけておられるのです」

「ずっと？」

　夕刻の祭礼が終わって随分経つ。まさかと思いつつ眉をひそめたアレイルに、部下が肩をすくめながら言った。

「はい。かれこれ一時間ほどになるかと」

「一時間……」

　げんなりと呟き、回廊を走っているコウとリアムをアレイルはまじまじと眺めた。

　近づくなと叫ぶコウと、待てと追いかけるリアム。本人たちは真剣そのものの顔つきだが、アレイルにはただいちゃついているようにしか見えない。

「全く、何をやっているのだ、あのお二人は……」

　こんなことでぼやきたくないが、ぼやかずにはいられない。この国を率いる王がそれを守る武官の長を追い回す様子など、とてもではないが国民に見せられたものではない。

　普段の聡明な王と清廉潔白な神官の顔を併せ持つリアムからは想像もつかない姿だ。

　リアムとコウの仲が睦まじいことはアレイルもわかっている。

　コウがこの世界に来てから既に四年の月日が流れた。紆余曲折の末、コウはリアムの番となり、ノエルという愛らしい王子も授かった。諸外国との外交も順調で国の安寧が乱されることもなく、平和な日々が続いている。国民にとってもこれほど喜ばしいことはない。

　そして、番となったコウをリアムは以前と変わりなく──いや、むしろ前以上に慈しんでいた。リアムのコウに対する溺愛っぷりは、見ている側が恥ずかしくなってしまうほどだ。

　しかし、リアムの愛は今ひとつコウに伝わっていない気がしてならなかった。

　どうやらリアムはアルファの有り余る体力に任せて、毎晩コウを抱いているらしい。コウが発情していようがいまいがお構いなしだと聞いている。

　リアムは体を繋げて愛し合うことで自身の愛情を表現しているようだが、その激しい愛を一身に受けるコウはたまったものではないだろう。

　いくらコウが普通のオメガと違って体が大きく頑丈とはいえ、アルファの体力と精力でもって毎晩責め立てられれば、さすがに辛いものがあるに違いない。

「オメガとはいえ、コウは異邦の民だからな──」

　コウが元いた世界でも同性同士で性行為をするのかどうかアレイルにはわからない。ただ、出会ったばかりのコウの様子からすると、あまり一般的ではないのかもしれないとも思った。だが、それを承知の上でアレイルはコウをリアムの側仕えにしたのだ。

　女性や、女性めいた雰囲気の華奢なオメガを好まないリアムにどうやって跡継ぎをもうけさせようか、侍従としてずっと頭を悩ませてきた。そこに現われてくれたコウは、アレイルにとってまさに救世主だったのだ。

　体が大きく頑丈で、男っぽい雰囲気を持つコウは、見事にリアムの好みに合致した。しかもオメガだというのだからこれほどありがたいことはない。

　あわよくば子を授かるかも知れないというアレイルの思惑を裏切ることなく、コウは発情しリアムの子を宿した。コウの懐妊を誰よりも喜んだのは、もしかするとアレイルだったかもしれない。

　聡明な王と予言の書に記された『黒の稀人』、そして愛らしい世継ぎ。それらを一度に得たクレイアスはしばらく安泰だろう。リアムの暑苦しいほどの愛に翻弄されているコウには少しばかり申し訳ない気もするが、これも運命だと思って諦めてもらうしかない。

　池を挟んだ反対側の回廊からコウの「助けてくれ」という叫び声が聞こえる。どうやらとうとうリアムに捕まったらしい。じたばたともがいている様子がこちらからも覗える。

「アレイル様、コウ様が助けを求めていらっしゃいますが、いかがいたしましょう。王をお止めした方が──」

「かまわない。放っておけ」

「ですが……」

「仲睦まじくしておられるだけだ。邪魔をしては後で王からお叱りを受ける」

「では、神殿の修復の件は──」

「明日の朝、私から直接お伺いを立てる。今話をしても王はそれどころではないだろうからな」

　コウが演習に出て十日。リアムの我慢もそろそろ限界に来ているだろう。

　嫌だ、放せというコウの叫び声が聞こえる方に目を向け、アレイルは肩をすくめた。

　コウが捕まったのは二人の居室の前だ。きっと中に引きずり込まれたのだろう。コウの声が少しずつ遠くなっていく。

「王の居室には朝まで誰も近づかないように警護の者に伝えてくれ。王は武官侍従殿と大切な話をなさっているのでな」

『大切な話』をあえて強調したアレイルに、部下が「承知しました」と慇懃に頭を下げる。

「来年あたり、ノエル様に弟君か妹君ができるかもしれないな──」

　ぽつりとそう呟いたアレイルは、書類の束を抱えた部下と共に執務室に背を向けた。













　アレイルがそんな呟きを口にしていることなど想像すらせず、コウは必死でリアムの抱擁から逃れようとしていた。

「放せってっ！　今日はだめだって言ってるだろっ」

「なぜだめなのだ。まだ発情期は終わっていないのだろう？　だったら──」

「終わった！　発情期は終わったけど、発情してんだよっ！」

「終わったのに発情している？　なぜだ？」

「知らないよ！　そんなのオレにわかるわけないだろっ！　とにかく、今はだめなんだよっ！」

　西方の山での演習を終え、コウは今日の昼過ぎに神殿に戻ってきた。

　今回も発情期の兆候が現われてすぐに神殿を出発し、薬で発情を抑えながら兵士たちと山で過ごした。十日が経ち発情期ももう終わっただろうと戻ってきたのに、リアムの姿を見た途端に体が疼き始めたのだ。

　謁見の間でリアムにねぎらいの言葉を受けている間も、耐えがたい性的衝動に駆られていた。発情していることに気づかれたかと思ったが、リアムが平然としていたので大丈夫だろうと安心しきっていた部分もある。コウもリアムから離れさえすれば体の疼きは治まったし、きっと一時的なものだろうと楽観視していた。

　十日間かまってやれなかった分ノエルともたっぷり遊び、一緒に食事をして居室に戻ったのが夕方だった。眠いと言うノエルを侍従に預け、風呂に入って汗を流し終えたところに、祭礼を終えたリアムが戻ってきた。

　リアムが奥の部屋に入ってきた途端、甘い香りが漂った。まさかと思いつつリアムに目を向けると、青い瞳が金をまぶした濃い藍色に変化していた。それは、リアムが欲情している証だった。

　やはりリアムは発情に気づいていた。しかも、コウの発情にしっかり反応してしまっている。

　このままではまずいと部屋を飛び出したのだが、まさかリアムが全力で追いかけてくるとは思いもしなかった。

　一時間近く神殿中を逃げ回り、回廊を三周したところで足がもつれた。倒れる寸前にリアムに抱き留められ、部屋に引きずり込まれて今に至る。

「は……離せってっ！」

　ラグが敷かれている床に押し倒されたコウは、必死ではだけられた襟をかき合わせた。

　着るのは面倒なくせに、脱ぐのは簡単というこの服の構造は何とかならないものだろうか。帯を解かれた状態でもがけばもがくほど衣服の前が開いていく。

「リアムっ……こんなところでだめだって！　ほら、ここはノエルだって来るわけだし──」

「案じずともよい。昼におまえとたくさん遊んだから疲れたのだろう。さっき見に行ったらぐっすり眠っていた」

「マジか……」

　十日も遊んでやれなかった詫びとばかりに、神殿に戻ったコウは夕方までノエルと中庭を駆け回った。ノエルも相当喜んではしゃいでいたが、まさかそれが仇になるとは思いもしなかった。

　ノエルをだしにしてリアムから逃れようとした作戦は、ノエルの爆睡でものの見事に粉砕された。

「コウ、寂しかったのはノエルだけではない」

「え……」

「私とて寂しかったのだ。この十日間、おまえの帰りをずっと待っていたのだぞ」

「さ……寂しかったって……あのなっ……」

　国を統べる王ともあろう者が何を言っているのだ。おまえは子どもかという言葉は、リアムの愛撫の手によって遮られた。

「独り寝の夜はおまえを思って自らを慰める。私にこんな思いをさせるのはおまえだけだ」

　言いながらリアムは胸元に這わせていた指でコウの乳首を軽くはじいた。

　敏感になっているそこを刺激され、甘い声が漏れ出す。そのまま乳暈ごときゅっと摘ままれ、体が跳ね上がった。

「あっ……ぁ……、リアム……」

「十日ぶりだというのに、おまえは私のためには時間を取ってくれないのか？」

　非難ぎみにそう言ったリアムがふっと口角を上げる。獰猛にも見えるその笑みに何ともいえない雄の匂いを感じ、コウはごくりと喉を鳴らした。

　ふわりと漂ってきたのは甘く刺激的な匂いだった。

　どれだけ拒絶しても、発情してしまえばアルファが放つ香りに誘われる。そして、アルファであるリアムもまた、コウの発情に反応していた。

「コウ、おまえから発情期の甘い香りがする。久しぶりのかぐわしい香りだ……」

　笑いながらうなじに唇を押し付けられ、たまらない快感に包まれた。銀色の長い髪が頰や首筋に触れるたびに鼻腔がリアムの匂いで満たされる。

「あ……ぁ……」

　思考が少しずつ鈍り始めると同時に、せっかく治まっていた淫らな疼きが再び体に駆け巡った。

　コウが発情の熱に浮かされ始めているのをわかっていて、リアムは首筋に舌を這わせてくる。そこに口づけられると、なぜか性器に触れられているときと同じくらい──いやそれ以上の快感に苛まれた。

　腹の奥から湧き出す甘い法悦に、全身ががくがくと震えだす。これは紛れもなく発情中のあの淫らな欲望だった。

「お……治まってたのに何で……だよ……」

　言ったところで一度始まってしまった発情期は自力で止められない。一応、昼に薬も飲んだのだが、すでに焼け石に水の状態だ。

「心配せずとも発情なら私が止められると言っただろう」

　笑い交じりに囁いたリアムが、無節操に勃ち上がった肉茎を服の上から撫で上げる。途端、わだかまっていた快感の熱が一気に噴き出した。

「あっ……あっ、は……ぁ……」

　言葉にならない喘ぎが漏れだし、コウは慌てて自分の口を塞いだ。

　どれだけ拒絶しようとも、性器を撫で回されれば体は素直に反応してしまう。発情していればなおさらだ。

　甘い声を上げ始めたコウに気をよくしたリアムは、遠慮なくコウの服を剝ぎ取った。自分も服を脱ぎ捨て床に放り投げる。

「コウ……」

　名を囁かれ、そっと後ろを振り返ったコウは茫然とした面持ちでリアムを見上げた。

　薄明かりだけが灯る中で見るリアムは、幻想的とも言えた。

　白い肌も、銀色の髪も、窓辺に灯された小さな炎に照らされて何ともいえない色に輝いている。

　この国を統べる美しい神官王。何度見ても、リアムの美しさには圧倒される。

　そして、この男が欲しいと思ってしまう。

「リアム……」

　自分でも驚くほど甘い声でコウはリアムを呼んだ。

　どうせ再発してしまった発情は、リアムを受け入れない限り治まらない。ならば発情の熱に任せてリアムに身を委ねるのが一番だろう。

　尻を少し上げると、リアムが当たり前のようにコウの性器を手で包み込んだ。

「ここも相変わらずの雄々しさだな。こんなにも硬くなっている」

　先走りを滲ませる先端を丹念に撫で回され、足が震えだす。体が崩れ落ちそうになると、リアムが腰をすくい上げた。

　俯せで尻を高く上げる体勢を取るたびに羞恥心に苛まれる。部屋が薄暗いとはいえ、こんな格好でリアムに何もかもをさらけ出していると思うと、顔から火を噴きそうなほど恥ずかしい。なのにリアムは構わず尻を割り広げて中心を暴いた。

「ここが私を誘っているぞ、コウ」

　笑い交じりに窄まりに指を挿入され、コウは唇を嚙み締めた。

　リアムが熟れ始めた肉壁をゆっくりと撫でている。指が何度か出入りすると、そこが蕩けてひくひくと蠢いているのが嫌でも伝わってきた。

「あ……は……、あぁ……」

　甘い疼きが激しい快感となって全身に広がっていく。

　けれど、欲しいのはそれではないと体が要求した。

　欲しいのはそれでない。指などではなく、リアムの雄を体の奥深くで感じたい──。

「来てくれ……リアム……」

　尻を上げ、手近にあったクッションに顔を押しつけながらコウは呟いた。

　淫らな格好でリアムを誘う自分が嫌になる。けれど、発情してしまった体はどれだけ理性で押し殺そうとしても貪欲にリアムを欲するのだ。

「早く……してくれ……、頼むから……もう我慢できない……」

　体の疼きが止まらない。激しい欲情に耐えきれず、自分で前を扱きながらコウはリアムを振り返った。

　リアムの瞳がより深い藍色に染まっている。雄の証はリアムの下腹で完全に勃ち上がっていた。

「そんな目で誘われてはたまらないな……」

　神官の顔から雄の顔になったリアムが苦笑しながら自身の前を扱く。天を衝くように反り返ったそれを見せつけられ、喉がごくりと鳴った。

　これが与えてくれる快感をコウの体は覚えている。体が爆ぜてしまいそうな快楽を思い出し、窄まりがまたもや蠢き始めた。

「おまえを堪能させてくれ、コウ──」

　リアムが窄まりに先端を押し当てる。肉の輪を押し広げられ、コウは息を止めた。

　くちゅっと湿った音を立てて先端が中に入り込む。尻を割り広げられたと思った瞬間、ずんと奥まで突き上げられた。

「う……ぅっ……、ああっ……！」

　肉壁を擦り上げながらリアムの楔が奥まで入り、また引き出されていく。同時に広げられた肉の輪を刺激され、コウはぎゅっとクッションを握り締めた。

　結合部から湧き出す快感で頭の中が真っ白になりそうだった。リアムが体を動かすたびに、カリが張り出した先端が快楽の元を抉る。

　激しい突き上げなど不要だった。ただそこを撫でられているだけで、腹の奥が搾られるような快感が湧き出してくる。

「は……、ぁ……あっ、あっ……」

「いい声だ、コウ。もっと感じてくれ……」

　耳に息を吹き込みながらリアムが囁く。より深い場所を探るように腰を入れられ、背がのけぞった。

「だ……だめだ……、リアム……、そこは……」

　体の奥にある狭い場所を刺激されると、全身が震えるような法悦に満たされる。けれど、発情期に奥で精を放たれれば、また子を宿してしまう可能性があるのだ。

　発情期は終わっているが、発情自体は再発している。子を宿す可能性がある今、リアムの精をそこで受け取るわけにはいかない。

「だめだって……、リアムっ……」

「そう言うが、おまえの体は私を求めているぞ」

　拒絶の言葉を口にするものの、リアムが言うとおりコウの体は本能に忠実だった。より強い肉の愉悦を求めてリアムを誘い、受け入れようと淫らに蠢いている。

「ここがこんなにも私を締め付けているではないか」

　言いながら結合部を指で撫で上げられ、コウは目を見開いた。

　わずかな刺激だというのに体が反応し、リアムをより奥まで受け入れようとして肉の輪が開く。それを狙っていたかのように、リアムが背に覆い被さってきた。

　リアムの大きな体に押さえ込まれて全く身動きが取れない。その状態で楔を最奥まで突き込まれ、コウの背や尻が波打った。

「ひ……あっ……！」

　リアムのあの長い楔が根元まで入り込んでいる。先端が最奥にある小さな門を出入りするたびにコウは言葉にならない嬌声を上げた。

「は……ぁっ……、あっ……んんっ……」

　リアムが腰を動かすたびにコウの性器からぽとりぽとりと白濁が滴り落ちていく。それをすくい取りながらリアムはコウの前を扱き上げた。

「う……ぅ……、あ……ふ……」

「最高だ、コウ……」

　そう言ったリアムが奥を激しく責め立てる。先端がくぷくぷと小さな音を立てて出入りするのが中から伝わり、コウは足を震わせた。

　もう限界だった。

「も……イく……、あっ……ああっ……！」

　絶頂感で体が硬直する。なのに射精はしない。

　これは、発情期特有のいつまでも体の中でくすぶり続ける終わりの見えない快楽だった。何度絶頂に達しても、ほんの数分で新たな欲情が湧き出してくる。それはアルファの精を奥深い場所に受け入れるまで続くのだ。

　そんなオメガの発情に、リアムはアルファの体力と精力で存分に応えてくれる。それはコウにとってありがたいことなのか、それとも──。

「コウ、今夜は久しぶりにたっぷりと二人だけの時間を過ごそう──」

　リアムの嬉しいような嬉しくないような囁きが耳に届く。

　発情期は終わっているが発情だけが再発した場合、腹に子を宿す可能性はどれくらいあるのだろうか。このままリアムを受け入れ続ければ非常にまずい気がする。

　ノエルが生まれるまでの悪夢のような日々を思い出し、コウはげんなりと肩を落とした。

　あの悪夢は二度と経験したくない。ノエルはかわいいが、それとこれとは話が別だ。

　けれど──。

　自分はまだ絶頂に達していないのだろう、リアムが再びゆるゆると腰を動かし始めた。

　またもや奥を刺激され、体の芯が疼き始める。

　リアムが精を放ってくれない限り、この甘い疼きに苛まれ続ける。そして、「たっぷり」と言っていたとおりまだまだコウを解放する気はなさそうだった。

　リアムの長い髪が汗ばんだ肌に絡みつく。そこから漂う香りに包み込まれ、コウは心の中でため息をついた。

「もういいか……」

　子を宿せばその時はその時だ。責任を持って立派に育ててやる。

　そんな覚悟の籠もったコウの呟きはリアムの耳には届かなかったのだろう。

　コウを抱き締めたリアムの動きが少しずつ激しくなっていく。

　再び湧き上がってきた激しい欲情に身を任せ、コウは深い快楽へと落ちていった。
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